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会 報 


日 本 岩石 鉱物 鉱床 学会 30 周年 記念 会 並び に 総会 の 開催 予告 

日 本 岩石 鉄 物 鉄 床 学会 30 周年 記念 議 び に 総会 を 来る 11 月 7, 8, 9 日 仙台 に 於 い 
て 開催 する こと に 決り まし た 。 

例年 通り 講演 会 を 行い ます か ら 下 記 要 領 に よ つ て 8 月 30 日 まで に 申込 み 下 さい 。 
な お 記念 会 並び に 総会 次 第 その 他 に つい て は 次 号 で お 知ら せ し ま す 。 

1. 講演 時 間 15 分 以内 
2. 申込 み 講演 要旨 (400 FLA) を 必ず 添え , 氏名 , 勤務 先 を 記し 当 学 会 へ 
申込 むこ と 。 連 名 の 場合 は 講演 者 に 〇 印 を 付記 し て 下さ い 。 
(講演 会 は 日 本 鉱物 学会 及び 日 本 讐 山地 質 学 会 と 共催 の 予定 ) 

PERBASD 昭和 34 年 4 月 8 日 正午 より 東京 大 学 理 学部 に 於 て , 本 会 幹事 評議 員 
会 を 開い た 。 

出席 者 渡辺 万 次 郎 ( 会 長 ), 石井 WES), 鈴木 ARS), 石川 BR, 

片山 信夫 , 加藤 Se. 兼子 勝 , 神山 Ao, 河野 義 礼 , 木野 崎 吉 郎 , 

RH AR AE RA, 末 野 BA, 竹内 BE B 達 , 西沢 章 三 郎 , 

八木 健三 , 吉木 UY, EN Bx. 渡辺 武男 ( 外 に 委任 状 12 通 )。 

議事 (1) 昭和 33 年 度 経過 報告 ,) (2) 編集 に 関す る 報告 , (3) 会 計 に 関す る 報告 。 

aed (1) HAR, 退会 員 承 認 の 件 , (2) A 30 周年 記念 事業 に 関す る 件 , 上 記 記 
念 会 を 昭和 34 年 11 月 初旬 , 仙人 馬 に 於 て 行う と いう 原案 が 了承 され た 後 , KABA RR 
編集 , SUE (特に 役員 に つい て ) WREORERS), 細部 に つい て は 在 仙 会 員 で 検 
NUARAT SIL BRABANT 


新 刊 紹 介 


鈴木 本 教授 中 歴 記念 論文 集 本 会 幹事 北海 道 大 学 教授 鈴木 本 博士 に は , 昭和 31 年 10 
月 1 日 を も つて 居 礎 を 迎え られ た , 鍛 木 教授 は 大 正 10 年 東京 大 学 を 卒業 後 , BAER 
び 銚 床 学 に 関す る 約 150 編 に 達する 論文 を 発表 され , 我国 の みな ら ず 世界 の 地質 学界 に 
條 大 な 頁 献 を な され つつ ぁ る と 共に 昭和 5 年 北海 道 大 学 理学 部 創設 以来 数 授 と し て 後進 
の 教育 指導 に 尽 さ れ , 一 方 本 岩石 鉱物 鉱床 学会 に 対し て も 昭和 4 年 の 設立 以来 幹事 と し て 
その 健全 な 発展 に 対し 常に 指導 援助 を な され て いる 。 本 記念 論文 集 は 同 教授 の 研究 の 中 で 
最も 力 を 注 が が れ た “日 本 の 放 成 帯 ” に つい て , AMER 11 氏 が その 最近 の 知識 を ま と 
め た 論文 を 第 1 部 と し , MAB & AKT SPB RURMIC KY, 岩石 学 , 鉱物 学 , 鉱床 
学 及 び 地 天 学 に 関す る 35 編 の 研究 論文 が 探 呈 され 第 2 部 と な つて いる 。 第 部 は 日 高 , 
AVE am. 北上 , PBR, 三波 川 , FRA, FRR, SASK, DITOR, 接触 鉄 床 及 び こ れ ら 
の 変成 期 に つい て の 最新 の 知見 が , 実際 に その 地方 の 研究 に 没頭 され た 人 達 に より まとめ 
られ て お り , 第 2 部 は 現在 我国 の 第 1 線 で アク ティ ブ に 活躍 中 の 人 達 の 研究 論文 が 集め ら 
れ て いる 。 従 つ て 本 記念 論文 集 は 現在 の 我国 の 岩石 学 , 鉱床 学 の 最高 水準 を 示す 論文 集 と 
し て 注目 すべ きも の で , 6 OR Barre tal 6 N72 = LI HABARO MERA 
格 が あら われ た も の と 考え られ る 。  (B5 版 596 KH, 昭和 33 年 9 月 30 日 BARRE 
生 居 歴 記念 会 発行 ) tw Al 
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山形 県 吉野 鉱床 の 成因 に つい て 


On the genesis of Yoshino mine, 
Yamagata Prefecture 


山 脇 友治 郎 (Tomojiro Yamawaki) * 


Oo tds Ue 

GAUL REE Be ARAKI L> ATES UREA HIE T BGK 
DBR CH So PUL — FH ICIL LORD RAR DHS ¢ FEFEL, その 一 般 地質 鉄 床 に 関し て は 
矢野 茂樹 わり に よ ょ り , 叉 地質 構造 と の 関係 に つい て は 舟山 話 士 や に より 夫々 研究 が な され 
て いる 。 筆者 は 1956~1957 年 に 当 鉄 山 を 調査 する 機会 を 得 , 特に 鉄 床 母 岩 の 変質 と 鉱 
化 作 用 の 関係 に つい て 研究 を 行なっ た の で , それ ら の 結果 を と り ま と め 以 下 報 告 す る 事 に 
Re 

本 報告 に 当り , 終始 御 和 懇 息 な る 御 指 導 を 賜 わ っ た 当 教 室 竹 内 常 彦 教授 並び に 山口 大 学童 
木 減 彦 教授 に 対し 深く 感謝 の 意 を 表す る 。 叉 ガイ ガー・ フ レッ PARA, 電子 顕微 鏡 写 真 
撮影 及び 分 光 分 析 に 関し て は , 夫々 東北 大 選 研 岡田 広吉 講師 , 同 加 藤 清 一 氏 並 びに 当 教 密 
折 本 左千夫 氏 に 席 意 を 表す る 。 高調 査 に 当っ て 種々 御 援助 を 頂い た 日 本 録 業 吉野 讐 業 所 
の 各位 に 対し 心 より 御礼 申 上 げ る 。 

本 研究 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 に よ つ た も の で ある 。 

2. 地 質 概説 

AHR OGM & 2 T BAAKARES EMA C. 地域 南部 に その 一 部 を 赴 量 し , 
これ を 不 整 合 に 第 三 紀 中 新 世 の 堆積 岩 類 , 火山 岩 類 が 連続 的 に 准 積 し て いる 。 そ の 地質 構 
千 は 変化 に 富み , 可 成 り 複雑 な 様相 を 量 す る が , 一 般 に 南北 性 の 走向 を 有 し , 小 規 模 の 向 
+ 背 斜 軸 を 数 多く 観察 で きる 。 以 下 こ れ ら の 講 岩 石 に つい て 簡単 に その 概略 を 記す (第 
, 2 図 参照 )。 

His Wis : 花 賠 図 緑 岩 を 不 整 合 に 覆い 一 部 花 賠 岩 質 奏 岩 が み ら れ る が , 大 部 分 は 
砂岩 (RUHR) より な る 。 こ の 砂岩 は 中 へ ~ 粗 粒 で , 多量 の 黒 圭 母 及び 緑 泥 石 の 存在 で 特 
徴 づ けら れ , 時 と し て 黒色 泥岩 の 薄 層 を 爽 む 場 合 が あぁ る 。 


* FLA ZHRA BEALL RAR 
1) 矢野 茂樹 : HOEK oR SIG (手記 ), 1951. 
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MR, 5. 花 賠 図 緑 岩 , 


9. Bawale, 
BRK ale 


2 図 吉野 鉄山 附近 模式 柱状 図 


® 花 賠 隊 緑 岩 

@ fia: Wale 

@ Miaka 

© 変質 安山岩 

© KWAR ARICA 
© 普通 輝石 安山岩 

@ SKE 

® 流 紋 岩 

⑨ 黒色 頁岩 層 

O Titlak ARK Ale 
@ 安山岩 


Sule RAawBS Rielg : bitte - se 
連続 的 に 本 層 が 堆積 し , EL UC KNBR 
凝灰岩 に よ ょ つて 代表 され る が , COM 
岩 , 凝灰岩 質 砂 岩 , 砂 質 北 灰 岩 及び 泥岩 等 も 存 
在 す る 。 これ ら の 岩石 は 緑 泥 石 化 作 用 を 著 る し 
く 受 け , 下部 の 春 岩 砂岩 層 と の 区別 を 展 々 不明 
PCL TW So MAB ANCL 比較 的 基 性 の 基山 
岩 類 が よく 発達 し , 横 構 石 玄武 岩 , 変質 安山岩 
及び FRB RUBE O 小岩 体 が いずれ る 岩 床 状 
を な し , RUBE, TWEE Btls 石英 等 に よ つ て 交 
代 さ れ て いる が , EO REARHMS ABLE Hz 
を 一 に し て いる と 思わ れる 。 MH 吉野 鉄 床 は 本 層 
内 の 比較 的 上 部 を 構成 する SRE PRS 
CRIB L TW So 

BEB ithieRaee kis : 本 層 は 
安山岩 質 角 春 凝灰岩 層 に 整合 的 に 堆積 し , BE 
の 差異 に より 黒色 頁岩 層 及び 流 紋 岩 質 角 春 凝 灰 
岩層 に 分 類 さ れる が , この 両者 の 関係 は 同時 異 
相 と 思わ れる 。 黒色 頁岩 層 は 泥岩 , 凝灰岩 質 泥 
岩 及 び 硬質 頁岩 より , 又 流 紋 岩 質 角 春 凝灰岩 層 
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VAVERCH RICE (SORT BEA), 同質 角 春 凝灰岩 お よび 頁岩 質 弟 灰 岩 より 夫々 
な つて いる 。 本 層 内 の 火山 岩 類 は 理化 作用 の 影 絡 を 頭 著 に 受け た 流 紋 岩 類 が み ら れ る 。 こ 
の ほか 流 紋 岩 , 石英 安山岩 , 容 山 岩 等 の 誠 岩 が 本 地域 内 の 比較 的 高 所 に 広く 分 布 し , その 
噴出 時 期 は 明らか で な い が , いづ れる も 方 解 石 化 作 用 , BIEVER, 緑 泥 石 化 作 用 等 を うけ て 
いる 。 

以上 の 如く 本 地域 に 於 ける 諸 岩 石 に は 諸 種 の 変質 作用 が 一 般 に 認め られ , 特に 安山岩 質 
岩石 は 緑 泥 石 化 作 用 , GiB ECS Alt IEE CK AES ONS, いづ れ の 大 山 岩 
も 鉄 床 と 直接 の 関連 を 見 出だし 難く , 単に 広 区 域 の 変質 作用 と し て 間接 的 な 役割 を な し て 
で る に すぎ な いこ と 考え られ る %。 

3. 鉱 床 概 BG 

“Ac oF tok: RAR UL POUL 位置 sii Vega ane 

し , ZRWAAARRKAEO LBS 
AEDES SMEAR PoE PCG 
Re & UL CHHAT FRAKES 
So BROAD AMRAISIE £ OY 
門 , SER, 福寿 , 恵比須 , 大 黒 及び 
布袋 の 各 鍼 体 で ある が , WERTH 
DoOWwER, 福寿 の 両 鉄 体 の な で BS Ih atl oe 
あぁ る (第 3 図 )。 RT 
BE CH SIR EPR AILE 
OBS 100 米内 外 で , 展 々 砂岩 の 
薄 層 を 介在 し , 下 盤 に 向う に つれ て 
砂岩 層 に 移 化 し て いる 。 鉄 体 は その 
色 松 皮 に 似 た 粘土 層 に 覆 わ れ , A 
則 塊 状 , SRAWR, 脈 状 を な し た 黒鉄 , ‘ 
FAGK, LEGKAE OD PRMEFEA (AK CH SZ o 0 250 500 m 
主 な 鉱石 鉄 物 と し て は 黄銅 鉄 , BY 
TEGNGK, BGK, 重 唱 石 及び 少量 の 
Fish, RAPAGKC, PCBERIGK, freibergite 等 も 存在 し て いる 。 又 多 少 の 金 を 産 し て い 
る が その 産 状 は 明らか で な い 。 一 次 的 鉄 物 と し て は 下 色 針 状 の 硫酸 亜鉛 , 青色 塊状 の 硫酸 
BAR DS fee PAKO RMS EDA CW So 脈 石 鉱物 と し て は 石英 及び 灯 土 鉄 物 類 が ある 。 
BOAO BUR, 品位 等 の 一 例 を 挙げ れ ば 第 1 表 の 通り で あぁ る 。 

生 放 母 | 引 の 変質 状 上 混 

先 に も 述べ た 如く 本 鉄 床 の 母 岩 は 嗜 紫色 角 春 凝灰岩 で , これ に 砂岩 の 薄 層 を 随所 に 爽 ん 
で いる 。 録 体 と 母 岩 の 境 界 は , 上 毅 側 に 於 て は 松 皮 粘 土 に より 明瞭 に 区 別 さ れる が , AE 
に 双 る と 人 鉄 石 は 次 第 に その 品位 を 低下 し , 攻 移 的 に 角 春 凝灰岩 或 は 砂岩 に 移 化 する 。 そ の 
二 な 変質 作用 は 東 化 作用 , 粘土 化 作 用 で , この 他 絹 雲母 化 作 用 , 緑 泥 石化 作用 , 方 解 石 化 
作用 等 も 見 られ る (第 4 図 )。 

RICCI + FARBILIER : 附近 一 帯 の 岩石 に 略 々 例外 な し に 認め られ , 安山岩 質 
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Ble 各 鉄 体 の 規模 品位 
Sr | 2 向 fh 斜 alee rh | Au g/t Ag g/t| Cu % | Zn % 


#2 3#/N20° E/27° SE 160m) 90m| 50m Let 60.0 1.65 3.8 
ZE 沢 N45° Ww} 30° NE 70 50 60 1.4 55.0 0.46 2 
Bike) N20°E|& ft 150 30 100 2.0 50.0 1.00 — 
KR 30 
布 袋 30 


N20 EE し 鉛直 50 30 3.0 | 100.0 1.50 = 
N25° E | 40° Swj 100 20 3.0 | 100.0 1.50 == 


岩 右 特に SRP & BIG T S PRICE Bc 
著 で ある が , 鉄 床 と 直接 の 関係 を 見 い だ し BAR SAME (OML) 
難い 。 
TICE: 理化 作用 は 鉱床 附近 の 講 岩 
石 に も 広く 作用 し て いる が , HAILHTS 
黒鉄 式 鉄 床 初期 の 産物 た る べき CESK L TEBE 
な 関係 を 有 し , 斑 化 作用 が 銚 床 生成 の 比較 
的 早期 の も の で あつ た 事 に 異論 は な い 。 
本 鉄 床 に 於 て は 第 4 図 に 見 られ る 如く , 
EE(GHPlL EL, 下 毅 二 つ の 粘 士 化 帯 に 囲ま れ 
て 存在 し , その 境界 は 攻 移 的 で , 母 岩 が 角 
硬 奨 灰 岩 で ある 場合 より も 砂岩 で あぁ る 場合 
に 坦 化 作 用 の 効果 が 著 る し い 。 CON EAE, 
福寿 両 鉄 体 に つい て 比較 する な ら ば ぱ ば , 前 者 
は 後者 に 比 し て その 理化 帯 の 範囲 は 広く 数 
倍 の 厚 さ に 達する が , 変質 程度 は 後者 の 方 
が 閉 る し い 。 こ の 事 は AERO LH 2 fos 
凝灰岩 内 に あり , 一 方 福寿 の それ が 砂岩 内 
に ある 事実 か ら 考 えて , 変質 程度 が 岩 相 の 
差異 に 左右 され た 事 を 予測 せしめ る 。 

どこ ごろ で ご の 玩 化 次 に 於 て は 展 々 よく 納 
状 ~ 脈 状 に 録 石 , 脈 石 が 発達 し , これ ら の 
脈 は 或 場 合 に は 重 唱 石 , GARUGAR MOREE 0, 或 場合 に は 鉄 石 を 含む 石英 
脈 で あぁ あつ た りす る 。 そ の 形状 に つい て 和 観察 する に , 或 は 直線 的 な 所 調 脈 で あぁ り , 或 は 不 規 
則 に 入り 乱れ て Had 原 岩 で あぁ る 角 春 凝灰岩 の 構造 を その 位 残 存 せ し め る 如き MAES 
し た りす る (WRDBE~HME) . 。 この 様 な 事実 か ら は 鉄 床 生成 の 比較 的 晩期 の 球 化 作用 の 
存在 が 立証 され る と 推測 する 事 が で きる 。 し か し この 事実 は 理化 帯 全 般 に つい て みれ ば そ 
の 一 部 を 占め る に すぎ ず , その 産 状 か ら も 明らか な 如く 一 般 に は , 石英 は 常に 鉱石 鉄 物 に 
より 交代 され て いる 事 が お 鏡 下 に 於 て も 和 観察 され , 石英 は 斑 化 鉄 生成 以前 に 生じ た も の で あ 
Do FEO CEMEVE FRE 比較 的 早期 の 広範 な る も の 及び 比較 的 晩期 の 小 規模 な る も の と 区 別 
し て 考え る の が 妥当 と 思わ れる 。 


118 OE GK GK OR FR aw 


粘土 化 作 用 : AROKPEICICT SHELMEVE IGM EE bi CHER BL GK 

OL FAROE E YEN CO SR BROW) CHSo 即ち Leet 

PAN SAGRMEORALB IC LED OIRBOM<( Bdn, “NAKA RAR e B 

雑 共生 し , EEQKER ICR CE OFFER AERIS 0 PRICK CL BERRB CE 

[CHSAAVE 7 BE FRVCHEAROMIRS BS SIC» PAS CHL FC GABOR EE ABS EE 

Berea, 遂に 完全 の 粘土 化 帯 に 移 化 し て いる (第 4, 5 図 )。 この 様 な 産 状 か らち は AG 

康 の 生成 前 後に 閣 土 化 作 用 が 行わ れ た 事 が 考え られ , CNG ORME MMIC SRC 

り , 本 鉄 床 の 成因 的 問題 に 関し て 多大 の 示唆 を 得る 事 が で きた 。 

PRG 化 帯 一 本 帯 に TAS 

第 5 図 BkIARS MSIE (断面 図 ) SRLS ewe BL 一 般 

KEE Me CHAZBRENY 

FIRRIKE CEbGEIK COB 

SS 質 程 度 が 顕著 で ある 。 一 方 野外 

ne に 於 て , SIORICE, 砂岩 等 が 

i" ベン トナ ィ イト, 酸性 白土 等 に 変 
化し て いる 状態 が 度々 見 られ , 

HANS Ch CORO 粘土 の 多 

WHS, 或 は 斑 化 鉱石 中 に 円 春 


の mane if 状 と な つて 残る 粘土 の 存在 等 か 
BN ey 

i ee 4 b EMD FUMRBE(GIR ANS 引 続 い 

Prt an 4 | た 六 士 化 作 用 が 想定 され る 。 し 

ZA 383% (49 62) : ata | 


か る に , CORLL CDS LARP 


hr | BC a sea 
"O ure RO EEA, PMC HRALREL 

@ wary て 脈 状 に 移り 変る 事実 , 或 は 時 

0 om と し て PARKERS 極め て 類似 の 

粘土 を 生じ て いる 事実 等 か ふら は 

比較 的 隆 期 の 産物 た る 事 を 予測 

And せしめ て いる 。 SNRMAMICH 
ol SS te ける 粘土 化 作用 も BOOMS AS 
NN える の が 妥当 と 思わ れ , AO 


大 部 分 を 占め る も の は BAO HG 
土 化 用 作 に 基づく も の で , MOR 
を な する の は 晩期 の それ に ょ る 
と 思わ れる 。 その KAR MO 
いて 言え ば BK 黄 鉄鉱 の 微 晶 を 
WEL, 加水 へ ロイ サイ トカ 
オリ ナイ ト , モン モリ ロナ イト , ハロ イサ イト , 緑 泥 石 , 絹 雲 母 , FAB, 方 解 石 等 を 合 
ん で いる 。 時 と し て 黄 鉄 鉄 よ り 転 じ た と 思わ れる 酸化 鉄 の 存在 を 見 る 場合 も あり , RHE 
か に 晩期 産物 た る 重 上 品 石 が 存在 する 場合 も ある 。 


Ct i A) 


le 


文 
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EEE HAE tit ——— ite SER SRR ICE LC EEGKAKO AM = ORI BAECS 


So Mb AHO LIRR CHO, これ が 重 品 石 , BIRO L ORAL OCH 


MOH ICE ES SDS, この 集合 体 は 石沢 に 於 て 薄く , 福寿 に 於 て 厚く 分 布 し て いる 。 ELT 
これ が 福寿 の 南方 に 至る と 益々 その 傾向 が 増大 され , BRK, 重 品 石 の 量 が 減少 し , KE 


の 量 が 増大 し , 同時 に 松 皮 粘 ヨ 


上 が 少く な り , FAA ERR GENCE L CRRA BE 
混在 する 様 に な る (同様 の 現象 が 石沢 伝 体 北端 に る も 観察 され る )。 そ の 結果 , 第 5 図 に 見 


られ る 如く , FERSMKO ed IA L Cu S TOGO POMBE 22 Ll, その 南北 に 略 々 対 
観察 する 事 が で きる 。 


称 的 に 変質 作用 , 鉱 化 作用 


が 及 ん で 行 つ た 過程 を よく 
以上 の 如き 産 状 か ら は 上 般 側 粘土 化 帯 の 粘土 化 作 
の で ある と 言う 結論 は 見 出だし 難く , 常に 録 体 を 包む 様 に 存在 


A CH SRK a ORS SK BEL TW SMO, H 


ある 事 が 推定 され る 。 
移 化 する 点 に 於 て 時 と 


L CHE 及び REO RSA RS 


La LF 6, 粉 状 鉄 石 と 密 雑 共生 す 


用 中 特に 松 皮 粘 士 が 鉱床 生成 前 の も 


し か る も 殆 ん どの 場合 原 
床 生成 と 同時 或 は 晩期 の 産物 で 
る 粘土 の 場合 SNMElcHic 


し”? 


HY, 且つ 常に 黄 鉄 鉄 の 微 品 を 含み , 下 盤 粘土 化 帯 に 於 
> 早期 の 粘 主 化 作 用 に 起因 せしめ る 必要 が 生じ る 。 そ れ 


LAGE 


用 が 観察 され る 結果 


と な り , 結 


fy» PREVI CIL-PREO HEE EE 


JBERAGE & LC 存在 する 事 が 
ける と 略 々 同種 の も の より な る 
BARE ICES T HH, 晩期 二 つ の 
dq, 上 盤 に 於 て 


は 晩期 の それ ( 松 皮 粘 士 ) で 夫々 代表 され る と 考え られ る 。 MRHLOM MEME L Tid 


= 
石 , 酸化 鉄 を 含む が , FOR 


vA 


細 は 後述 する 。 


5. th 4t fF 


鉄 体 は 大 体 上 盤 側 より , SRIRA 


HS, 理 鉄 帯 の 順に 略 々 
すず , 導 移 的 推移 と みなし, 


NS 及び で モリ 


用 


Rghi, 粉 状 黄 鉄 帯 ( 或 は 粉 状 黒 銚 帯 ), 
BRICRHEBIER LTS, これ ら の 分 類 も 明瞭 な 境界 を 有る も 
つ そ の 厚 さ る も 不定 で 稀 に その 一 部 を 欠く 


より な り , これ に 少量 の 重 卓 


AAS 
場合 


SHSo RIF GK 


Wi SoRRARBEEL, BRICK TL Cu, SERICH TH Zn が 夫々 優勢 で あり , 


且つ Zn (SHREK HC, 


Cu は 粉 状 黄 鉄 帯 


の が 一 般 的 傾向 と 言え る (第 6 図 )。 


第 6 図 


に 近接 せる 乾 鉄 帯 に 於 て 夫々 高 品 位 を 示す 


PSEA BD 距離 に よる Zn, Cu 品位 の 


変化 (OML, 5 番 塊 ) 
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ee GK MD GK OR A 


Mal: 松 皮 粘 士 
Ba 2 fat 
Mb: Sura 
Lp : ee B Gk 


het | 


場合 , 比較 的 隊 


Ba + 各種 鉄 帯 中 最も 広範 
な 分 布 を 示し , Cu 品位 も 高く , 
極め て 重要 な 部 分 を な し て いる >。 
FAR CH AEH LO 関係 は 勿 
PUTIN CH 0, Me Bloc 
MW RER~ TR OBA CLE 1, 
ZH LAI DION TEO 
脈 市 を 増し (10~20 He), 品位 
を 高め る と 共に Hea HO 
CHL, FAIS EEG - KO 
bret SED EEC Gtr FEE 
し て いる 。 CDESHIL 福寿 に 
於 て は 10 KAM, 義 沢 に 於 て 
は 30~40 米 前 後 の 厚 さ に 達し , 
EEL CARRE A RICE L, 
一 部 PSA Eaathe 示す 。 こ 
の 他 黄 鉄 鉄 も 多量 に 見 られ る が , 
これ ら 鉄 石 鉱物 は いづ れる も 石英 
を 交代 する 如く 存在 し て いる 
(第 7 図 , B, C)。 

BM > 更に 東鉄 体 を すぎ た 
鉱 液 は BEBO 化学 的 条件 の 差異 
と 相 俊 つて HELM BAL 
共に PQA, 黄銅 鉄 , 黄 鉄鉱 
等 を VO Lares, Beast 
期 変質 作用 を うけ な だ BR. FEE 
作用 を うけ ず に 残 つ た CELE 
は この 釣 化 作用 に より 一 部 eI 
し , か くし て 現存 の 如き HSH 
が 形成 され た と 思わ れる 。 この 


RGA GAS VC DEM L 7 TAS BIR ARG E 72, 黄銅 鉄 及び 黄 鉄 鉄 を 多量 に 


ney L 72 tO BREE ZO7zD I CHSM, CNULOROMBORMACSBRHO?- 


MEBAHNS 


ここ で RRS SHENG 7 図 , A KRANSREMRBOROFRETCHS. これ は 黒 
GK BAO HOIRIC 1 へ 5 POMS FYROM 


区 成 さ れ て いる も の で , BGKMMIELL 


CAMA, Bink), これ に 少量 の 黄銅 鉄 , 黄 鉄 鉄 を 加え , WHEkEMraeL LT 


Bish, TEGO, 重 唱 石 よ りな り , これ に 少 


ORME SA CuSo MHL UCHR 


Fy HEME BLT SMOMD OFET ZS. CORRABAICM LTD CBE OEE 


EFC GRE OBIR Cd: > SAMES Ze LIEW Dd», BULGED ME LC ABYEIRE L 72 B 
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Ag 


(A) #Re (B) SRRRSE 


(C) BOR VN 


(E) sk (F) 
Ba: H&G Q: BK Cl: Fitekh O: SkAgtM 


で の あぁ る か , いづ れ か と 推測 され る が , 黒鉄 式 鉄 床 に 於 ける 様 な 場合 , その 生成 条件 が 必 
ず 低 温 に 違い な いと すれ ば , これ ら 鉄 物 間 に 共 品 関係 を 期待 する 事 は 到底 不可 能 で あり , 
寧ろ 後者 の 場合 を 予測 せ ざ る を 得 な い 結 果 と な る 。 LPL DOME AOER, 即ち 温 


BE, 圧力 , 化学 成分 等 か ら 必 然 的 に 帰結 さる べき 仮 液 自体 の 性 質 に 未だ BS OREM BD 


ity 
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り , その 生成 機構 に 対す る 決定 的 解釈 は 簡単 に は 下 し 得 な い 。 


塊状 黒 鉱 帯 : 


最後 に 粉 録 帯 の 上 毅 に 隊 亜 錠 録 , 


重 品 石 より な る 塊状 黒 讐 帯 が 形成 され 


た が , CIIYDROAWHR, HHS, 黄 鉄 録 等 が 含ま れ て いる 外 , BWeagk, freibergite 
等 も 存在 し , 上 毅 に 向う に つれ て その 量 を 増大 し て いる 。 そ し て 鉱石 成分 を 品 出 し 尽 し た 


残 液 に より , ROC HA, Fa 
合 , 重 品 石 は 属 々 塊状 黒鉄 及び 松 皮 粘土 と 不 規則 な 
云々 出 き な い 農 存 状 態 を 示し て いる 


Lr 


HIM 鉄 石 鉱物 の 共 


G : WiRaakin Ga : 
Ilo 8 leienorerqeniys — CDN: 
Py : agkor Cv 
Sp : PAaRGAeK Te : 
Bo : 斑 鉛 鉱 


E 関係 


LSD (FABER 


x 500 


上 ) DHBLEADE Boh, この 場 
BRE OOTAMA, その 品 出 前 後 を 
場合 も あぁ る を (第 7 図 , A)。 


6. 鉱物 の 共生 関係 

石英 一 鉱石 鉱物 : 右 英 は 一 
般 に 二 次 的 粒状 構造 を 示し , EE 
鉱 帯 に HAV SAR ASKS 殆 ん ど 
すべ て 石英 より な る 。 BAM 
は この BRRAAD TBR & CEE 
L, SOBEL TOS, 
時 と し て 明らか に い に 後期 の 石英 細 
脈 を も 宛 在 せしめ て いる (第 8 
&, E, F). 

重 唱 石 一 一 鉱石 鉱物 : BS 
DAoC 於 ける 脈 右 と し て は Fe 
ん ど が 重 上 品 石 に より 占め られ て 
いる 。 鏡 下 に 於 て , BRAOR 
方 形 結晶 は 時 と し て SKA SKE 
Hen, オセ ヒ チ ツク 構造 の 様相 
REL, 或 は MASH ee 
代 す る か の 如く 存在 し , COB 
者 は 相 前 後 し て 品 出 され た 疑い 
が 強い (第 3 図 , A, B, © 〇 。 

石英 一 一 重 唱 石 : 石英 及び 重 
aad 斑 鉱 帯 , 粉 鉄 帯 に 夫々 分 
離し て 存在 し , この 両者 が 同一 
鏡 下 に 観察 され る 例 は BH TH 
Wo 第 8 図 , D は その 一 例 で 
HOM, 重 品 石 は 明らか に 石英 
後 の 産物 で ある 。 

黄 鉄 鉱 一 一 黄銅 鉄 : BPI 
大 低 料 状 集合 体 』 な つて 脈 石 中 
に 存在 し , 或 は 黄銅 鉄 , 関 亜 鉛 
GK PV P/N ALE LTC SENS 


(第 9 図 , D, E, F)o ORM b RISK, PEORIA SBA, 或 は これ ら と 同 
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上 時 生成 の 場合 と 両者 が 考え られ る 。 

SASK — PAM IAG > この 両者 の 
関係 は 可 成 り 複 雑 な 様相 を 時 し , BY 
TESA ORBOAE LED, こ 
れ が 黄 鋼 鉱 に より 交代 され た と 思わ 
れる 場合 SULA CAA 
細 和 粒状 黄 鉛 鉄 が が 点 在 し ( 逆 の 場合 も 
存在 する ) , 固 落 体 の 離 落 現象 を 暗示 
する もの, 或 は 両者 が 不 規則 に 入り 
乱れ て 存在 する 場合 等 が あり , その 
生成 順序 を 云々 する 事 は 到 春 不可 能 
の 様 に 思わ れる (第 9 図 , ABC). 

RORAGK - Fy e\SkK—— TASASK - PQ GE 
PGK > これ ら 四 者 は その 産 状 か ら 見 
て 略 々 同時 期 に 上 品 出 し た と 思わ れる 
が , PAPAS, APAGILSAD _LAR HI 
の みい に 存在 する 傾向 を 有 し , FHI 
VR CREE RRR, 隊 亜 鈴 鉄 を 品 
出し た 鉄 液 が Pb, As, Sb 等 を 濃 
縮 じ た 結果 生じ た も の と ど 推 害さ れる (第 9 図 , C, VD, E), 

DEGAGL-—TAvAGK - PYAR GR : 殆 鋼 鉱 の 存在 は 極め て 和 区 で ある が , 常に 黄銅 鉄 , 関 亜 
色 鉄 と 密接 に 共生 し て いる (第 9 図 , F)。 但し 離 光 の 産物 で ある か , 或 は その 後 の 黄 鉄 
Gk, 黄銅 鍼 の 再 反 応 の 結果 で ある か は 明らか で な い 。 

freibergite 一 一 黄銅 鉱 : freibergite は 常に 黄銅 伝 中 に 微 上 品 と し て 見 られ る が , WE 
く 黄 鋼 鉱 と 固 深 体 を な し て いた も の と 思わ れる (HI, E)o 

以上 の 諸事 実 並び に 産 状 を 線 合 し た 結果 は 第 10 図 , A, B に 示さ れる 。 

7.5 # FD Ht tf 

SLATE ARIK BRD SICKO, 深度 に より どの 様 な 消長 を 示し て いる か , 或 は 鉱 液 の 
化学 的 性 損 と 如何 に 関連 し て いる か を 知る 荻 , 鉄 体 並び に 鍼 床 附近 の 母 岩 に 対し 分 光 分 析 
を 試み た 。 こ れ は 先 に も 述べ た 如く 或 程 度 規則 正しく 層 序 を な し た 鉄 体 に つい て , その 上 
AB W-FARSE, 更に GERD LA k VFI, NAPE ALO 系 統 的 に 試料 を 撰 択 
し , 分 析 を 行 つ た も の で ある 。 そ の 結果 を 第 2 表 に 示す 。 第 2 表 を 通 覧 する に , 各 元 素 の 
分 布 消 長 は 可 成 り 明 確 な 傾向 を 有 し , 概括 し て 次 の 如く 分 類する 事 が 出 き る 。 

a) 欲 体 より 上 部 に 達し て いな い 成 分 (As, Ba, Co, Cr, Ge, In, Ir, Mo, Ni, Sn) 

b) ABICHOTHAHT SA, 鉄 体 に よく 集中 し て いる 成分 (Ag, Cu, Pb, Zn, Sb) 

c) 人 鉄 体 に の み 集 中 する 成分 (eri : Be, In, Ir), ( 粉 鉱 帯 : Ba, Ge), (HSK - 
gegre : Ag, As, Bi, Cr), (粘土 ・ 石 英 に 伴う る も る の: Au) 

d) APNCHOTHET SOMACRE LC Sais (Mn, Al, Mg, Si,) 

即 も 母 岩 の 変質 に 関連 し て a) の 成分 が 下部 より 由来 され , 鉄 化 作用 に 伴 つ て b) 及び 
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No. 4% 4 |Ag AllAslAulBalBe| Bi Ca|Co| Ccr| culGelIm 
Sie aN = + | dit we +e 
2 | 流 紋 岩 質 北 灰 岩 tt ? + 
3 次 7 (sé 4G) +e | dit トト + 
4 nw (KiB) | + | il + 4b 
5 FUERA (7 ) H Alt ae ae 
6} t(#e) [xia] | 2 7 
7 ” 白色 2 | a + | 4 
8 ” 灰色 4 + | We th 
9| &# & A 部 + | 4 4H ae 
10; & GK (HEIR) Hof te f+ 4 2 atl 
11 | 黄 CR ats este | ae t a 2 ae ee 
12 黒 $k + | | + Ea || Ye ik W 
13; 3 fF GK 部 エサ 9 Y ON CY 
14 ” a =f ? - ト + ? tl 
15 u ? | + ane 
16 PY we es Gk 部 +4 70 - it 2 
LO ER Gk EB 8 ee % ? 2 | # 
18 ” +t | + | 2 + 2 | 4t 
19 " mum Ih te m0 の | st 
20] ££ GK +] + | 4 Ge |e ? it 
21 o (鉱脈) | + | ae | + | 2 ? oa 
22 4 ( 岩 脈 Ze tH -+ 94 ? Ht 
23) it Je #4 & | +)? ae 2 | 4 
aay ee 4G ee a ae ee eS 2 | a 
2 ee 山 者 w| | 2 i 
2) & 武 = Ea na Pal a dc ? | 4 
27 | 砂 yee USS |) ay | Od | の te at 
28 | seeserammences | | | 2 | 2 2) | 
SOE | | 
[強度 ] No. 1~ 4 
ee ee ee No. 5.24 
EE No.25~29 
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表 
LilMg Mn Mo Ni| Pb Sb} Si| Sn{ V | Zn} Zr 
ee at + |? | 了 + | 2 元素 検出 線 (A) 
の 前 + |? | =| 9 9 Ag 3280.7 
? tt | | ee ei? Al 3092.7 
2? | w | ? 4 2 | a0 oe ays? As 2349.8 
Au 2427.9 
He | 二 +] +] fe] ae fe] + Ba 3071.6 
ae | 2 OR Bese SP ea naan ees | rete Hs? Be 3321.3 
w | 2 ; =f 3 4it akira lliese Bi 2897.9 
HH -+ a == ae] + [ +] te | + Ca 3403.6 
4h 4 | 4 ap 2 2 Co 3453.5 
a ele an 3 Cr 2843.2 
Cu 273.9 
4+ | O | a |] + 1? | ae | 4 Ge 3039.1 
4 ce We? Mier : | 
| + | 2 DN aie le"? In 3256.1 
+t + Hof + | ob oa f+ I { 2849.7 
: 3220.8 
お ? gm oa coer fy 3232.6 
+ +1 + |? + 
Mg 2852.1 
9 ee + | # | ? 4 Mn 2576.1 
ib +) ?} we] +] 2] +] + Mo 09 
tho] + +] #] +] 4 + | 4 Ni 3414.7 
| + + | 4 | mm | + my + | + Pb 2833.1 
上 | fe me | ゴイ の Sb 2877.9 
4H +] 9? | ah | + 所 | 十 Si 2881.6 
F122 | we | 2) ee | +e , 
L | Sn 3175.0 
Peery A ity |S Wace eta wpe as 
Ps — Zn 3345.0 
eaten S| oe ape | 9 | fie gl) “Cullis | z 3438.2 
ue a { 3392.0 
2 | ae | + Se ee ee a | トキ | チキ | ド 
Q2\ 4 | + 5 il |e tool ae cal |e 2 a I | 
2 | | 4 + + | th tr | + |? 
Lea. 


gf (No.5~8. BRI, No.9~13. EARIRE-E( bie, 
No. 14~22. $£gk#). 
下部 層 岩 石 
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C) の 講 成 分 が 斉 ら され た も の と 思わ れ , 結果 的 に d) の 成分 が 押し 出さ れ た も の と 推定 
する 事 が 出 き る 。 この 様 に 微量 成分 の 分 布 消 長 は 下部 より 上 部 に か け て 特性 ある 変化 を 
示し , 鉄 床 生成 の 各 時 期 に 於 ける 鉄 液 の 化学 的 性 質 を 或 程度 知る 端緒 と も る なり 得る 。 し か 
し 笠 ら 岩 相 に よる 差異 は 殆 ん ど み られ ず , 或 は 酸性 岩 , 基 性 岩 を 問わ ず , 鉱 化 作用 が 特定 
の 或 火 成 岩 に 関連 する と 言う 積極 的 証拠 も 見 だ し 難い 。 HOM 高温 性 鉱床 に 集中 する と 
SN TWAS (Sn, Cr, Ni, Cb, Pt, Pd, Mo, W &) th, Sn, Cr 等 は 可 成 y BARES 
ある が , Co, Ni, Mo 等 は 極 く 稀 に し か 見 られ ず , Pt. W 等 は 全く 存在 し な い 。 一 方 低 
温 性 の も の と され て いる 成分 で は , Cu, Ag, Pb, Zn 等 は 勿論 多量 に 分 布 す る が , Ba, 
As, Sb, 等 は さ 程 多く な く , Au, Ge, In 等 は 極め て 稀 で ある 。 従 つて 本 鉄 床 は これ ら 
諸 成 分 の 種類 か ら は 明らか に 低温 性 で ある と 言う 結論 を 導き 出す 事 は 出 き な いと 考え る 。 
8. 松 皮 粘土 に つい て 
次 に 本 鉄 床 に 独特 な 存在 
で ある 所 調 松 皮 粘土 に つい 
て 言及 する 。 こ の PB KEE 
\LEO_LAB % VED OBR 
岩 に よ つ て 限定 され , HR 
CA, FETRRICE & BLL, 
常に 鉱 体 を 包む が 如く これ 
に 直接 し て 略 々 層状 に 産出 
TOM, 時 と し て SANIZ 
脈 状 と な り , 或 は 一 部 鉄 体 
と 隔絶 し て 存在 する 事 も あ 
る 。 BS OYGR BROBE 
RK Aas DHX & EDR RAE 
せしめ て お り , Br AE 
XK UERESH, 力 の 方 向 に 


線 構造 を 示す 場合 も ある 。 
ーー oe ee 一 般 に HAD PANE T 
Mm: モン ソン モリ ロナ イト S: MEE hb: Sn 優勢 SURE, BELGE 
水 ハ ロイ サイ ト Py: WRG ba: BAG fF 5, 5~6 RK) CHO, HK 
a: AMG oc: AEE 喘 に 於 て 劣勢 (灰色 粘土 に 


REAL, BRGRGKE FES, 5 へ 6 
KE) と な る 。 そ の 色 と し て は 百 ~ 灰 へ ~ 青 ~ 緑 へ ~ 福 赤色 と 種々 雑多 に 存在 し , THB BG 
状 に 重り 合い , 或 は 一 方 の 色 か ら 他 方 へ と 攻 移 的 変化 を 示し て いる 。 

MERA > 色 に よる 鉄 物 成分 の 差異 は 認め られ ず , 絹 雲 三 及 び モ ン モ リロ ナイ ト を 
主 と す る も の , 加水 ハロ イサ イト 及び モン モリ ロナ イト を 主 と す る も の ・ ゝ 三種 類 准 存 在 し 
て いる (第 11 図 , A, B, D) 。 いづ れ の 場合 に も る 硫化 伏 物 は 存在 し な い が , 時 に 少量 の 
重 品 石 (550°, 650°C 附近 ) 及び 酸化 鉄 (350°C 附近 ) を 含む 事 が ある 。 

X- 線 に よる 解析 : CN DOME MS ICME DICT SR, 六 - 線 に よる 解析 を 行 つ 
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第 12 図 BRM tORTFRARSH 


(A) (ge@Fht) 芋 状 HORE ATA x 1600 
(B) (特色 粘土) ハロ イサ イト の 短 柱 状 集 合 x2500 
(C) CURA) HLL CMPOR, 鱗片 状 加 水 ハ ロイ サ 
イィ イト よ りな る x2500 (DRESSES 


た 。 そ の 結果 を 第 3 表 に 示す 。 こ れ に よれ ぼぼ A 及び B ( 松 皮 粘土 ) は 絹 圭 母 , 加水 ハロ 
イィ サイ ト 及 び 加 水 ハ ロイ サイ ト , モン モリ ナイ ト に 夫々 同定 され る 。 C は 灰色 粘土 で 加 
水 ハ ロイ サイ ト を 主 と し , モン モリ ナイ ト , 緑 泥 石 等 も 存在 する も の ・* 様 で ある 。 な お 第 
11, 12 &, A, B, C 及び 第 3 表 A, B, C は 夫々 同一 試料 で ある 。 

化学 組成 : 第 4 表 は 松 皮 粘土 を 伝 体 近 接 部 より 表土 迄 分 析 し た 結果 で ある 。 中心 部 に 
HEL CHEMIE K,0 が 多く な り , カリ 化 作 用 が 認め られ , 白色 部 が 主として 加水 ハ 
ロイ サイ ト よ り , 赤色 部 が 主 と a り の り 夫々 な っ つっ で いる 事実 人 三 致 じじ てい る 。 LR 
Fe。0。, MgO が 多く , Al2。0。 が 少く な り , PH BAL, SRA Ow LY ACRE 
度 を 減じ て 行 つ た 事 が 示さ れ て いる 。 

以上 の 如く 松 皮 粘土 は 主として 絹 圭 母 , 加水 ハロ イサ イト , モン モリ ロナ イト 等 より 構 
成 さ れ て いる が , これ ら は 一 般 に 原 岩 で あぁ る 暗 紫 色 角 秦 北 灰 岩 の 色 と 非 常に 酷似 し , HO 
原 岩 の 構造 を 展 々 よく 残存 せしめ て いる 点 , PERIL A CER OR OE CLAM 
に より , 物質 を 下部 より あま り 供 給 さ れる 事 な く 結晶 の 再 配列 を 行 つ た 結果 と 推定 され 
Bo そし て これ が 鉄 床 末端 に 於 て は 早期 粘 士 化 作 用 に より 脱色 され た 母 岩 の Fe 成分 が 
上 昇 S の 存在 に より 黄 鉄 鉄 を 生成 し た も の と 思わ れる 。 一 方 APOC HR CE S は 
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EY @ =e 
a SRE Nha a ea i ee se 
A, (aga) B ( 百 色 ) C UR 色 ) 

d I d it d I 
1283 10 7.28 100 14.43 50 
4.52 10 4.46 60 10.15 20 
4.26 25 3.62 65 7.18 100 
3.71 5 3.59 70 4.76 65 
3.46 5 2.57 35 4.48 20 
3.35 100 1.488 15 AG) 35 
2.57 5 3.56 75 
2.46 10(b) 3.35 90 
2.28 5 | 3.16 15 
2.24 5 3.14 | 15 

DIS 5 2.85 20(b) 
1.984 | 5 OMT | 80 

1.819 | 10 2.56 | 15(b) 
1.673 | 5 | DEAD | 55 
1.543 10 2.39 20 
1.382 5 2.21 | 35 
1.375 10 2.01 | 20 
1.373 10 1.916 30 
1.638 65 
1.565 20 
| 1.485 20 


身 7 導 百人 ポー 
SiO, 44.78 | 44.31 50.67 | 43.74 59.62 
Al,Og 34.56 34.74 24.42 | 28.65 17.39 
Fe,O, 1.61 1.01 6.79 5.45 6.43 
MgO 1.03 0.82 1.39 1-72 2.86 
CaO 0.49 0.63 0.97 0.81 1.08 
Na,O 0.94 1.27 2.81 0.66 0.99 
K,O O.20 3 = 0.68 0.24 1.18 
H,O(+) 10.56 | 10.51 7.09 9.22 4.99 
RO es) 6.31 | 7.07 5.31 8.97 5.83 
total 100.48 | 100.35 100.13 | 99.46 | 100.27 
pH. 6.7 | 6.6 6.8 | MW New eos 
| | 


鉄 体 近 接 部 << = 


Ba と 共に 重 品 石 の 品 出 に 費やさ れ , これ に 相 伴 つて MEHLOEBRA 行わ れ た も の で 
あろ う 。 か くし て 副 酸性 ~ 中 性 の 条件 下 で 加水 ハロ イサ イト , モン モリ ロナ イト が 形成 さ 
れ , これ が 外 方 に 向う に つれ て 中 性 ~ 弱 アル カリ 性 と な り , 絹 圭 母 , モン モリ ナイ ィ イト 等 を 
a DE RDNA. 


9. #8 括 
1) 鉄 床 附近 一 帯 , 特に 現 球 化 帯 附近 で 東 化 作用 が 顕著 に 行わ れ た 。 COREL 
* 吉 野 鉱業 所 探査 課 資 料 
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1. EILEhOMA, BRUSH, BAA, 石英 等 の 細 脈 の 形成 。 

212. 脈 が 生長 し , BIC AMOR. 

AG) 3. PRISEPRERTE ESA, ARM GAG LIL 

| 4. 脈 は 次 第 に 拡がり , — RUBIRGKE hic GRIER EE LOBES % Ohm HUE 
By. 

ye (5: PUOBMAV ANCHE BROKE HCO REL EYED 

年 | 6. KEERSARFENC ED RPRIRL (GL BYRGKIAREE L THREE AT 

AG) 7. WE SBA YIRGRTS LU HE GRID MEIER PK EEF 6 

i | 8. paRRQASKRURELGIMEL. 塊状 と な る 。 


り 変 質 程 度 も 異な り , PRR CLE (KE, DE Cs. 高度 に 東 化 され た と 
思わ れる 。 伺 し ここ で は 晩期 の 鉱 化 作 用 に 伴う 石英 の 上 品 出 る も 共に 影 絡 を 与え て いる 。 

(2 更 化 作用 に 続い て 鉄 化 作用 と 密接 な 訟 り を 持つ 粘土 化 作 用 が 下方 より 始ま り , 先 
に 行わ れ た 東 化 作用 の 位置 に よる 程度 の 差異 , 岩 想 の 相違 に より , BED PALO 
形成 され , 一 部 は 圭 化 帯 を 通過 し て 上 毅 に 迄 及 ん で 行 つ た と 思わ れる 。 

3) FEAAGPE ANIC REV CPR LAL, 先 の 変質 作用 に より 略 々 規定 され た 位置 に 撰 
FRONT I NEGRIL, 上 毅 側 に 進む に つれ て 東鉄 WOK, MIRO, BAe eam 
源 せ し め て 行 つ た と 思わ れる 。 こ の 鈴 化 作用 の 変 居 過程 を 示せ は 第 13 図 の 通り で ある 。 

4) 上記 鉄 化 作用 に 於 て 鉄 石 , 重 品 石 を 略 々 洗 厳し 尽 し た 残 液 に より 松 皮 粘 士 が 生成 さ 
れ な た 。 そし て これ ら 一 連 の 鉄 化 作用 は すべ て 流 紋 岩 質 衣 灰 岩 に より 限界 を 示し た も の と 推 
定 さ れる 。 


10. # 穴 
本 鉄 床 に 於 ける 変質 作用 並び に SPEC Rave pan “solution” は 地下 深 所 に 於 
て 寧ろ 酸性 で あつ た も の と 推定 され る 。 所 で この 様 な 鉱床 を 生成 する 場合 その “solu- 
tion” は 特定 の 金属 元素 その 他 を 除け ば 物質 が 地下 深 所 より 由来 され た も の と 考え る 必 
要 は な く , これ ら 一 連 の 鉱 化 作 用 に 於 て “solution” UHEPORDAOWM, 移動 ) 濃 
集 な ど を 行う 深 媒 の 役目 を な し た に すぎ な いと 考え る 事 が で きる 。 即ち 地下 深 所 より 由 
来 さ れ た ““solution” が 比較 的 深部 の 母 岩 の SiO, FMM LINE LMS Liki 
果 鞭 化 作 用 が 助長 され た と 考え る 事 が で き , この 場合 若 し “solution” が 酸性 で あぁ つた 
と すれ ば SiO, WMP ANTBA 析出 する 結果 と な り , RRKEAMLA “solution” 
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ボ が 酸性 で あぁ つた 事 と 矛盾 する 事 に な る が , LP LFS “solution” BEAR, 高圧 で 
あり さえ すれ ば ぼ ば そ の pH 如何 に 拘ら ず 可 成り の SiO, が 沙 か され る 事 が Morey, Hes- 
selgesser) に よ つ て る も 明らか に され て いる 所 で あり , これ が 上 和 昇 し 温度 の 低下 に 伴 つ て 
周囲 に SiO。 を 添加 し た も の と 考 えて 差 支 えな い 事 に な る 。 そし て 同時 に 母 岩 に 信 ま れ 
る SiO。 以外 の 諸 成 分 を 溶脱 し , SiO。 の み を その 場 に 残存 すし め , SHE CHE ® VAR 
し 易 い 構 造 を 形成 し た も の と 考え る 事 が で きる 。 

一 方 地下 深 所 に 於 て 高温 酸性 で あつ た “solution” は 上 昇 と 共に 温度 が 低下 し (pH I が 
増 太 する) , WAC L ROCRMOFALG MER LD, その 結果 “‘solution” 
自身 の 硫酸 の 濃度 を 高め る に 至り , BRC BOT REE SiO, WHO Me Mabie 
OR, SIGUE L, 重 品 石 を る 沈 涯 せしめ て 行 つ た 。 そ し て 同時 に 外 方 に 
向 つ て 酸性 度 を 低下 し つ ・ ゝ 松 皮 粘 土 を 形成 し て 行 つ た も の と 思わ れる 。 

REEL CKO ARMA Ea DRT Sic, Stringham? に よれ ば カオ リナ イト, PAB 
VAESORME, FBR, RUBBISH CHE CY €0aF 4 PIT AD VECH 
り , カオ リナ イト ーー モン モリ ロナ イィ イト の 共生 関係 を pH の み に て 解釈 する 事 は 多少 の 
危険 を 感 ゼ し め る が , し か し 邊 らら 酸性 と 言い アル カリ 性 と 言う る 決し て 明確 な も の で は な 
{> 従 つ て Stringham の 報告 も 概略 の 傾向 を 示し た に すぎ な いと 思わ れ , し か る も 現実 
RTCINERMOKFILEAWHORM CHA Y, 或 は Roy, Osborn) Of Riz ko 
THAAVF A P-!V|EV AP PBREHMLE UCKE LUC SBS RAN THOS 
に 厳密 な PH 値 を 云々 する 事 は 当 を 得 て い な いも の と 考え ざる を 得 な い 。 

次 に 問題 と な る の は 本 鉄 床 の 如 き 黒 鉄 式 鉄 床 が 他 の 浅 成 低温 型 の それ と 異な り , 層状 
の 広範 な 分 布 を 示す 事 で ある 。 こ の 様 な 形態 に つい て 言え ば 先 づ 地質 構造 の 問題 は さて 
BS, 最も 大 き な 要 因 と な る も の は “solution” の 物理 化学 的 性 質 と 思わ れる 。 即 も 鉄 
脈 型 の て の で あぁ つた 場合 その “solution’ は 液 ~ 爵 状 と 考え て 差 支え な い 様 に 思わ れ 
BM, AGROIMS D> STBROAAMUCES L CRO BRE SA S MLD MY REBHE Bd 
れ , 更に 高い エネ ルギー 状態 に ある ガス 状 の それ を 想定 せ す ざ る を 得 な い 。 そ の 反応 機構 も 
勿論 イオ ン 置 換 に 基づく も の で ある 。 所 で 一 方 此 の 種 の 鉄 床 が 低温 で ぁ る と すれ ば ガス 
RE) SIR~BOR を 想定 する の が 妥当 の 様 に 思わ れる が , LAH LES KGLZO ““solu= 
tion” が 揮発 性 物質 を 多量 に 含む 場合 に は 可 成 り 低温 に な つて も ガス 状 の それ が 安定 相 と 
LCE LE SE CH, COMIC HK TILDE BAD HEA EE BED 
bY KEELER SD SWOLBALNSo それ に し て も か ・ ゝ る 形態 に 対し て あま り 低 
温 性 を 考え る 事 は 妥当 性 を 欠く 様 に 思わ れ , これ 犯 減 成 低温 性 の 鉱床 が を せいぜい 100°L 
150°C 位 に 考え られ て き て いる わけ で ある が , 黒鉄 式 鉄 床 で は も つと 高温 度 を 療 え る べ 
き で ある と 推論 され る 。 そし て この 事 は 分 光 分 析 の 結果 か ら る も 或 程 度 の 可能 性 を も つて 
予測 され 得る 事柄 で ある 。 し か し 自ら ONS ORME COUT 簡単 に 結論 を 下す 事 は 早 
計 で あり 更に 今後 共 充 分 な 吟味 が 必要 と され る で あろ 3。 


1) Morrey, G. W. and Hesselgesser, J.M. : Econ. Geol., 46, 821~ 
835, 1951. 


2) Stringham, B.: Econ. Geol., 47, 661~664, 1952. 
3) Roy, R. and Osborn, E.F.: Amer. Min., 39, 11~12, 1954. 
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ENUVYRENAY KFT R@ DTA BhelcOVT * 


Differential thermal diagrams of bentonite 
treated with piperidine 


本 多 Di| 郎 (Sakur6 Honda)** 


Abstract : Six bentonites selected on the basis of swelling capacity 
were treated with piperidine. As the result of differential thermal data, 
the swelling bentonites give an exothermic peak at about 600°C, whereas 


non-swelling bentonites at about 800°C. 


aes: ir tee a 

FEL LWA DOWEL 多岐 多様 の 性 質 を も つて いて 他 の Mimaki BA SNH 
いよ うな いく つか の 性 質 が あぁ る 。 その 中 の 一 つ に 有機 試薬 と 粘 士 鉱物 と の 結合 の 問題 が あ 
る 。 この 方 面 の 問題 は 土壌 学 と 密接 な 関係 を も ゃ も つも の で 主として 土壌 中 の 粘土 録 物 を 取扱 
う 人 々 に よ つ て 多く の 研究 が な され て いる が , その うち モン モリ ロナ イト 又は イラ イト と 
有機 試薬 ピ ペ ミリ ジン と の 結合 の 問題 は ピ ペ リ ジン 処理 粘 士 の 示 差 熱 分 析 (DTA) 曲線 を 
中 心 に そし て 論議 が 行わ れ て いる DP の 3。 こ と に この 問題 は 粘 士 中 に 混入 する 少量 の モン モ 
リロ ナイ ト 叉 は イラ イト の 検出 に る 役立つ の で , その 方 面 か ら る も 注目 され て いる 。 本 邦 で 
も 人 須藤 俊男 に よ つ て この 方 法 が 紹介 や され て か ら 多 物 関係 者 に 広く 行わ れる よう に な つ 
た 5)。 筆 者 も すでに いく つか の 粘土 に つい て ピ ペ リ ジン 処理 物 の DTA を 行 つ た が 9 の, 所 
調 ベ ミン トナ イト と いわ れ て いる も の に つい て 興味 ある 結果 を 得 た の で こ ゝ に 報告 する 。 
SY EFA MAT CCE MENTHSERIEYEV OFT DREMEL, Chie 
PIREERR 2 24h Se ENIIBU COAL EOHSHECHAOTC, 通常 水 の 中 に 入れ る と 
自然 に 多量 の 水分 を 吸収 し て 膨潤 (swell) し , つい に は 崩 壊し 適当 量 の 水分 と 混 じ て こ 
TZ LHREERT DO DCHSo し か る に 世間 で ベン トナ イト と 呼ば れ て いる も の で も よく さく 
BELLA BEL AVA, また は 少し し か 膨 洒 し な いも の が ある の 。 そ を そこで 人 に ょ よ つ 
て は 膨潤 性 の 細 い この 種 粘土 を 酸性 白 士 と 称し , 脱 澤 性 の 強い もの を ペン トナ イト と いう 


* 昭和 34 年 1 月 , 日 本 地質 学会 東北 支部 秋田 部 会 総会 に て 一 部 講演 

** 秋田 大 学 鉱 山 学部 地下 人 資 源 開 発 研究 所 

1) Allaway, W.H.: Proc. Soil Sci. Soc. Am., 13, 183~188, 1948. 
2) Carthew, A. R.: Soil Sci., 80, 337~347, 1955. 

3) Byrne, P.J.S.: Clay and clay minerals, 241~253, 1953. 

4) 須藤 俊男 : HASH, 131~132, 1953. 

5) RiIGpeEME : 地質 , 64, 754, 1958. 

6) ABER: 秋田 大 鉱山 学部 地 研 報告 , 14, 23~28, 1955. 

7) ASWMG : 秋田 大 鉄山 学部 地 研 報告 19, 1~10, 1958. 
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べき で ある と いう 意見 も あぁ る D。 普通 は 膨潤 性 の みな で な く 他 の 性 質 も 比較 し て ペン トナ イ 

ト ・ 酸 性 白土 を 区 別して いる 。 こ ゝ で は この よう な 論議 は さて お き , モン モリ ロナ イト を 
主 成分 と する 粘土 を ベン トナ イト と し , その うち BBEORV LOL 膨潤 ベン トナ イト 
(swelling bentonite), [YBPEDRGV.Y DO & FERN v b+4 b (non-swelling ben- 
tonite) と 呼ぶ こと に する 。 そう する と この 両者 で ビ ペ リジン 処理 物 の DTA 曲線 が 明 
PRICES DEDHAM UL Ko 


2 % Bo fe 
取扱 つた 試料 は つぎ の 6 種類 で , この うち 1, 2,3 が 周 澤 ベン トナ イト , 4, 5, 6 が 
非 膨 潮 ベン トナ イト で ある 。 


1. 群馬 県 礁 永 郡 松井 田 産 2. 秋田 県 北 秋 田 郡 前 山 産 
3. fBftTi ze A. ®KAR E EAD AAR) QRARBE 
5. 秋田 県 北 秋 田 郡 早 口 産 6. 秋田 県 北 秋田 郡 沢口 産 


この うち 1 は 市 販 さ れ て いる 製品 で ある が 他 は いづ れる も 原 土 の ま まで あぁ ある 。 い づれ る も 
窒 温 で 乾燥 し た も の を メノウ 乳鉢 で で きる だ け 細 粉 に し た も の を 用 いた 。 ビ ペ リジン 処 
理 の 方 法 も 人 に よ ょ つて 異 る よう で ある が こ ゝ CIARA BORN TSH ILO 
すなわち 粉末 試料 を 磁 製 ルッ ツボ に と り , これ に ビ ペ リジン 試薬 を 加え ガラ ス 棒 に て よく 混 
合 し , 10 分 間 程 放置 し 湯 浴 上 で 約 2 時 間 乾 燥 し , これ を デシ ケー ター 中 に 保存 し て 未開 
熱 分 析 に か けた 。 示 差 熱 分 析 は 常 法 ど お り 
で ある が と くに 試料 を サン プル ホル ダー に = oan 
つめ る 際 同 じ 条件 に な る よう に 注意 を 払 つ ry Sue | 2 Bh 
To 第 3 図 共 通 )。 

ま づ , これ ら の 試料 の 膨 兆 性 で ある が こ 
れ は Freundlich 及び その 共同 研究 者 の 装 
EB? に よっ つて 測定 し た 。 そ の 結果 は 第 1 図 
DtEBYCHOTRH 1, 2, 3 & 4, 5, 6 
が 全く ちがう 吸水 性 を も つこ と が 明らか で 
ある 。 すなわち 1, 2, 3 は 膨 獣 性 を 示し , 
4 5, 6 は 膨潤 性 を 示さ な い 。 

つぎ に 原 土 の DTA 曲線 は 第 2 図 の よう 
で いづ れ も る も モン モリ ロナ イト の 曲線 を 明 腔 
に 示 じ で て いる 0 た だ 試料 1 は 4809©⑥ 府 
WIC S vs HERA — 7 BH SMW これ は 少量 


(0°90) I193eM poqiosqe Jo 9UINTOA 


混入 する 不純 物 に よる の で ある ろう 。 LOM 
AD LAY 74 > & SEBS 60 120 180 240 300 360 420 480 540 
ナイ ト と で その DTA epic BASH 75 38 BLL Time (minutes) 


1) 内 田 宗 義 : WY, 1946. 

2) 須藤 俊男 : 前 出 , 1953. 

3) Freundlich, H., Schmidt, O. and Lindau, G. : Kolloid-Beihefte, 
36, 43, 1932. 
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#28 Fo + O DTA hh & な い が し いて いう と 脱 
EH! Giz 700°C M E 
N ピー ク が 900°C の 
ENY-7EDNZOR 
WEA Ch BOIS 
型 で きき の 送 に な る で 
いる 。 ま た 一 般 的 に い 
つて 月 澤 型 の 方 が ピー 
ク の 振幅 が 大 きい 。 
AEGON Ae habiek 
料 の ピ ペ リ ジン 処理 物 
の DTA 曲線 は 第 3 
図 の DR ES 
ろ ん 実 験 条件 は で きる 


peste a UAE a he Ai. Oe on 0) 丈 同 一 に な る よう に 細 
心 の 注意 を 私 つて あ 


N ヨ ニー X3 


a 第 3 図 ビ ピ ペ リ ジン 処理 物 の DTA 曲線 
すでに 知ら れ て いる よ ーー 
512 RED DTA 曲 

線 に な か つた 発熱 セー 


7 (EX ピーク ) が 新 - 
し く 出 現し て いる の が a 
わか る 。 し か も 試料 し m 
2, 3 で は 大 体 600°C 2 
前 後 を 頂点 と する トロ Te a 
ィ デ 火山 状 の EX ¥ as 3 
ー ク が ある に 対し , B 

2 


we 4, 5, 6 で は 大 体 
800°C 附近 を 頂点 と 
GSxu=4 FKP 
DEX ピーク が 認め 


られ る 。 し か る も 各 試 料 wean rae 
は それ ぞ れ 非常 に 類似 


LRBOY—7 EARL hie adic 6 
I 


0 の うに 脱 

0 100 200 320 400 0 gang gost 10000 
TE! & SPITE & Cit aan icine 
明らか に 違 つ た 発熱 反 
応 の 形体 を 示し て いる 。 


な お , 参考 まで に 各 試 料 の 原 土 の X PPAR EH 1! 表 に 示す 。 


Bye 
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lo R 試料 の X Bw RK GH RM 
ede eee een tek EE ee 
2 3 4 5 6 
15.4 } 15.3 15.5 15.7 15.7 
9.02 9.02 9.02 
5.16 5.15 4.49 6.52 
4.49 4.48 4.07 4.48 4.48 
4.08 4.07 3.46 4.26 4.09 
3.35 3.74 3.22 4.05 3.48 
3.11 3.56 2.51 3.78 | 2.55 
2.52 3.12 2.04 3.25 2.50 
2.35 2.52 1.62 3.23 
1.699 1.777 1.49 3.14 
1.499 1.699 1.28 2.58 
1.384 1.499 | 2.52 
1.282 2.48 
2.02 1.50 
1.822 
1.498 
1.378 
網 面 間隔 (GA) の 値 の み 。 強度 (1) は 省略 。 各 試料 の 実験 装置 お よび 条 


件 は 同じ で な い 。 な お 試料 1 に つい て は 実験 を 行 つ て な い 。 


3. # 究 


ay 


以上 の ょ うに BBR bab eSERBN YP E CED ENVY Y MEMO D 
TA 曲線 が は つき り 違 うこ と が 判明 し た が その 理由 に つい て は 未だ つま びら か で な い 。 こ 
の 点 に つい て は 外 園 の 研究 者 開 D や 3 で も る も ピ ペ リ ジン 処理 後に 新た に 生じ た 発熱 反 座 の 原 
因 や , 発熱 反応 の 生ずる 温度 に つい て の 論 織 は 非常 に まち まち で あつ て 定説 と いう も の は 
な い 。 け だ し , これ は その 要因 と な る も の 一 た と えば 原 土 の 化学 組成 , 結晶 構造, 塩基 
置換 量 , コロ イド 化学 人 的 性 質 な どー 一 の 数 が 非常 そ 多 いか ら で あ ろう と 思わ れる 。 BAD 
場合 も 周 油 型 , 非 膨 光 型 の 両者 を 構成 する モン モリ ロナ イト の 本 質 に 差異 が あつ て ビ ペ リ 
ジン と の 落 媒 結合 の 仕方 すなわち 生じ た 落 媒 化合 物 の 熟 的 性 質 に 上 述 の よう な 差異 が 生 
じじ た も ゃ のど 思わ れる 

つぎ に 興味 の ある こと は ある 種 の ベン トナ イト で 上 に 述べ た 二 つ の 型 の 丁度 中 間 に あ 
た る 熟 ビ ピー ク を 示す も る の が ある こと で ある 。 す な わ ち 600°C PAL 750° 附近 の 三 つ い = 
EX ピー ク の み ら れ る も の が ある こと で ある 。 し か も この 試料 に は 産 状 か ら み て 元 来 非 
WAY bb CHOY OM 膨 澤 ペン トナ イト に 変化 し た こと を 暗示 させ る も の が 
あぁ つて 一 層 興 味 深い *。 

終り に あたり 日 頃 御 指導 御 援 助 を 頂い て いる 東京 教育 大 学 須 藤 俊 箇 教 授 , 同 大 学院 林 久 
KE お よび 本 研究 に 際 し いろ いろ 御 教 示 賜 つた 群馬 大 学 木崎 喜雄 助教 授 に 厚く 衡 礼 四 上 
げ る 次 第 で ある 。 


1) Allaway, W.H. 前 出 ) 1948. 2) Carthew, A. Ro 2 ait, 
1955. 3) Byre, Pe. So No 


* 秋田 県 河辺 郡 岩見 三 内 か ら 産 する ベン トナ イト に この 例 が ある 。 詳細 は 省略 す 
BRIONVY EFA PZOW TIARA WARE : 前 出 (1958) を 参照 せら れ た い 。 
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山形 県 大 滝 粗 粒 玄武 召 岩 床 の 岩 石 学 的 研究 * 


Petrology of the Otaki dolerite sills, Yamagata Prefecture 


青 木 謙一 郎 (Ken-ichiro Aoki) ** 


Abstract : The Otaki dolerite sills, Yamagata Prefecture intrude in 
the middle part of the Kusanagi formation (middle Miocene age). Con- 
tact effects of the intrusions on the sediments are very weak and are 
confined to the immediate contact zone. After the intrusion, the magma 
formed dolerite pegmatite and felsic patch (granophyre) by crystallization 
differentiation im situ. Trends of the differentiation of the Otaki dolerite 
magma accord with that of Palisade diabase, Tasmanian dolerites, Karroo 


dolerites, Dillsburg dolerite and Semi quartz dolerite sills. 


the AF 

LUPE RTE HHALFRO WHIZ OV CLE KC DLW DPRBFIDN TWH VM. = 
の 地域 に は , し ば し ば 粗 粒 玄武 岩 岩 床 が 認め られ , SOAMCOW CE FHORE®D が 
HS. BAL 1954 年 , 大 滝 粗 粒 玄 武 岩 岩 床 を 研究 する 機会 を 得 , 野外 調査 と 岩石 学 的 
研究 を 行い , 1958 年 , これ ら の 岩石 の 化学 分 析 を 行 つ た 。 そ の 結果 を ここ に 報告 する 。 

この 研究 を 行う に あたり 懇切 丁 鶴 な る 御 指導 , 御 助言 を 賜 つ た 石井 清彦 前 教授 , 河野 義 
礼 教 授 , 八木 健三 教授 , 千 藤 忠昌 助教 授 , meee, MAR ARMA, ARERR, 
MBER, 宇 留 野 勝 俊 民 , 谷田 勝俊 氏 に 許 意 を 表す 。 双 アル カリ の 定量 を 行 つ て 下さ つ 
PRR CBRE NRO CALL EWS. RB, この 研究 に は 文部 省 科 学研 究 
BOB EEL To 


Dill 


2. £ 状 
山形 県 新庄 市 の 北部 , 最上 郡 真 室 川 町 大 滝 附近 一 帯 に は 凝灰岩 や 角 和 北 灰 岩 を 爽 む 硬質 
シル ト 岩層 が 発達 し , BRB LAA bh, その 時 代 は 中 部 中 新 志 と いわ れ て いる 。 こ の 
HOBOS v PHL SHON MK BARB AAL, その 赴 出 は 奥羽 本 線 大 滝 駅 一 整 に 認め 
られ る 。 

これ ら の BROBA ti 上 部 の も の か ら 10m, 90m, 30m で あつ て , 岩 床 と 接し て い 
る 上 下 両 地層 は 数 10 cm に わた つて 漂 自 され, KL 接触 部 の 数 cm は 鷹 の 作 用 に より 焼 


* 昭和 31 年 10 月 岩 鉱 学会 総会 に た 於 て 講演 

ie ACRES 

1) Kato, I. : Sci. Rep. Tohoku Univ., Ser. ITI, 5, 1~94, 1954~ 
1955 


2) 加藤 毅雄 ・ 阿 部 正実 : BGK, 40, 169~177, 1956; 41, 129~136, 1957. 
3) A Te: eH, 35, 11~15, 1951. 
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け , 硬化 し て いる が 熱 変成 鉄 物 は 認め られ な い 。 一 方 岩 床 は 接触 部 に 約 50cm の 急冷 玄 
武 岩 を 生成 し , 内 部 に ゆく に つれ て 次 第 に 粗 料 と な つて いる 。 岩 床 の 中 央 部 に は 卓 出 分 化 
の 進ん だ 時 期 に 絞り 出さ れ て 生じ た 多数 の segregation vein が 認め ちら れる 。 
3. segregation vein DEK 

岩 床 中 の 上 2 枚 の segregation vein は Walker の 分 類 わ に 従え ば すべ て patch と 
呼ば れる も の で あぁ あつ て, . その 厚 さ も る 薄く, その 全 厚 は 上 部 の も の 数 cm, 中 部 の も の は 
20cm に 過ぎ な い 。 し か し 最 下 部 の 岩 床 に は 多数 の segregation vein が 発達 し , 特に 
35cm と 17cm の schlieren の 長 さ は 30m を 超え て いる 。 その 他 の segregation 
vein の 長 さ は 数 mM, BXY 10cm WE CHS. れれ らら の segregation vein (aii 
武 岩 ス ペダ グマ タイ ト に よ つ て 構成 され て いる が , 厚 さ lom 以下 の も の は 粗 粒 玄 武 岩 ペグ 
VIR LUD Y ROMELRIOC TINY YT + YF (felsic patch) & FS: 
CEE 

最 下 部 岩 床 の segregation の 全 厚 は 石切 場 南 側 に 於 て 17 A, 約 90cm, BROHS 

の 3% を 占め て いる が , し か し この 岩 床 全体 に 対す る segregation vein の 割合 は 1% 
以下 で ある 。 


4. @ F CO 8 B 

CHOKE ARRIE, HEGIO TER, 組織 及び 化学 組成 か ら 急 冷 玄武 岩 , UAL 
ERE, 粗 粒 玄 武 岩 ベ ペグ マタ イト 及び フェ ル シ ツ ク ・ パ ツチ の 4 種 に 分 類する こと が 出来 
る 。 これ ら を 鏡 下 で 観察 し た 結果 を 簡単 に 記載 する 。 

i) 急冷 玄武 岩 : BEL UCHHONRA (25%) と 少量 の 普通 光石 (0.596) を 含 
ん で いる 。 MRAIL 2mm 前 後 の 短 杜 状 自 形 結 晶 で , し ば し ば RSERHEE BLU 
Bo FREES 外縁 部 に 於 て や ゝ BL TNTCRAMBEELCW4Z. 普通 輝石 は 長 
さ 0.6 mm OPERA CH Ao 系 帯 構 造 は あま り 認 め ら れ な い 。 

右 基 は 細 料 完 卓 質 で ある 。 EMAMMIARA, BUSHES, REGO, RYE, Bil 
RADIA, アノ ー ソ クレ ー ス , チタ ン 鉄 鉄 , FEE, VRIK CHS 
ii) 粗 粒 玄 武 岩 : ophitic texture を 示し , 構成 鉄 物 は 急冷 玄武 岩 と 同様 で ある が , 
FI -YI7V-Ali ze Micrographic intergrowth を な し MRTTIZPELT 

存在 し て いる 。 

基 斜 長石 は 斑 品 斜 長石 の 間隙 を 埋め る 短冊 状 結 晶 と し て 存在 し , 上 下 の 接 触 幕 か ら 中 
pine く な り 急冷 安武 岩 で は 平 控 の 長き は 0.15mm CHS, Be 
部 で は 0.4mm, 1mm に 達する も の も ある 。 昧 帯 構造 は 外縁 部 に 於 て 著 ee ee 
Bo Mit UTI UAT bs, HONARY), AVIV YSERADENS|M, MBELT 
いな いも の る も 多い 。 PARAL HERE ICA Cle 0.1 mm RE ha 
MCL 0.4mm, Fic Imm に 達する 。ophitic form FEL, Hire, ご く 副 
DA GECART DO ORD So WHHHELART BOWS VY, 中 心 部 か ら 外 縁 部 に 向 つ て 消 光 
$8 & HMMA ONS COTM Ko CYA VARA k YAS 0, 単独 結晶 BCS EE 
HBO la Oi rim S/EOCHET So UY AVIRAORD (, RAD 1096 以下 


1) Walker, B. 3 Am. Jour, Sciy 251) 941-60" 1953. 
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Table 2. Modal compositions of dolerites, dolerite pegmatites 
and felsic patches from Otaki dolerite sills. 


Dolerite Dolerite-pegmatite Felsic patch 


Sample number 481 | 482} 480| 504] 505} 508 | 813 | 513 503 


Plagioclase 56.1 | 54.6 | 60.7 | 40.8 | 33.2 | 35.1 | 32.4 | 46.5 | 36.4 
Damier Micro" 3 7/| 4.4| 7.8 142.8 | 18.9 | 22.2 | 21.7 |15.1| 26.4 
Clinopyroxene 18.6 | 20.6 | 15.3 | 17.1 | 20.4 | 17.7|19.2|16.8| 8.4 
Magnetite 5, Us| 4c82| 41001 SESS B.On] 7 CdS SOR0d Wa Beal 
Chloritic mineral | 16.3 | 15.1 | 11.6 | 18.8 | 19.5 | 16.3 | 20.3 | 11.1 22.6 
Apatite O2i}y 0.4 0.6> 4.4205) 0.81) Geta 10 pean wos 


Average leneth of | | 
plagioclase (mm) 0.2) 0.3) 0.4 lees | OGY | OZ OE4 0.5 


Max. length of 
plagioclase (mm) 0.6 | 0.7 LOR e2nGul 255 ee com) 26 OLS. eo 


Average length of | 
clinopyroxene (mm) 0.06: 105075) “Oc4s| AS05056" O65) 70.6 | OR 0.2 


Max. length of 
clinopyroxene (mm) 1.0} 2.7) 1.7) 2.3| 1.6) 1.5] 0.4 


Average size of 
magnetite (mm) 0.06) 0.09} 0.2) 0.4] 0.1} 0.1] 0.1] 0.08 0.03 


Max. size of 
magnetite (mm) 0.5 | 0.8) 0.2] 0.4] 0.4} 0.3) 0.2 


481; lm. below upper contact, 482; 1.5m. below upper contact, 
480; 18m. below upper contact, 504; 35cm. schliere, 505; 3cm. 
patch, 508; 17cm. schliere, 813; 8cm. schliere, 513. lcm. patch, 
503; lcm. patch. 


で ある 。 BRE BAT VIA MARR & MAE OM & RRRIAIBE & LCHD TU 
Do BEGAL ia iho Rina CO, ARAL MAE ¢ RCP KERE LY pseeBic 
くに つれ て 急速 に その 大 き さ を 増し て いる 。 

ili) 粗 粒 玄 武 岩 マグ マタ イト : 構成 鉄 物 は 粗 粒 玄 武 岩 と 同一 で ある が , 主 成分 鉱物 
Dit, 化学 組成 , 結 唱 の 大 き さ 及 び 組 織 に 著しい 相違 が 認め られ る 。 

ARALEL UCHRABE KL, RAPS 2.6mm に 達する が 平 摘 1.2mm で あ 
る 。 K& Aiiinls HANG L graphic intergrowth を な し て いる 。 累 帯 構造 は 外縁 部 に 
於 て 閉 し い 。 PARE Y A YEEAIX subophitic form を な し , c=- 軸 方向 に 装 
し く 伸 長 し , 時 々 維 曲 し て いる 。 鉄 普通 煙 石 一 鉄 ピ ジオ ン 協 石 は 個々 の 結晶 叉 は 前 者 か ら 
後者 へ 連続 的 或 は 不 連 続 的 に 累 帯 する 結晶 と し て 存在 する 。 鉄 普通 輝石 の (001) に 平行 
に , LILLIE Y 4 v HA OMM TH» exsolution lamellae が 認め られ , Meo FT 
V BGC } Bic AD exsolution lamellae WBWHENZo BELEN TTI AZ») 
(L% DEAS AS Ea CEL CH LC HEAL TW So REGROKIISROR, し ば 
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Table 3. Chemical compositions of chilled basalt and 
dolerite-pegmatites from Otaki dolerite sills. 


1 | if 2 3 4 5 
SiO, 50.22 54.4 53.80 55.24 57.12 59.04 
TiO, 1.10 iba} 1.57 1.36 1.26 1.26 
Al,Oz 18.88 | 14.9 13.11 12.93 13.27 12.88 
Fe,O, | 4.52 6.3 §.82 6.29 Testi 5.38 
FeO §.52 Dl 7.75 6.42 5.39 5.45 
MnO 0.12 OF 0.16 0.15 UY 0.16 
MgO 3.48 4.3 2.50 2.32 2.06 1.80 
CaO 8.60 6.3 6.23 5.26 4.91 4.72 
Na,O 2.67 3.2 3.46 3.62 3.73 3.54 
K,0 0.36 0.5 To 1.30 1.41 1.63 
H,O+ 1.67 — 1.00 £.27 1.10 1.04 
H,O— 2.50 == 2.74 2.46 2.28 2.12 
P,O; 0.10 0.1 | 0.38 0.69 0.59 0.57 
Total 99.74 SRO NE OO OO RS 100.42 99.59 
| 


Analyst : K. Aoki. Alkalies are determined by Ozawa. 


1. Chilled basalt, upper contact. 
1’. Calculated groundmass composition of chilled basalt. 
Dolerite pegmatite, 35cm. schliere (504). 

Dolerite pegmatite, 8cm. schliere (813). 

Dolerite pegmatite, 17cm. schliere (508). 

Dolerite pegmatite, 4cm. patch (507). 


Mo wt 


LiZMAptig & graphic intergrowth を な し て いる 。 

iv) フェ ル シ ッ ク ・ パ パッチ : 構成 鉄 物 は 粗 粒 玄 武 岩 ベ グマ タイ ト と 同様 で ある る % 
ophitic texture を 示さ ず , trachytic texture に 最も 近く , ARADO KAMA, 
schliere の 方 向 と ほ ぽ 平行 に 並ん で いる 。 結 品 の 大 き さ は 粗 粒 玄武 岩 ベ グ マタ イト よ り 
も る 小さく , 急冷 玄武 岩 に 近い 。 稚 長石 は 長 柱状 自 形 ~ 半 自 形 で あぁ つて 長 さ と 巾 の 此 の 平均 
は 10, Fic 30 に る 達し , ERS LCS. HR at REEK IE ~7F AG © ophitic 
form は 示し て いな い 。 磁 鉄 鉄 , BRRUBAT TIA PUSHER NT 4 >} Li 
様 で ある 。 

最 下 部 岩 床 の 急冷 去 , Heike, MAKRANATTI4bRO7 ze NVYY 7 - 

y ee een: Table 1 ¥z, €—F AER Tabie 2 iz, mye 
ERE LHW RER TTI 1 OM Me Table 3 に 示し た 。 
5 & Ht i f A 

夫 湾 灯 尊 玄武 岩 マグ マ の 石 基 組成 と 世界 各地 の ソレ ー ア イト 質 マ グマ の 化学 組成 と を 
oo: SiO,, total FeO RU Na,O が 多く , MgO RU CaO が 非常 に 少 

ヽ 。 こ れ は 本 源 マ グマ か ら 多 量 の 和 斜 長石 , MBA, aoe BITTE RU REGED ch H 
Eat, FUMED BHNCREL CWS CHSLBALNS 

ABOVL —-74 Mx 7x ALO, RU CaO に 富み , NaO と KK20 に 逐 し い 
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の が 特徴 で ある が , 大 滝 想 粒 玄 武 岩 マ グマ の 本 源 マ グマ る 伊豆 ・ 箱 根 地方 ソレ ー ア イィ イト 
質 マ グマ の 組成 り に 近い も の で あつ た と 推定 され る 。 貫入 当時 の 大 滝 粗 炒 玄武岩 マグ マ 
は 本 源 マ グマ の 約 55% が 固 結 し , FE, MSE, AOE RU BROAD ( 単 
SAD Al ( DBE) と 斜 長石 の 一 部 が 取り 去ら れ た も の と 考え られ る 。 そ し て 終 
入 後 こ の マグ マ は tm situ に て 更に 品 出 分 化 作用 を 行い 粗 灯 玄 武 岩 ス ペグ マタ イト 及び フ 
こ ノレ で > パパ 生成 OW で の る 


FeO+Fe,0, 


Fig. 1. Trends of the crystallization 
differentiation of the Otaki dolerite 
magma (solid circles) compared with 
those of the pigeonitic rock series of 
the Izu and Hakone districts (P). 
Open circle :- assumed composition 
of the original magma of the Otaki 
dolerite. 


NaO+K.O MgO 


MgO-—FeO+Fe,0;—Na,0+K,0 =fARPBcAOWERea, MRA 7 
マタ イト 及び 推定 し た 本 源 マ グマ の 組成 を 点 示 し , LROK, HE - PAR vt 
石 質 岩 系 りう の 分 化 径 路 を 示し た (Fig. 1). 大 滝 粗 料率 武 岩 マ グマ の in situ に 於 ける 
分 化 径 路 は 伊豆 ・ 箱 根 地 方 ピ ジ オ ン 交 石 質 岩 系 の も の と 一 致し , 是 つ 急冷 支 武 岩 の 石 基 組 
成 は 伊豆 ・ 箱 根 地 方 ビジ オォ ン 畑 石 質 岩 系 の 鉄 に 濃 集 し た 中 期 を 示す 位置 に 点 示 され る 。 こ 
の 図 か ら も 本 源 マグ マ の 品 出 分 化 の 進ん だ 中 期 の マグ マ で ある 事 が 判る 。 HASBOAH 
分 化 作 用 に より , 更に 鉄 の 濃 集 を 続け る が , 余り 著しく は な く , 間もなく 鉄 の 濃 集 は 終 
り , Na,O+K,0 の 濃 集 が 始ま り , MgO に は 著しい 変化 は 認め られ な い が total FeO 
BET So CLT Na,0+K,0 に 向 つ て 分 化 が 進む 。 大 滝 粗 炒 玄 武 岩 岩 床 の 晩 期 を 示 
す フ ェ ル シッ ク ・ パ ッ チ (グラ ノ フ ァ イア テー の 組成 に 相当 する ) は その 量 ぶ が 少く) 分 析 す 
SAS HORA AS, 晩期 の 分 化 径 路 は 正確 に 判ら な い が , その モー ド 組 成 か ら , Mee 
武 岩 マ グマ タイ ト 507 の 位置 より 更に Na,O+K,O に 近い 位置 に 点 示 され る と 差 え ら 
れる 。 

大 沙 粗 粒 玄 武 岩 マ グマ の 分 化 径 路 は Palisade®), Tasmania3, Karroo4, Dillsburg®), 
瀬 見 の 等 の 粗 粒 玄 武 岩 岩 床 の 分 化 径 路 と ほぼ 一 致し て いる 。 


1) 久野 As KUWROK WS, 1954. 

2) Walker, F.: Bull. Geol. Soc. Am., 51, 1059~1106, 1940. 

3) Edwards, A. B. : Jour. Geol., 50, 451~480, 579~610, 1942. 

4) Walker, F. and Poldervaart, A. : Bull. Geol. Soc. Am., 60, 591 
~706, 1949. 

5) Hotz, P. E.: Bull. Geol. Soc. Am., 64, 675~704, 1953. 

6) Kuno, H., et al. : Jap. Jour. Geol, Geogr., 28, 179~218, 1957. 
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Maa fa 7 GE BO it S th * 


Chemical composition of the so-called 
Yoroigadake lavas 


PS 本 f% BS (Hatao Matsumoto) ** 


Abstract : So-called ‘“Yoroigadake lavas’, as named by T. Matsu- 
moto have four lavas and grouped into two types. Namely, one is white 
rhyolite, the other is black dacite. All lavas have quartz, sanidine and 
acid plagioclase (An 25~26) as salic phenocrysts. Their chemical and 
normative mineral compositions are shown in Table 1. Although these 
lavas resemble to the Haneyama lavas, the Yoroigadake lavas are richer 
in K,O and poorer in total FeO and Al,O;. In the latter lavas appears C 
but in the former always appears Wo as norm. From geological age, 
petrological and petrochemical points, it may safely be said that these 
lavas have the characters of the Setouchi geologic province. 


1. @S@7ECGBORH 
BEBAUINICE CCIE SMA O—-OLULT, HK EY PSEC KY 507 TES 
岩 が 指摘 され て いる 事実 は 云う まで も な いこ と で ある DD。 然 し その 化学 組成 に 関し て は 未 
だ 明らか に され て いな い の で 現在 迄 の 結果 を 記し た いと 思う 3。 
$y ENS ISD SSAA 大 分 県 竹田 町 西 加 方 の 城 原村 より 犬飼 町 南西 方 に 至る 南北 10 数 
FF, 東西 約 30 粧 の 細長 い 地域 で ある 。 そ の 活動 時 期 は Plio-Pleistocene と 考え られ る 
ee ee) Ree 
ROENTWSBo PWRICKS LAT EE SHOR RB LBA SN Cees, 近年 更に Lk 
MEEK, SROMEOETS = Ls gen FH LWW L ROA 4 MOM 
VX ARRON E OMA CH, HAMOMRAOAMILHD LACH So 中間 に 位 す る 
第 2, 第 3 IOWA O BAIL (akan: $CHFZo. CNH OMBOM AISA, 
Par 4 vy (2Vy°34°~0°, Jesh | (010), #e4 (An 25~26), fie (2Vq-: 
56°~ 55°, Fa 83~86), “enn (2V,--55°~73°, v>r, Fs 53~73), SHER 
(2Vy…53° へ 52°) , 黒雲 母 等 で あり , RCRUAEROOLEL CWS OMA CH Bo 
2 4 組成 
GE op Fee 2 DIL PARA RTL U 7 vv EGE LIZA T 9 SiO, Hix 66.57~70.249 CH 


* 日 本 地質 学会 西日本 支部 例会 で 講演 , 1956 年 
** 熊本 大 学 理 学部 地学 教 宰 
1) Matsumoso, T.: Jap. Jour. Geol. Geogr., 19, sp. no, 1.57, 1943 
Fe clic Worl 16, 1932" 
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第 1 表 BT RAB OU AMKRUINGA 


Reza) 
ia Se | ome | Home | woe 
SiO, 68.10 66.57 67.14 70.24 
TiO; 0.36 0.47 0.44 0.41 
Al,Oy 14.79 15.03 15.20 14.51 
es 1.39 1.56 1.47 0.63 
FeO 1.95 2.38 2.12 1.42 
MnO 0.07 0.10 0.08 0.07 
MgO 0.93 1.72 1.26 0.66 
CaO 3.77 4.02 4.00 2.22 
Na,O 3.50 3.50 3.62 3.81 
K,O 3.09 2.88 3.00 4.23 
P.O; (GS 0.19 0.17 0.21 
H,O+ 0.93 0.83 0.99 0.85 
Ole 0.77 0.64 0.58 0.52 
Total 99.84 99.89 100.02 99.78 
QO 26.64 23.94 24.30 26.10 
Or 18.35 17.24 17.79 25.02 
2 Ab 29.34 29.34 30.39 31.96 
An 15.57 16.68 16.40 10.01 
Wo 0.93 0.93 0.93 — 
Me En 2.30 4.30 3.20 1.70 
Fs 1.85 2.38 2.11 1.45 
i Mt 2.09 2.09 2.09 0.93 
a Il 0.76 | 0.76 0.76 0.76 
Ap 0.940. OCA 0.34 0.34 
1. Ferrohortonolite bearing biotite ferrohypersthene rhyolite, 大 分 県 大 
野 郡 朝 地 町 田 夫 時 北東 . 2. Biotite bearing ferrohypersthene dacite, 7 


郡 朝 地 町 城山 南 の 谷 - 3. Biotite bearing ferroaugite ferrohypersthene 
ferrohortonolite dacite, 大 野 郡 朝 地 町 北西 約 1km. 4. Biotite and ferrohy- 
persthene bearing rhyolite, 大 野 郡 朝 地 町 神 角 寺 . 


り , 本 邦 火 山 岩 平均 組成 や と SiO, を 基準 と し て 見 る と 第 1 図 で 判る 様 に Al2O。 RU 
total eo ¢, CMIRELTT VAY, Ric KO WBA COS OA 
PRA DVDs AE LAs VOL TW SOULE |X, MgO と Na,O は 殆 ん どー 致し 
た 値 で ある 。 WAR & PORE CL sea, ノル ム に 於 て C が 表 わ れ Wo が 存 
し な い の に GE FRAO CK 反対 の 結果 が 表 わ れ る 。 これ は BAL GEO LEAK 
10~24 : 90~76, 後者 は 30~45 : 70~55 の 様 に 有人 色 鉄 物 の 夷 唱 量 に 影 絡 され て い 

o SHOR MUAH TC, Fad pyroclastic flow 7% 4% % Dix$d + EOIN MAPA & 
REO LOTET So NHOM BIC OW Cl Re HRD ET 確 言 出 来 な い の で 得 
略し , BARRE (CORED BALSA CH SM, この 中 SiO, 60% LD_ECHBET 
の も の の み ) SMI SL, MOB CLL CrTAAVt CaO RMHL, MgO—FeO+ 
Fe,0;—-Na,0+K,0 三角 図 (第 2 図 ), 長石 三角 図 (第 3 図 ) に 於 て も その 性 質 を 真 
に する 。 1932 年 , 松本 ! 3 al, Sa7 tee MP ARAL UC 記載 し た が , 同 


Danedad 1S), 2 io Geol Soc. ape 68,0 0b7~ oul loo: 
2) PSRIGRG : 489K, 42, 45~50, 1958. 
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JAW ARH, 同時 期 に 活動 
Lies, 奈良 県 王 上 
山 , 愛知 県 設楽 盆地 等 わ 
の 央 山 岩 中 の 酸性 岩 に 極 
め て 良く 一 致す る 。 即 ち 
HAD KUBO Fig 
Wie CaO Wize <, 
ルカ リ に 富み , 造山 帯 の 
JRE EL CHER OI 
WeO FEE. 
4e LACAN EG LSB Le 
異 は 前 述 し た が その ほか 
VA O,, total FeO 
KZ2Lh, Beas 
Na,O に 富む 特性 が ある 
の に 反し , 337 ee als 
K,O に 非常 に 富む 特徴 
を 有する 。 


第 2 図 


FeO+FeO; 


66 68 70 72 SiO. 75% 
c-0-0-0 Sr dae = ---- 日 本 火山 岩 平 均 値 
= BENE 
第 3 図 
An 


Nai)+k:0 


Au $27 fake 
実線 WA ARAL 


MgO Or 
黒丸 FFU SABE Baie 
点線 DAFA = RRR OBA a 


1) 森本 良平 : Earthqu. Res. Inst. Tokyo Univ., 1957, 
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本 邦 安 山 岩 お よび 粗 面 安山岩 の 上 唱 洞 UI) 


Druse in andesite and trachyandesite of Japan (II) 


i] 


a ES 


FE (Ryohei Ota)* 


ll. EFREBHOSB A 

1) BRBIORA. WKAR dS 0 RG ab 北西 方 約 4kEm に 位置 し 品 油 
産地 と し て 既に 知ら れ て いる 。 RAK ZINE 附近 通過 の 際 控 集 し た 資料 を 筆者 に 上 恵 与 し 
た 。 沢村 に よる と 品 洞 の 母 岩 は 岩 用 を な す 安 山岸 で 新 筑 三 系 の 黒色 頁岩 を 賃 各 きこ れ に 接 
触 変質 を 与え て いる と いう 。 品 洞 鉄 物 は 方 東 石 お よび 6 ABMROME At EL LE 
の チタ ン 鉄 鉱 を 伴う 。 

2) 母 ie 母 岩 は 普通 煙 石 含有 紫 次 煙 石 安山岩 で 全体 が 灰 青 色 を 呈 し 長 さ 1.8mm 
DL FORENEAD AE LBERM GIL S 0.8mm LE CHE CHK, 多孔 質 で 米粒 
SEW KORACI 不定 形 の 孔 隙 に 富む 。 この 基質 部 中 に BAL PF OURKERRDA A 
々 と 含ま れ て いる 。 こ の 球状 部 は 大和 暫 部 より も さら に 多孔 質 で , 米粒 大豆 大 ( 稀 に は 松 
BA) の 球形 に 近い 不定 形 の 孔 際 に 著しく 富み 孔 際 の あぁ る も の は 他 と 相 通 じ て い る 。 こ の 
球状 部 中 の 統 密 な 部 分 に は 長 さ 1.8 mm 以下 の 斑 品 斜 長 石 が 顕著 に 点 在 し 稀 に 径 2mm 
以下 の 石英 の 外来 結晶 が 認め られ BEA AIS AE Cte THhdDdbILOBAIIE REE 
の 基質 部 中 に 濃 灰 色 の 球状 部 が 含ま れ て お り 唱 洞 は 両 部 と も に 見 られ る 。 基質 部 に 見 ら 
れる 品 洞 久 物 は 方 東 石 と 鱗 蘭 石 と だが ほ は ば 等 量 に 認め ちら れる が , 球状 部 の 品 洞 鉄 物 は 方 理 右 
を 主 と し 鱗 理 石 は 認め られ な いよ う で ある 。 RH MMBL ORR CHULD FF v OKA 
生 し て いる 。 また これ ら 講 鉄 物 の 上 に 極 く 微細 な 鉄鉱 料 が PAE L CWS OEMS VBE 
く 磁 鉄 鉄 で あろ う 。 基質 部 を 鏡 下 に 検 す る と 斑 品 は 和 倖 長 石 お よび Shae 5 AR SH 
RAPES o ARAL 柱状 自 形 を 示 し 清純 で 結晶 外 随 は は つき り し て いて 内 核 の 大 部 分 
は は ほとんど 一 様 の 化学 成分 か ら 成 り An 76~72 で あぁ る が 縁辺 の 細い 帯 の み は 化学 成分 
の 変化 が 著しく 急激 に An 分 子 を 減少 し 最 外縁 は An 64~60 CHS. AHI REE 
状 で 多 色 性 は 著しく な く , 普通 輝石 は 柱状 で や や 円 味 を 帯び 多 色 性 は ほとん ど 認 み ら れ な 
Wo 石 基 は 毛 郊 状 組織 を 示し 析 木 状 の 斜 長 石 ・ 桂 状 ま た は ROROMA - SOFTER BE 
び 役 粒状 の 鉄鉱 等 か ら 成 る 。 方 弐 石 は 石 基 中 の み に 生 ずる こと な く , 孔 隙 に 近い 石 基 中 に 
生成 し 一 端 を 孔 隙 に 現 わ す か また は SLR MRE LRA L TW So 球状 部 を 鏡 下 に 検 す 
る と 講 夷 品 は 基質 部 中 の も の と 大差 な い が , 特記 すべ き 事 実 と し て 石英 の 外来 結 品 が 多 
く 認 め ら れ , これ は 割 目 が よく 発達 し 周 線 お よび 割 旧 に そい 著しく 話 人 触 さ れ 所 に ょ つて は 
方 東 石 化し て いる 。 ま た 斑 品 斜 長 石 よ り も や や 小形 ( 長 さ 0.5mm 以下 ) Cee aed 
円 味 を 帯び 汚濁 の 甚 し い 斜 長石 (An 60~45) が し ば し ば 認め られ , 長 さ 2mm 以下 で 
着 し く オ パサ イト 化し た 角 関 石 も 見 出さ れる 。 こ れ ら は 外来 結 昌 と 二 え られ 明らか に 酸性 
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(Rk) 岩 を 混成 し た 事実 を 示す 。 石 基 は ガラ ス 基 流 品 質 で HARONBA BLUAH 
BRAD 42 We L RERS Bs CABELL F AIBA COBRA FAUMAIAL TS ABE 
質 部 と 球状 部 と は Lom EY OFS CM L AIRE Ze BEANS Zh V0 

3) 考 B® LOBSCURASRA- FE BLU 角 関 石 等 の 外来 結晶 の 混入 が 認め 
られ る の で , マグ マ が 地表 叶 出 の や や 前 に 酸性 ( 深 成 ) 岩 を 包 有 し ゃ や や ゃ 反応 し た た め マ グ 
マ 中 に 揮発 性 物質 ・ 理 酸 ・ ア ルカ ヵ リ 等 に 宮 ん だ 不 均質 部 を 局部 的 に 生じ た と 思わ れ , BH 
と し て 固 結 す る 際 に 前 記 の 球状 部 を 形成 し Asks ガラ ス 質 と な り ま た 前記 の 品 洞 を 生成 
し た 。 基質 部 中 の 品 洞 は 球状 部 に あつ た 揮発 性 物質 が HER OTE a 移動 し て 生じ 
NC あろ 36 


12. 静 岡 県 城山 の a 洞 


1) © KR 田方 郡 大 仁 町 に 属し 験 豆 鉄道 田 京 駅 の 南西 方 約 1.8km に 位置 し 比 高 
240m OmiRa SORE & 7s L NAPE LU CICK TCHS. 

2) BBBIURA SALARSAMMEKIUS CABREOBEPIC ES 1.5mm 
DUFOMBA: EX 1mm 以下 の 石英 お よび 長 さ 08mm WOME YO MEN 
顕著 に 散在 し て いる 。 この 基質 部 中 に し ば し ば NE~ BAKO CLA SM, は ば 
椿 円 形 断面 を 示す 球状 部 が 含ま れ て お り , この 球状 部 は 斑 状 組織 を 示し 基質 部 に 比較 する 
と 疾 唱 に 就 て は 大 差 な い が 石 基 は 灰 褐色 を 量 す る 。 唱 洞 は 径 1 へ 数 mm の 不定 形 で 基質 
部 に も 球状 部 に る 見 出さ れ , RAKE 1.3mm 以下 の 6 HORE kL URYRO—SEE 
BLE 0.8mm 以下 の FF vBGBKE 2. MY EO_LIK BGO AWD ITS L TUB vs 
少な い 。 LABRET F LRA - RRB kU Ad bm) BE 
E50 MRAZERABE RLM CHAWLS (, HAO DMA LBUNB LV RAR 
帯 構 造 を 有する が その 化学 成分 は An 68~55 で 中 核 部 と 縁辺 部 と で は BLU 相違 は 認 
め ら れ な い 。 し か し ほか に 著しく 円 味 を 帯び た 斜 長石 が 少な か ら ず 見 出さ れ 反 徐 昧 帯 構 
造 を 示し 化学 成分 は An 57~45 で ぁ つ て 最 外縁 の 狭い 帯 の み が An 65 へ 55 で あぁ る 。 こ 
れ は 後述 の 石英 と 共に 酸性 ( 深 性 ) BIC HET SPER CHAI. SRG £ OH 
PRAGILIEVT SOWA VT UAE HU TU Bo 石英 は 清 透 で 融 僕 を 受け 円 く な り 石 基部 に 
BIE AA BEBAMON EUR Cw Bo また 石英 の 周縁 が 鱗 革 石 化し その 外側 に 直接 に 
HSV iTFLRE aC CHRD MAA CH EN CWS o FAIL ERE ALAR CHAR OME 
Ay (An 65~55) - 性 状 また は EROMA - AH MIMAL OD bY ON BOWE Mw 
長 柱状 (立体 的 に は 6 角 薄 板 状 ) OMEEE A WGhIT L TH SVL L TIL & FLMC 
近い ほど 著しく 孔 際 中 に その まま 突出 し て いる こと が ある 。 HEP OFM CREE 
が 和 孔 壁 に 着 生 し て いる 。 次 に 球状 部 を 鏡 下 に 検 す る と 石 基 で は 短冊 状 の 終 長 石 (An 60~ 
50) ・ HERE IKROMA - SO MIRAS kU 長 柱状 の 鱗 寺 石 が 網目 状 に 相 連 絡 し それ 
ら の 間 に 孔 隙 を 残し て いる 。 こ れ ら 講 久 物 は 基質 部 に 比較 し や や 粗 粒 で あぁ り , また 鏡 下 の 
FLBRO BEV WEEE BASAL Land & 7 LTV So 

3) # B この 類 岩 は 酸性 斜 長石 ・ 石 英 等 の 外来 結晶 を 包 有 し これ と 反応 し た 形跡 
が 著しい 。 マ グマ が 酸性 ( 深 成 ) BRIER POR BUR EL L CHM Lev OIC EER - 
アル カリ 等 を 含ん だ 揮発 性 物質 の 大 気 中 へ の 放散 が 妨げ られ 上 唱 洞 を 形成 し た も の で , 球状 
部 は これ ら 講 成分 が 特に 濃 集 し た 部 分 で ある 。 
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13. 熊本 市 戸 神 山 の 唱 洞 

1) © 状 石神 山 は 金峰 火山 に 寄生 する 比 高 約 120m OB BARR CRAOEOR 
く 品 洞 産地 と し て 既に 閉 名 で , 久野 ・ 種 子 田 わり お よび 松本 以外 に も 多く の 文献 が ある 。 

2) 母 FS 両 輝 石 角 関 石 安山岩 に 属し 灰 青 色 統 密 な 石 基 中 に 長 さ 1mm WP ORG 
SEA BE U 麺 品 有 人 色 久 物 が 比較 的 密 に 贅 在 し 後者 は 前 者 に 比較 し 著しく 少 い 。 鏡 下 で 
VibEdhs AA - FARIA - RAM BLU Pb MS. ARAL APRESS L 
く 化学 成分 は 縁辺 ほど An 分 子 に 乏しく 内 核 は An 73~55 で ぁ る が 最 外縁 は An 55~ 
40 で あぁ る 。 角 阿 石 は 通常 は 完全 に オペ パサ イト 化し て いる が 大 形 結晶 の 中 核 に 稀 に 新鮮 な 
部 分 が 見 出さ れる (以下 に 掲げ る 光学 恒 数 の うち ※ は 久野 久 測 定 , 次 は 松本 幡 郎 測定 ) 。 
(—)2V=78°~ 88°, AREA k UPR BIS ABS ICE SLANE C, ETRE 
HE & SOFA MD し ば し ば 認め られ る 。 RHEE B=1.687~1.691 3%, (—) 
2V=67°~71° ¥%_ METRE A B=1.693~1.697 次 , (+)2V=53° 54° 58° 平均 55.09, 
cAZ=41° 42° 43° 平均 42.0°, GREASE (+)2V=—49° 52° 53° 平均 51.3°, 
cAZ=387° 41° 47° 48° 3245 43.2°, FAVE ABBRIRAR AR CARR £ Told SIPRORRA 
(An 44~.375%), EERE RISELROMA - SAME B お よび BORO RRS D> 5 MY BE 
PO FLIRT MEER MARL CWS. ERT I-V TV AdSER E RNUBKEN AOR 
見 られ る 。 

3) @ Ha bHLUcCDO3HWRHS. 

a) FAR OMPLORECARR L722 %O : PBUH Im LP CBS aim CE < RE 
が ほとん さ ど BHAT SF 2.0 ORBEW LIE LIE 見 出さ れ そ の 両 壁 に 生成 し た も の で ある 。 
卓 洞 鉱物 は 主として 鱗 葵 石 ・ パー ガス 石 お よび RRMr |b AG Hic PE & AGN Ze SRR 
WRAL EPES © fRERAILSEL LC 6 角 薄 板 状 の も の で 径 1.5mm 以下 で あぁ り パー ガス 石 
と 交錯 し て 生成 し て いる 。 要 状 の も の る も 僅か に 見 出さ れ 長 柱状 の も の る も 稀 で ある が 発見 さ 
れ た 。 ペ パー ガス 石 は 通常 は 長 さ 0.8mm 以下 稀 に 1.5mm に 達し 黄 福 へ 黒 福 色 の 長 柱 状 
結 品 で 容 間 に 結 品 形 を 示し て 伸長 し , あぁ あるいは BRS c 四方 向 に 平行 に 壁 に 附 着 し 両端 の 
RAZA SLND A EBD So 鉄鉱 は 結 品 形 か ら 推 し チタ ン 鉄 鉄 と 磁 鉄 鉄 で ある 。 前 者 は 径 
0.08mm 以下 の 6 角 厚 板 状 を 示し 6 角 薄 板 状 の 鱗 革 石 や パー ガス 石 よ り も 遅れ て 品 出 を 
始め た らし い 。 BERGE 0.05 mm 以下 の 微細 な 8 面体 を な し 鱗 第 石 や パー ガス 石 等 
の 表面 に 附 着 し 晩期 の 卓 出 と 思わ れる 。 SRA AS 0.8mm 以下 の 小さ いも の で 移 
VLA SEH S Ao FRAMES S 0.1 へ ~0.2mm で 極め て 小さ く 稀 に し か 見 出さ れ な 
Wo 上 記 諸 鉄 物 は SEER & SA RREIAG L E PRE AOWS 1 1 つの 品 洞 に 共生 し て 見 出さ 
れ , それ ら の 唱 出 順序 を 正確 に 決め る の は 難し い が や や ゃ や 大胆 に 第 4 図 に 示す 。 こ れ ら 品 洞 
鉱物 の 光学 恒 数 は 次 の よう で ある 。 普通 輝石 B=1.711~1.715 平均 1.713, (+)2V= 
n. d., cAZ=48° 49° 50° 52° 52° 平均 50.2°, パー ガス 石 1.625 へ 1.629 平均 
1.6270, 6=1.630~1.634 平均 1.6320, y=1.643~1.647 平均 1.6450, (+)2V= 
66° 68° 324) 67°, cCAZ=22° 23° 23° sey 22.7°, ARRRRAG (—)2V=—57° 58° 3244 
570° 6 


1) 久野 久 ・ 種 子 田 定 勝 : 地質 , 47, 62, 1940. 
2) 松本 幡 郎 346k, 38, 26, 1954. 
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第 4 図 石神 山 産 卓 洞 鉄 物 (節理 中 の も の ) の 品 出 順序 


Pargasite 


Hypersthene 
Nmenite 


Magnetite 


b) 燃 岩 中 に 含ま れ た 一 見 外来 岩 片 様 の 球状 部 中 の 小 孔 際 に 生成 し た も の : LORE 
中 に し ば し ば 長径 Scm・ 短 径 3cm 以下 の ほ ば 桁 円 形 断面 を 示す 黒褐色 の 球状 部 が 見 出 
され 一 見 外来 夷 片 が 再 結晶 し た も の の よう に 思わ れる 。 この 部 分 は 多孔 質 で 母 岩 の 石 基 鉱 
物 よ り る も 粗 粒 の 斜 長 石 ・ ア ノー ソ ク レ ス ・ 角 関 石 ・ 普 通 輝 石 ・ 紫 次 煙 石 ・ パー ガス 石 ・ 
PER BKELU ROE Cheat LMS BF ABE FO CN DESK O PAC tk AE 
数 の 微細 な 孔 際 が ある 。 こ の 球状 部 中 に さら に 長 さ 20mm・ 幅 2~3mm 程度 以下 の 脈 
TRAUB ICAU, SO PICATED ah RID MAES L CALM L An SAYS BEG - 78 
iA BEE FI VEFRBLU BRA CHS. MEAICIL 6 PATEK RODD LEB 
状 の も の の 両 種 が あり 前 者 は 径 2mm 以下 で 後者 は 径 1.2mm 以下 で あぁ つて 両者 の 品 出 
順序 は 判然 と し な いこ と が 多い 。 パー ガス 石 は や や 淡色 で 一 端 を 孔 壁 に 附 着 させ て 伸長 
し 金 雲母 は 径 1mm 以下 で あぁ る 。 チ タン 鉄鉱 は 6 角 板 状 を 示し , BAGEL 8 面体 で 恐 ら 
く 最 後期 の 品 出 と 思わ れ 常 に 他 鉄 物 の 上 に ある 。 これ ら 唱 洞 鉄 物 の うち 6 角 薄 板 状 鱗 球 石 
お よび パー ガス 石 が 最も 普通 に 見 られ 模 状 鱗 素 石 が これ に 次 ぎ 金 雲 母 ・ チ タン 鉄 鉄 よ お 
UBERIZD wo これ ら 品 洞 鉄 物 の 品 出 順 序 を 第 5 図 に 示す 。 こ の 球状 部 を 鏡 下 に 検 す る 


第 5 図 石神 山 産 唱 洞 鉱物 (球状 部 の 小 孔 隙 中 の も ゃ も の) の 品 出 順 序 


Moaty 
Trudynite Wedge- 
shaped 


Pargasite 
Phlogopite 


Lmenite 


Magnet ite 


LSAA CL SURMISED FNS o 斑 品 斜 長石 は 母 岩 の 斑 品 より も や ゃ や 大き 
SBME An 53 へ 40 の 化学 成分 を 有する 帯 が み ら れ さら に その 外側 を アノ ー ソ クレ メス 
が 包ん で いる 。 竹 品 角 関 石 は 著しく オ パ サ イト 化し 役 細 な 交 石 と 磁 鉄 鉄 と の 集合 か ら 成 り 
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新鮮 な 部 分 は ほとん ど 残 つ て いな い が 稀 に 結晶 の 中 核 に 見 出さ れる 。 (—)2V=77° (中 
EB) っ 73° (BiB) ※, cAZ=7°X, 石 基 に 相当 する 部 分 は 倖 長 石 ・ 普 通 煙 石 ・ エ ポル 
FANE - REE SPAR BLU BEAD 集合 か ら 成 り KRESS ONn bom 
が 網状 に 連絡 し その 間 に 小 孔 際 を 残し て いて , いづ れる も 母 岩 の 石 基 講 鉄 物 よ り も 粗 粒 で 長 
さき 1 へ 0.2 mnmy GHZ MAIL IR CRPHRERS LC BOS MAIE An 75~65 
で ある が 縁辺 部 で は An 分 子 を 急激 に 減少 し An 40~35 で あぁ り 最 外縁 に は アノ ー ソ ク 
VARRD ENS. SAAS EER CS IRIEL ¢ Zo (—)2V=60° 62° 63° 64° 
平均 62.2°。 WHEE B LUT BAEC ER ER LGA MET ZOE CAZO 
値 が 54° DIE PRA L LD 55° DEP cP BRL BRT S LAL AICI AME 
AODBRZAZYORDHSo (+) 2V=—49° 50° 52° 55° 58° 60°, cAZ=46° 50° 51° 54° 
55°, “DES IMBOMALWMAICBOCHSOM BMA T 6 Y —Y OMENS 
一 様 で な か つた た め と 思わ れる 。c 人 Z の 値 が 大 きい も の で は 明らか に 多 色 性 が 認め られ 
Bo 久野 の 観察 で は “ エ ヂ ル 石 煙 石 は 角 関 石 の す パ サイ ト 縁 に 生じ た 煙 石 か ら 引 続い て 
生長 し て お り , ある 粒 で は PRALIELA LY MEOWBMA ((+)2V=54°, cAZ=42°) 
Clad LYM LBD Cid 濃緑 色 の 普通 光石 ( (+)2V=73°, cAZ=55°) と な つて い 
Bo ER=IFV AMADA S LORE LEKAOTW 4. LFV AAD IO 
PRAHA AAIGD F259 4 DCE BROS OY FY LPM LD 既に 形成 さ 
72H AO Ja BAVS FO ABR AER Le? と 述べ た 。 筆者 の 見 解 で は ソー ダ と 揮発 性 
物質 の 濃 集 は 必ず し る ゃ も 角 隊 石 の す オペ パサ イト 化 作 用 の み に よ る の で は な いと 思わ れ , また 等 
者 の 薄 片 で は 孔 隙 に 近い 部 分 に DF ARS 単独 の 結晶 を な し 存在 する の が 認め られ 
た 。 パー ガス 石 は 比較 的 大 きい 孔 際 の 近く で この 球状 部 の 構成 鉱物 と し て , また 孔 際 中 に 
品 洞 鉄 物 と し て 鱗 鞍 石 と 共生 し 見 出さ れる 。 (4+)2V=63° 64° 66° 68° 平均 65.2°, cA 
Z=17° 18° 21° 22° 3235 19.5°, これ ら の 値 は 前 述 の 節理 中 の も の の 値 に 比較 し て や や 
異な る が , これ は 前 者 が 薄 片 中 に 見 られ る 比較 的 小形 の も の に 就 て , 後者 は 孔 際 か ら 取 出 
し た 比較 的 大 形 の も の に 就 て それ ぞ れ 実 険 し て いる た めか る も 知れ な い 。 

c) 話 岩 中 の 球状 孔 隙 に 生成 し た も の : これ は 稀 な 場合 で 局部 的 に し か 見 られ な い 。 直 
径 2mm 以下 の は ほ ば 球状 の 小 孔 隙 が 作 大 以下 の 容積 中 に 多く か つ 密 に 集まり , また 時 に 
は これ ら 小 孔 際 が 相 到 に 連絡 し て お りこ の よう な 和 孔 際 の 壁 に 生成 し た も の で ある 。 品 洞 久 
物 は 6 FACE EEA - BORER BLU GERAD CNR FHV HR 
BE URGE ICD Wo BER DIUEFEMIKOES CHS. B=Y=1.570~1.572 
平均 1.5710, (—)2V=1°~2°, CHEMO 品 出 順序 を 決め る こと は 盗 料 が 少 い た 
め 難 し い 。 ここ で 注意 を 要する こと は この 球状 孔 際 は 岩 その も の の 中 に 生じ た の で は な 
く , BISKINE DAS & COLD 分解 し て 多孔 質 と な つ な た BEATE HO ISEER OR 
に , ある い は この 外来 岩 片 が 大 豆 大 以下 の 少 岩 片 に 分 解 し 帳 岩 中 に や や 疾 け 込ん だ 部 分 に 
それ ぞ れ 生じ た も の で 明らか に 花 向 岩 の 混成 作用 に 直接 の 関係 が あぁ る 。 BLOM 
この 外来 岩 片 以外 に 種々 の 外来 岩 片 に 富み な これら に 就 て は 別 稿 や で 既 述 し た 。 

4) 考 RB 石神 山 の 刀 岩 は 種々 の 外来 岩 片 に 富ん で いる 。 例 へ ば 関 緑 岩 や ホー ン フ 
ェ ル ス な ど が 安山岩 質 マ グマ 中 に 取 込 ま れ た 場合 に は 機械 的 に 包 有 され た だ け で 反応 し 


1) 太田 良平 : 地学 研究 , 10, 148, 1958. 


研 Bie 報 文 149 


た 形跡 は ほとん ど 認め られ な い 。 し か し この 場合 で も 外来 岩 片 中 に 含ま れ た 水 の 作用 と 
か 外来 岩 片 を 包 有 し た こと に よる マグ マ の 温度 の 低下 な ど に CS 軽視 する こと は で き 
To Afi ORE ICIS RRL Ei BOS SX TURAL S 1 CAR LEAT UIA CW ¢ 
現象 を 観察 する こと が で き , また 花 賠 岩 は 晩期 品 出 鉱物 か ら 成 る た め 安 山 岩 質 マ グマ 中 に 
RAL AE BAC ERWAAIC MALS NS CHAS LHBANS. また この 現象 が 直 
BULB SAAC - PERE EL LNW RA FI v POKED BMS MD 
存在 し , (ERE L AO ARG L SHERROD SIL MDS. ERA 
mM >HALN 77 t RIS Lr BRO (BEL ORR BEE «9 RBSOR 
WARMER CoS. AHIUOKRERS t LD CREMTEMERIERT Sr LICE ORB 
MA - BR: TVAVSICBE LHR LL, LORIE - SOE 
5ROVTHROS WOOL, BENE ADBREHEORDEILOBROUED EA? GEO 
稚 長 石 の 外縁 に アノ ー ソ クレ ス が 多く 附 着 し て いる こと お よび 鏡 下 の 小 孔 際 中 に し ば し 
RAE CWS LER EDSOHRLIAS. EXBEDBEL LCR LR MI 
前 記 講 成 分 が マグ マ 中 に 斑点 状 に 濃 集 し 前 記 球 状 部 を 形成 し , また 固 結 に 当り 球状 部 中 の 
脈 状 孔 際 や 称 岩 の 節理 に 唱 洞 を 形成 し た 。 HR EER L eB RDO AISLE O + 
AYA HEPA RAG OMMBIC LOT ORBAN? LBDNSS 


14. £388 Bw O aA 

1) € KR 郷 路 山 は 長野 市 内 に あり 唱 洞 産地 と し て 知ら れ 比 高 250m OW BORE 
CHiHRAS BAR BAM BE IA 6 RM OANNE (中 新 世 上 部 の 凝灰岩 ) FED <o 
iPS ES CARE BELL CHD, この 岩 選 を 観察 する と 濃 灰 青色 の 基質 部 中 
CLA SME 2~4cm の ほぼ 桁 円 形 断面 を 示す 嘱 緑 黒色 の 球状 部 が 一 見 外来 岩 片 様 
に 包 有 され , この 部 分 は 多孔 質 で 中 に 品 洞 鉄 物 が 生成 し て いる 。 

2) 母 BR 基質 部 は 渡 灰 青色 の 石 基 中 に 長 さ 1mm LL FORELA Hed AE LEE 
卓 斜 長石 は る まり 頼 閉 で な い が , 新鮮 な 岩石 で は 長 さ 1.5mm LOREAL AD Lome 
的 密 に 見 出さ れる 。 GHP Clase AA: ARAB LU Ae be) pet LT 
> OME EES BAIS 0.8~1.5mm で 概ね 柱状 を 示し 清純 の も の は 少く 
し ば し ば ガラ ス を 含み あぁ あるいは 慶 状 包 有 4 物 に 富む 。 結晶 の 内 核 の 大 部 分 は ほとん ご ど 一 様 の 
化学 成分 (An 72~69) で ぁ る が , 縁辺 に 近い 部 分 は 反 徐 失 帯 構造 が 著しく 次 第 に An 
分 子 が 逐 し く な りり 縁辺 部 の 化学 成分 は An 66 へ ~63 で あぁ る 。 PIAS 0.8~2.5 mm 
CREA L 淡 緑 ~ 淡 緑黄色 の 強い 多 色 性 を 示し 時 に は 周縁 が オペ パサ イト 化し て 
いる 。(-)2V==80° 80° 82° HH 80.79, cAZ=21° 21° 3HHy 21°, SRR FAR 
より る 小形 で 長 さ 0.4~0.8mm の 柱状 を 示し 淡 緑 ~ 淡 褐色 の 強い 多 色 性 を 有する 。(-) 
2V=62° 63° 65° 66° 66° 67° 平均 64.8°。 WHR AIRS 0.6mm 以下 の 小形 で 柱状 
ERUPTED TH RRR CBR t OV THA LIZ LIES, また 
SEA WEA SHG. AEG MMESSVUARADOAD 1b MSREEREG AS 
に 認め られ る の は 注意 を 養 く , BHI 7 ARMM CHSUA F AlLD 6 HARRORES 
A HERORAEG BLU 4 角形 また は 不 規則 粒状 の 磁 鉄 久 等 か ら 成 りや や 流 状 構造 が 
認め られ る 。 HEAOREMEB LUAAMOBBIND 5 OFT LURER 


| 集合 が 著しく 多い こと な ど は 混成 作用 の 行わ れ た こと を 間接 的 に 示す 。 MARDER 
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部 に 就 い て は , その 断面 は 径 2~4cm で 大 きい も の は 8m に 及び , MABE RE 
形 で ある が 基質 部 と の 境界 は 必ず し る ゃ も 平滑 で は な く 思 凸 を 示す こと も ある 。 個々 の 造 岩 
SKN a Clam (4 1~3 mm Fic 7mm に 達する 球形 に 近い 不定 形 の 和 孔 隙 が 点 在 
し て いる 。 通常 は 1 個体 の 中 に 1~10 個 の 和 防 際 が 点々 と 見 出さ れる が 全く 見 出さ れ な い 
場合 も あり , また 大 きい 孔 隙 が 個体 の ほぼ ば 中央 に 1 個 だ け 認 め ち られ る こと も ある 。 こ の 暗 
緑 黒色 の 球状 部 を 鏡 下 に 検 す る と 斑 状 組織 が 認め られ 斑 品 は 斜 長 石 ・ 紫 益 煙 石 お よび 角 
関 石 か ら 成 りこ れ ら の 大 き さ は 基質 部 の 場合 と 大 差 な い が 倖 長石 は その 最 外 縁 に An 50 
~35 の 細い 帯 を 有 し 角 関 石 は す パ サイ ト 化 し て いる 。 石 基 に 相当 する 部 分 は ガラ ス 基 流 
卓 質 で 福 色 ガラ ス が MHA? HONEA: HEA: RHA TRA: ANABILS 
磁 鉄 鉄 等 の 講 鉄 物 が 散在 し これ ら は 基質 部 の 石 基 鉄 物 に 比較 し 著しく 粗 粒 で ある 。 AERA 
は 長き さ 0.2~0.8mm OEREARL ABOKMAO(LS MANE An 70~65 で あぁ る が 縁辺 
に 近づく ほど 著しい 累 帯 構 造 が み ら れ か つ AN 分 子 が 次 第 に 減 上 少し 最 外 縁 の 化学 成分 は 
An 48~35 で あぁ る 。 AAS E 1 mm 以下 で 特徴 ある 林 瓦 状 を 示す 。 紫 意 輝石 は 長 さ 
0:2 へ ~0.4mm で ある 。(-)2V==52° 53° 54° 58° 59° 62° 平均 56.3°。 結晶 形 の 小さ い 
も の ほど (-)2V OMABNAWMAARSS. Wi als RMA LY YS <( He 0.2~ 
0.4mm DEIR Rt. (+) 2V=47° 48° 51° 平均 48.6°, cAZ=46° 47° 47° 平均 
46.7°。 角 関 石 は 欠く 場合 も あり 一 部 又は 全部 が オ パ サ イト 化し て いて 長 さ 0.4-0.8mm 
CHB (-) 2V=73° 74° 77° 80° 80° Hy 76.8°, cAZ=26° 27° 45 26.5°, 
(—)2V DfPlTHERIBOANS Woh OVE ENS VAIS Bo WF APICAL PFOA 
定形 の 小 孔 際 が し ば し ば 見 出さ れ , この 孔 隙 が さら に 大 きく な つた 場合 に は ガラ ス の 部 分 
の み を 押 除 けた よう な 形 と な り 前 記 諸 鉱物 の 単 一 結晶 また は 少量 の ダラ ス を 伴 つ た 結 品 の 
集合 体 な ど が 綱目 状 に 相 連 絡 し 全体 と し て 蜂 巣 大 に な つて いる 。 さらに これ が 大 きく な る 
と 前 述 の よう に 肉眼 で も 認め られ る 和 孔 際 と な り し ば ぼ ば し ば その 中 に BRAMO 白色 結 品 が 
粟 粒 大 の 大 き さ で 見 出さ れる 。 この 暗 緑 黒色 の 球状 部 中 に 生成 し た 倖 長 石 ・ 方 理 石 お よび 
紫 益 灯 石 等 が 孔 際 中 に 突出 し ちよ うど 唱 洞 鉱物 の よう な 形 を 示す こと が ある 。 HEART 
ラス 中 に 根 を 有 し 結晶 の 一 部 が 孔 際 中 に 突出 し て いる 場合 が 普通 に 認め られ る が 品 洞 形 
成 の 初期 に も 引 続 い て 品 出 し て いた と 推 穴 され る 。 

3) B 洞 明らか に 唱 洞 鉄 物 と 考え られ る の は 鱗 理 石 (6 BWR - BRALUE 
HEIR) + ・ パ ペパー ガス 石 お よび 磁 鉄 鉄 で ある 。 MEALS LILO 3 種 が あり この 順序 で 唱 出 し た 。 
6 角 薄 板 状 の も の は 径 0.6~1.2mm, BIRO OU 0.5~1mm で ある 。 長 柱状 の も 
の は 柱 面 と 錯 面 か ら 成 り 長 さ 0.3mm・ 幅 0.04mm 内 外 の 小さ い 鉱 物 で ある 。 ペー ガス 
石 は 長 さ LMM 以下 の 細 針 状 で 淡 緑黄色 を 量 す る 。 こ の 鉱物 の 品 出 は 6 PORE EEG 
OD his HH ORIG D> b BLAREE A OAS AS 唱 出 する 時 期 に 平行 し て 行わ れ た 。 BORSA EK 
0.3mm 以下 で 8 面体 の は つき り し た 結 品 外形 を 示し 最後 期 の 品 出 で ある る が 長 柱 状 能 弟 右 
と の 品 出 関係 を 示す 直接 の 材料 は な か つた 。 上 記 の 関係 を 第 6 図 に 示す 。 他 産 地 に お ける 
HISD OFA Ds ABR チタ ン 鉄 鉄 と 普通 煙 石 と が 存在 し て も 差 支 へ な いよ うに 思わ れ 
る が , 前 記 の 諸 品 洞 鉄 物 は 何れ も 小さ く 鉄 鉄 の う も 結晶 形 の 判別 し 得る る も の は 全部 8 面体 
の 磁 鉄 鉄 で あつ て 役 細 な 鉄 鉄 粒 は 種類 の 判別 が 難し い 。 また 確実 に 品 洞 鉄 物 と 断定 し 得る 
TE RDER ANE 20 これ は 著しく ガラ ス に 富ん だ 部 分 の 和 孔 際 に 生じ た た めで あろ う 。 な お 和信 
濃 鉄 物 誌 で は この 産地 の 品 洞 に 墓 青 石 の 産出 が 報告 され て いる 。 
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SM 郷 路 山 産 唱 洞 鉄 物 の 唱 出 順 序 
Cristobalite 


Magnetite 


4) 考 察 母 岩 に は 混成 作用 の 行わ れ た 直接 の 証拠 は 見 当ら な い 。 外来 岩 片 や 外来 
結晶 等 ボ が マグ マ 中 に 混入 し た と き マグ マ と の 反応 が 十分 に 行わ れ た な ら ば 直接 の 証拠 は 
認め に くい 様 に な る 。 し か し 本 産地 で は 既 述 の よう に 間接 の 証拠 が 存在 する 。 BEORE 
と し て 現 出 し た た め に 弐 酸 ・ ア ルカ ヵ カリ 等 を 伴 な つた 揮発 性 物質 (これ は 酸性 岩 の 混成 に よ 
る も の ばかり で な く マ グマ 中 に 元 来 か ら 含 まれ て いた も の BLU BMAD TAY bE 
に よる る も の 等 を 含む ) は 大 気 中 に 放散 され 難く マグ マ 中 に 斑点 状 に 濃 集 し 前 記 の 嗜 緑 黒色 
の 球状 部 を 形成 し , 中 に 品 洞 を 生成 し た と 思わ れる 。 な お 品 洞 鉄 物産 地 で 混成 作用 を 示す 
直接 の 証拠 は な い が 間 接 の 証拠 が 認め ちら れる 例 に 長野 県 ゴト ミキ 岳 が ある 。 CNA 
長 村 に あり 鳥 帆 子 火山 に 寄生 する 1 帳 岩 円 頂 丘 で , BGK MBIC LS LAG UCR 
EEA (6 ARE LURK) - RG (筆者 の 推察 で は チタ ン 鉄 鉱 ? - APA (IAI ¢ 
パー ガス 石 ? ) - BRB UR (A 6 RA?) を 産出 する 。 筆者 は 2 ACA 
りり 踏査 し た が BARCEL BH ze ¢ EI 統 密 質 の 転石 が 多く 見 出さ れる の み で 品 
洞 を 発見 する こと が で き な か つた 。 BABE PICT 6 LARA Ae 8 OR Bae 
山 岩 に 属し , MOROMAR ACH EN? BK: TAY 4 MEL EANAK LUBE 1 
枚 の 薄 片 内 に 共存 し , SHE AILATB RG a CIS AIG L RATA CH SB ASANTE RAB 
で は すべ て 清純 で あぁ る 。 ERIE - MUDD FT HMPA - MRA kU RGR 
GRE D> b> MD REEREG A FIG ICS (, FSR AGS - TTD D 3 Ra To 
この ょ うに 酸 成 PEM) BOM OD WBS ¢ FEO CHM OA MILE DE ACHES CE 
f2XNDZo. HOSAT) LT XFRAAAORECHE SLY 1BACHSO 

15. 群馬 県 鈴 ケ ヶ 岳 の 品 洞 

本 産地 の 上 唱 洞 は 鉄 物 の 種類 が 多く また 比較 的 大 きく か つ そ れ ら の 唱 出 順序 が 最も 良く 
観察 し 得る こと な ど に お いて 他 に 比 を 見 な い が , 既に 別 稿 わ ジ に 述べ た の で ここ で は 竹 
SL GRO fh HIB O A & 7 図 に 示す 。 

16. 総 括 

本 邦 の 広義 の 交 石 安山岩 の 特徴 の 1 つと し て 東 酸 に 就き 過飽和 で あり , これ が マグ マ 固 
結 の 末期 に 方 雷 右 ちる い は PEALE L CHER Eek BP OAC 唱 出 する 事実 は 
既に 知ら れ , また 薄 片 検 鏡 に 際 し 稀 で な く 見 出さ れる 。 し か し 妖 岩 流 の 表面 で は 揮発 性 物 


1) 太田 良平 : 地質 , 55, 136, 1952. 
2) 太田 良平 : 地学 研究 , 10, 205, 1958. 
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第 7 図 鈴 ガ 岳 産 唱 洞 鉄 物 の 唱 出 順序 


Hypersthene 


Llmentte 


RRKAR CHAE SEO MALEMRET, 岩 休 の 内 部 で る も 品 洞 は 普遍 的 で は ある が 価 
れ も 小 さく 肉眼 で は 認め 難い 程度 で あり , また 坦 酸 鉄 物 以 外 に は 少量 か つ 役 細 な 鉄人 然 を 健 
な う の み で ある 。 し か し 類 岩 円 頂 丘 ・ 岩 争 ・ 岩 床 お よび 岩 脈 の よう に 揮発 性 物質 が 大気 
中 に 放散 され 難い 状態 の 場所 で は 孔 際 は 大 きく まだ PERRO BORED AIR CHD DA 
る 程度 に 大 きく な る 。 こ の 場合 混成 作用 , 特に 花 韻 岩 また は 花 論 岩 質 岩 石 を 混成 し た 直接 
の 証拠 , 例え ば 酸性 斜 長石 ・ 石 英 ・ 角 関 石 ・ 黒 雲母 等 の 外来 結 品 また は 花 賠 岩 ・ 秒 岩 等 の 
PRE OBE > No 筆者 は 岩手 県 松尾 鉄山 東方 約 2km の 鴨 田山 附近 に 分 
WT SHE BOWH £ RSL PEE L IEE L CHBGINOK ¥ A OSES MITA — 
ガス 石 を 認め た 。 FE ENS ALEK LE COT O BRO BCR EOS NEE - 
間接 の 証拠 は 認め られ な か つた 。 採集 者 LNAI ROBBIE £ SL ZOMBIE Bae 
ほとん ど な く 資料 は 転石 か ら 得 た の で ある が BG CGEMEL BDNZSLU50 ETED 
BE CY RUMBA ERO BAT IZ 極 く 稀 に BINA AOGRRS パー ガス 石 等 
の 生成 が 認め ちら れ て も 差 壇 へ な いと 思わ れる が , これ は 稀 で あつ て 岩 体 の 中 心 部 に 生じ た 
CHER ENS RRMA BRIA DL CHORE EA CUES, HCI 
IDE 5 ARERR % 3 Cb BB BORING 8 — 9 RS IAL YEAR 3 Ee 
が 知ら れ て いる 。 前 記 の 混成 作用 の 直接 の 証拠 が 明らか に 認め られ る 場合 に は , AMELIA 
は EERRGRANE Ds Chk 7a WMI «SN — A. SR. MMR - HY BREE Gs > 
び 磁 鉄 鉄 等 を 件 な う の が 常 で あり また 鉄 物 の 形 が 大 きい 。 また WUEHIC ABB MADEE - oF 
遇 お よび アル カリ 等 に 写 ん だ ほほ 祭 状 の 不 均 質 部 を 生じ , この 中 の 孔 際 に 品 洞 鉄 物 を 生成 
する こと が ある 。 マグ マ の 分 別 結晶 作用 が 進む に 従い マグ マ の 残部 は ERP Ty y ・ 
導 お よび 揮発 性 物質 に 富む 方 向 に すす む の は 当然 で ある が , ERROR LULO RRA br 
PARIS 単なる 分 別 結 品 作用 に よ つ て 生ずる も の と すれ ば 何処 の 場所 で も 稀 で は な く 見 
HEM CARN TECH BB, 実際 に は 極め て 稀 に し か 見 出さ れ な い の で 特殊 の 成因 
ある に 相違 な く , また 常に 直接 また は 間接 の 混成 作用 の 証拠 を 有する 。 な お この 種類 の 品 
TO REALS HC SRM EEE RIT So 安山岩 お よび MBER ENS 産 す る 品 洞 鉄 物 の 
MUAH PREG (6 角 薄 板 状 ・ 模 湊 お よび 長 粒 状 )・ IK. WHMIS. ok —y 2 
Ti+ SORE: + SUG 7-7 7 PROD XU BRIE CH So AMORA お よび REI 
HCHO CHM AUC LOTT COMAEMT BS LIZTE Ra, RAMONES 
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#8 ym 総 I ・ 上品 出 順序 お よび 共 生 関 
ーー 係 等 を みる と 共通 性 の み 
| られ る 場合 が あぁ る の で 既 
EN ae aD Wee DELI DO BRE REAL 
EE 第 8 図 お よび 第 9 図 を 作 
pe nem Retro EMME 
menite sonata sae ee ける 品 出 範囲 と を も それ ぞ 
Hagiolit HAL eo 第 8 MiseeMe 
RMe ELT ABS cH 
9 Bi EERE Hy PREGA IL 
HD GKK DE ESBS 
CH OM, 両者 の 何れ と 
も 分 けら れ な いこ と る も あ 
Bo 例え ば 郷 路 山 は 第 9 
図 に 入れ て ある が 普通 輝 
石 お よび チタ ン 鉄 鉄 を 欠 
SE VE く 。 こ の 品 洞 は 話 岩 中 の 
BUC HIALEAH pe 3 
分 の 孔 際 に 生じ た も の で FR? BK HG 
Hai Bh DFZEA Ds BN Crstobalite 
ば 両 図 の 中 間 型 に 属す Hloly | eens 
te Tedymitg poe, 
PER LOT HAG MO ee 
MS LULA oe 
な る 場合 が あぁ る 。 基 しい 
PMIEAOBS C, 流 理 Pargasite CS RD 
FRIBRIZAE SS % DIS HEE Pilogopite <a 
石 を 主 と し 6 角 薄板 状 の Hypersthene seit 
BREEAB LUFT vy RH MUmenite EE fees 
か ら 成 り 微細 な 鉄鉱 Bi ee 


( 磁 鉄 鉄 ) を 伴 な う が , 
石英 外来 結 品 の 周囲 た に 生 
TS OITA - 78 
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HPRREBMKHRA ONE RK 


Grain size analysis of the dolerites from Dewa 
hills, Northern Honshu 


a> A jE (Tadashi Konda) * 


Abstract : The writer has carried out the grain size analysis of min- 
eral components by successively collectcd handspecimens in dolerite mass. 
The grain size of the components is increased in accordance with the dif- 
ferentiation stage, and is depend on the thickness of the sill. When the 
sill is more than 20m. thick, it is coarse grained and show an ophitic 
texture, while the sill of more than 100m. in thickness is more coarser 


and frequently shows the micrographic texture which is found in the peg- 
matitic facies. 


1. 

dolerite の 岩石 名 は 従来 主として 英国 (Gl, Whin Sill) で 使用 され , 米国 で は これ と 
同じ 地質 学 的 性 格 と 岩石 学 的 内 容 を る もつ の に 対し て ( 例 , Palisade diabase) diabase な 
る 岩石 名 が 用 いら れ て いる 。 即ち 名称 に つい て , か な り の 不 統 一 ふぁ る 。 BARBBGED 
は この 点 に 関し 詳し く 論 説 さ れ て いる 。 

一 般 に dolerite は 地下 減 処 に 導入 し た , 粗 料 な 基 性 火山 岩 と 云い うる 。 従 つて 造 岩 鉱 
WORDS dolerite の 岩石 学 的 一 特徴 と し て あげ られ る 。 香 者 の 研究 に よれ ば , I OK 
径 の 大 小 は 勿論 , 物理 的 尺度 で ある が , 導入 岩 体 の 大 き さ と 徐 接 に 関連 し , BURBED Bak 
分 化 に 関係 し て いる こと が 分 つた 。 更に 料 径 の 発達 の 程度 に より 岩石 組織 が 系 統 的 に 座 
化し て いる 。 ARMM, その 内 容 を dolerite 研究 の 一 端 と し て 発表 し た も の で ある 。 

2. 測定 資料 の 採集 及び 測定 法 

測定 に 用 いた 岩石 資料 は , この 目的 の た めい に RELE DOCK, 従来 控 集 し て ある 
も の の 中 で 産出 状態 の 明瞭 な 岩 体 を 選ん だ 。 更 に Aa fRO_LAR PAR BUS 周辺 より 中 心 部 へ 
連続 採集 が 行わ れ て お り 最 大 粒 径 の 判然 と し た も の に 限定 し た 。 測定 岩 体 数 は 21 ヶ 。 

出羽 丘陵 地域 に は 各種 の 岩石 型 の dolerite WHY, 総括 的 に みる と 人 造 岩 鉱物 る 横 横 
A, Hai, SHA, Sek SRG, 石英 TVD IVRGESA COS. RMLAEA 
型 を 通じ 最も 共通 的 な 鉱物 は 輝石 及び 斜 長石 で ある 。 従 つて 各 岩 石 型 を 通じ 相対 的 に 比 
載 を 行い 得る た め , 造 岩 鉄 物 の 料 径 測定 に は 斜 長石 及び 畑 石 の 最大 長径 を も つて 行っ つた 。 

3. BAA KRY ZRE SD 
dolerite SEA AO MEO REE SAEIL LA, COMME OB LACM x 平 行 


* Te ASS 
1) 鈴木 Bk: ACHERETEERR, 30, 1955. 
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で る 結論 を 先 に 述べ れ ぼ 尊 度 の 変化 は 主 と し て 次 の 4 要素 に 関係 し て いる 。 


1. 唱 出 分 化 2. 


BAG 3. 導入 体 の 形態 4. 


岩石 型 


第 1 図 は 各 岩 型 の 個々 の dolerite で 系 統 的 に 資料 を と つた も の の 粒度 の 変化 曲線 で あ 


第 1 図 MMR SG SARA, HS 
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@ 岩 体 の 各位 置 に お ける 立 径 の 大 き さ 
⑧ 最大 値 を 示す 位置 
る 著しい 斑 状 組織 を も つ 場 合 の 基質 斜 長石 


No.1 瀬 見 
No.2 瀬 見 
No.3 i 村 
No.4 # RR 
No.5 # i 
No.6 大 % 


quartz dolerite (sill) 
porphyritic olivine dolerite 
(sill) 

hypersthene dolerite 
ock) 

olivine dolerite (sill) 
olivine dolerite (sill) 
porphyritic pyroxene dole- 
rite (sill) 


(st- 


ROR HNARE (mm), 縦 軸 は sill の 厚 さ 
又は stock の 幅 を 示す 。 こ の 厚 さ 又は 幅 は , 
BMWS YO EBT SM, 単位 を 100 
と し , 相対 的 に 変化 が 分 る よう に 一 律 に し て 
Ho MM, 横 軸 で 左 方 は 斜 長石 , AAD 
粒 径 値 を 示す 。 


最後 に 岩 脈 と し て の dolerite の と りあ つか い は , 注意 を 必要 と する 。 例え ば 田沢 産 の 


る 。 No. 3 の みな は disconcordant 
intrusion ( 岩 株 ) で , 他 は 総 て con- 
cordont sill €H4,. =Nb5BOM E 
り 岩 体内 の 粒 径 分 布 を みる に , 接触 周 
辺 部 は , き は め て 細 粒 で , 内 部 が 常に 
粗 粒 に な る 。 粗 粒 化 の 傾向 は 岩 株 ( 叉 
は 岩 脈 ) の 場合 は , 六 入 体 の 形 に 対し 
極め て 調和 的 な 曲線 を 示し 中 心 部 に 向 
つて 洛 次 粗 粒 に な る 。 これ に 対し , sill 
の 場合 は 岩 体 の 上 部 又は 下部 に 曲線 の 
頂点 が あり , その 座 化 は 岩 株 の 場合 の 
様 に , 岩 体 の 形 に 対し 調和 的 で な い 。 
この 頂点 を 示す 部 分 は pegmatitic 
layer 又は pyroxene rich layer の 
岩 相 に 一 致し て いる 。 AEA, LEED 
各々 に つい て 述べ る と 次 の 様 に な る 。 

和 斜 長石 が 最大 粒 径 を 示す 岩 相 は 
pegmatitic layer (No. 1, No. 2, 
No. 4) A=, 他 は (No. 5, No. 
6) 岩 体 の 中 心 部 で ある 。 こ れ に 対 し 
輝石 は 斜 長 石 の 粒 径 の 変化 と , その 傾 
向 並 びに 頂点 の 位置 が 必ず し も 一 致し 
な い 。 RCV BRK (No.4, No. 1) 
の 場合 は , 特に pegmatitic layer に 
於 いて , 頂点 が 一 致し て いる 。 そ の 他 
(No. 5) は pyroxene rich layer \z 
於 いて 最大 値 を 示す 場合 と , 岩 麻 上 部 
の dioritic layer (No.2, No. 6) 
の 近く で 最大 値 を 示し て いる 。 

A, 斑 状 組織 を 示す dolerite (No. 
6, No.2) は 斑 品 鉄 物 は 常に 斜 長石 で 
bS. CORREA & HG ORE 
化 は 非 調和 的 で ある が , AAR L 
WRAL No. 2 に 於 て 同様 の 曲線 を 示 
区 で いる る 
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dolerite の 癌 脈 D は , dolerite magma WK PERYS (田沢 層 ) を 通る 六 入 通路 に 相 
当 し て いる 。 悦 通 は 幅 1~3 米 の 問 粒 組 織 を もつ 玄武 岩 で ある が , 幅 14.2 米 の 場合 は 明 
Murat741 テッ ク 組 織 を 示す dolerite に な る 。 更に 中 田 dolerite は 大 滝 dolerite の 
側 方 存 長 に 相当 する 岩 脈 で , FLX 9.3 米 の 場合 に 半 オ フィ Fo 7H RUMBHEL T 
いる 。 こ の 両者 の 場合 , 岩 体内 に 於 ける 粒 径 分 布 は 岩 株 と 同様 で ある 。 
4. RARE LHARKO BH 

jC DEMAOA & & BAS EMBRMEL CoS. 第 2 図 及 び 第 3 図 は , HUCREACR 
と 最大 料 径 と の 関係 を 示し た も の で ある 。 同 図 より 老 察 する に , HRARUBAOROR 
置 は , ほぼ ば 同じ 傾向 を 示し て いる 。 然し 絶対 値 は 斜 長石 が 輝石 に 比 し 大 きい se 
注目 すべ き 点 は , 各 点 で 示さ れる 曲線 の 傾向 は 段階 に 分 か れる こと で ある 。 即ち (a) 
BX 20m まで , (b) 20m より 100m まで , (c) 100m 以上 の 3 つの 場合 で ある 。 = 


> 


ey So. oS see Z 6 
z4 ey 
50 100 150 sé 50 100 Sak aE 
Thickness of sill(m) Thickness of sill (my 
第 2 図 和 倖 長 石 の 最大 粒 径 と 導入 第 3 図 HORA & REGS 
岩 床 の 厚 さと の 関係 AROS & ORK 


の 3 段階 は 更に 岩石 学 的 の 意義 を も ち , (a) の 岩 床 に は 殆 ん ど “in situ” の 分 化 は み ら 
れず 去 武 岩 と 全く 同じ で ある 。(b) OBR “in situ” の 分 化 が 明瞭 に 行わ れ , BRR 
(ZT UME RRC IN TK So (C) の 場合 は 岩 体 内 に 生じ た pegmatitic layer う 
中 の 構成 鉄 物 の 値 で 最も 大 と な る 。 叉 この 絶対 値 は 殆 ん ど 論 化し な いよ うに な る 。 BK 
(c) の 場合 の 岩 相 変 化 は pegmatitic layer の 頭 著 な 発達 を する の を 除い て (b) の 場合 
と 同じ 傾向 で ある が , 分 化 の 程度 は 強度 に 行わ れ て いる 。 即 も 鉄 苦 土 鉱物 の 下 半 部 に 於 け 
る 集積 , 鉄 成分 の 濃 集 , アル ミナ 成分 の 減少 等 が 頭 装 に な る 。 

この 場合 は 叉 岩石 組織 や に 密接 な 関係 を も つ 。 即 も 導入 岩 床 で (a) の 場合 は 問 粒 又は 
才 間 組織 を 示す 。 (b) の 場合 で 特に 薄い 岩 床 は 半 オ フィ テッ ク 組 織 で 厚い 岩 床 は 典型 的 
RATA テッ ク 組 織 を 示し て いる 。 (c) の 場合 は 岩 床 の 大 部 分 は 明瞭 な オフ ィ Fy 7H 
織 で ある が , 特に pegmatitic layer に 微 文 象 組織 が 現われ て くる 。 従っ つて 導入 岩 床 の 
KES, 構成 鉱物 の 粒 径 及び 岩石 組織 の 間 に は 和 密接 な 相互 関係 が ある と 芯 え る 。 

次 に , 第 2 及び 3 図 で , 各 点 で 示さ れる 曲線 より 離れ て 散在 する , で いっ つか が の 大 が 次 ら 


1) 今田 IE: gk, 40, 104~115, 1956. 

2 : 山形 大 紀要 , 4, 271~282, 1957. 

3) vein で は な い , FES 100 (HR) LEC PHERO BRE 示す よう に な る と 
pegmatitic layer の 発達 が み ら れ る 。 

4) DEADIRS BRL Kk, 一 般 に 斑 状 組織 を 示す 。 
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れる 。 人 第 2 図 の 場合 は CNEORCHRTMER?E SE dolerite は anorthite dolerite 
及び porphyritic type dolerite で ある 。 即 も これ ら の dolerite の 場合 は , ZBAOA 
体 の 岩 相 より か け 離 れ て , WEOMA (MOA ZARASEPERK SENSED CHS 
im, 第 3 図 の 場合 は , picritic olivine dolerite HOEY AVA APACS, 著しい 
ポイ キリ テッ ク 組 織 を 示す も の で ある 。 こ れ ら の 両者 の 巨 晶 は , 急冷 周縁 想 に も 含ま れ て 
BY, SEAM E COM KO MABEA RIC EC BEAR LS BRC REL 72) D LHR X 
NSo FEOTE OM kSRES AML TABAIMN LYN HCMPDNDEK BS hwo 


5. nf# bh YH 意 義 
従来 の 文献 で dolerite OREO CAN HN7z% OWL ¢, Tasmanian dolerite) 
及び Palisade diabase?) に 僅か に 記載 が ある 。Tasmanian dolerite と し て は , Mount 
Wellington sill で 下部 接触 より 約 300m 上 部 まで 約 30m 毎 の 測定 値 が あぁ る 。 そ の 
Kicknid, SHAR 0.03mm ょ り 1.51mm まで , 光石 が 0.07mm ょ り 4.05mm 
まで , 変化 し て いる 。 注目 すべ き は , 岩 床 上 半 部 の acid phase で 最大 値 を 示す 点 で あ 
る 。 こ の 最大 値 は 筆者 の 2 図 及 び 3 図 に 適用 する と , PHAOBA (C) に 近い 。 MUR 
長石 は (b) と (c) の 中 間 に 位 置 し て いる 。 次 に Palisade diabase の 例 で は , George 
Washington Bridge 近く の 岩 床 (BS 300m) に つい て , 劉 長 石 の 粒 径 測定 値 (連続 
WW) が ある 。 こ の 図 に よる と 一 般 に 上 半 部 に 大 で 最大 値 2mm に な る 。 又 粒 径 の 大 に な 
る の は , 倖 長 石 の 量 比 の 増加 と 略 平行 し て いる 。 こ の 場合 の 最大 値 2mm は 筆者 の (b) 
に 略 相当 し て いる 。 然し Walker の 記載 を みる に この 岩 体 は , か な り の 量 の 横 要 石 を 含 
み , BARR SVT 4 vy THERE ABO KW (picritic olivine dolerite) 
に 類似 し て いる 。 即ち 第 2 図 で 岩 床 の 厚 さ 135m CHRARA hE 2.3mm の 点 が 大 
越 型 に 属す る 。 こ の picritic type の 場合 は 岩 訂 の 厚 さ 大 に な る が 劉 長 石 の 最大 粒 径 が , 
RE (FILL ZW OHM CH So 
一 般 に dolerite magma 固 結 の 条件 と し て , He PHEW, slow cooling と 或 る 程度 
の 被 庄 が 考え られ る 。 然 し 上 述 の 将 径 分 析 と , それ に 対応 する 岩 体内 の 各 岩 相 の 配置 と を 
組合 せ て みる と , この 粗 粒 化 は dolerite magma の “in situ’ の 岩 虐 分 化 に 関連 し て 
いる こと が 分 る 。 特に 揮発 成分 の 濃 集 し た pegmatitic layer 又は 鉄 苦 土 成分 の 多い 下 
半 部 に 対し 蘭 次 粗 料 化 の 傾向 を 示し て いる 。 最後 に 薄い 岩 床 (a) の 場合 は , 玄武 岩 と 全 
く 同 じ や で ある が , これ ら dolerite と 相 伴 い , 同じ Wee C LERAYER b a7 MEV REA 
し て いる 場合 , 筆者 は これ を 玄武 岩 と し て で は な く 未 分 化 粗 炒 玄 武 岩 (undiferentiated 
dolerite) と し て 取り あつ か つて いる 。 
後記 HMKRAOBEZHWAAD— ELT, dolerite magma の Hf AIC BATS 
多く の 地質 学 的 要素 が ある 。 こ の 問題 に つい て は , 近く 別紙 報告 の 予定 で ある 。 
最後 に , 本 研究 に 終始 御 指導 下さ れ た 小倉 勉 , 石川 俊夫 両 教 授 , 叉 種々 御 教 示 下 され た 
GRA, 市 村 毅 両 教 授 に 深く 感謝 する 次 第 で ある 。 尚 , 本 研究 に 文部 省 科 学研 究 費 を 使用 
Lito Wit LARtHT So 
1) Edwards, A. B.: Jour. Geol., 50, 451~480, 579~610, 1942. 
2) Walker, F. : Bull. Geol. Soc. Am., 51, 1059~1106, 1940. 
3) 岩石 組織 , 構成 鉄 物 の 組合 せ , 化学 組成 の 意味 
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Geothermal conditions in the Onikobe basin, 
Miyagi Prefecture, Japan 


Hisayoshi Nakamura * 


Introduction 


More than fifty fumarolic areas are distributed in the 
Qvaternary volcanic zones in Japan. In order to utilize natural 
steam for electric power as a new energy source, since 1947, 
geological and geophysical researches have been made in some 
fumarolic areas. 

To understand the relationship between the geological structure 
and the occurrence of natural steam, the Onikobe basin has been 
treated by the members of geothermal investigations group in the 
Geological Survey of Japan under a three-year scheme. Surface 
geological survey, analyses of fumarolic gases and thermal waters, 
three test borings, and geochemical and electrical loggings were 
carried out. This report is a summary of the geothermal con- 
ditions in the basin known from the above-mentioned researches. 

The writer is much indebted to the members of geothermal 
investigations group in the Geological Survey of Japan, specially 
to Prof. Dr. Y. Kawano of Tohoku University, former Chief of 
Geological Department, to Dr. M. Sait6, Chief of Geological De- 
partment and to Dr. M. Hayakawa, Chief of Geophysical Research 
Section who have contributed to this report in giving valuable 
suggestions, advices and data. 


Geology of the basin 


The Onikobe basin situated at the north of Narugo hotspring 
is characterized by the oval shape with axes 9Xx7 km. According 
to the data of I. KatoD and N. Katayama, the formation of 
the basin is related with late Miocene or early Pliocene crustal 
movement. 


The basin consists of Tertiary green tuff and granite overlain 


* Geological Survey of Japan 

1) Kato I. and Shimada I. : Jour. Japan. Assoc. Min. Pet. Econ. 
Geol., 37, 1953. 

2) Katayama N. and Umezawa K. : Geological Map of Japan, 1: 75,000 
“Onikdbe”’ and its explanatory text, Geol. Surv. Japan, 1958. 
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by lake deposits and younger dacite (Fig. 1). The lake deposits 
named Onik6be group are divided into five lithologic units, that 
is, mudstone and conglomerate bed, dacitic tuff, mudstone and 
conglomerate bed, agglomerate, and basal conglomerate bed in 
descending order. According to the opinions of Kato and 
Shimada, this group is correlated with the Sanzugawa forma- 
tion in Akita Pref., which belongs to the upper Miocene. How- 
ever, its exact geologic age is not clear, as the fossils are poor. 

The Onikdbe group is intruded by the younger dacite. As 
the result of crustal movements related with the intrusion of 
dacite, the strata is steeply inclined by approaching the dacite. 
The synclinal axis along the Arao river seems to correspond to 
fracture zone formed by the depression of basement rocks. On 
the other hand, the southern half of the area is gentle and the 
strata slightly dip to the south. But the northeastward trend 
of tributaries of the Arao river in this part suggests to reveal the 
structural directions of basement rocks which trend NE and NW. 


Fumaroles and thermal waters 

There are many fumaroles and hotsprings in the Onikdbe 
basin. Fumaroles are distributed in an explosion crater formed by 
volcanic action of dacite. Hotsprings are located enclosing the 
fumarolic area, and the southern group is higher than the north- 
ern one in temperature. Among them, Fukiage and Miyazawa 
hotsprings are famous as geysers. The results of chemical ana- 
lyses of fumarolic gases and thermal waters are given in Table 1. 

The hotsprings are classified into two types; one is acid- 
sulphate type which is accompanied with fumarolic area, the other 
is alkaline or chloride-bicarbonate type emitted from the fumarolic 
outside area. The distributions of fumaroles and hotsprings seem 
to be controlled by the geological structure of basement rocks 
which trends NE and NW. 


Results of test borings 
For the purpose of knowing geothermal conditions of fumarolic 
area and Fukiage-Miyazawa hotspring area, three test borings have 
been done. The results obtained are as follows: 
1) Geology: Boring No. 1 drilled near Miyazawa shows that 
dacitic tuff and mudstone are 127m. and 94m. in thickness 
respectively, and agglomerate from 220m. to 255m. in depth 


1) Noguchi K.: Jour. Balenol. Soc. Japan, 1, 1941. 
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contains a large quantity of cold underground water (Fig. 2). 
The position of boring No.2 was selected at the right bank of 
Akazawa. At this point, the thickness of mudstone is 78m. and 
until 255m. in depth lies a pyroclastic bed which consists of 
agglomerate, altered tuff and andesitic lava flow bearing calcite, 
pyrite and zeolite (Fig. 3). 
Boring No. 3 selected at the 


bank of Fukiagezawa shows that Ri 

the thickness of tuff and tuffaceous [==] Terrace deposits 

mudstone is 186m., and the bed Talus 

from 186m. to 192m, is composed TEE Con! pry | eral ACC 


mudsioae bed 


2e5, Dacitic tuff #3 
RE Andesite 
onglomerale and \%#* 


[ 4 mudstone bed 


of the same pyroclastic rocks as 
seen in the boring No.2 (Fig. 4). 

2) Bottom tempereture: The 
bottom temperatures measured at 
respective depth in each bore hole | ES] Conglomerate bed 
are shown in Figs 2-4. Among ——— 


Cnixibe Group 


ik a Agglomerate 


them, boring No. 2 shows an inter- oes 
A レ 
esting curve. A notable change of A Green ui 


temperature gradient from 110°C 
to 130°C is seen between 110m. 
and 130m. in depth. This part cor- on Fault 

responds to the agglomerate inter- 

bedded by hard lava flow. Among Co) atered Rae ate 

the three borings, the bottom tem- 

perature of No.3 is highest, and © Het eprne 

seems to increase above 180°C. 

Anomaly of temperature gradient of No.1 may be affected by 
thermal water flowing through the permeable boundary part bet- 
ween dacitic tuff and mudstone. 

3) Alteration of rocks: Surface alteration is seen in the 
neighbourhood of the fumarolic area. Altered products consist 
mainly of kaolin and siliceous clay leached by hot acidic solution. 
Mudstone occupying the fumarolic outside area is silicified and 
becomes hard one. On the contrary, such alteration is hardly seen 
in the hotspring area. 

In these boring No.2 and No.3, the alteration is seen particu- 
larly in agglomerate and tuff overlain by mudstone, while in the 
boring No.1 agglomerate is nearly fresh. Ferromagnesian minerals 
of agglomerate change to chlorite and some parts of feldspar and 
groundmass are replaced by calcite which is also seen as vein 


as Syncline 
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Fig. 1. Geological map of the Onik6obe basin 
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minerals with zeolite. Judging from the grade of alteration in the 
boring No.2, it is suggestive that agglomerate interbedded by 
hard lava flow plays as a cover rock for natural steam. 


-— 


¢ 
. 


Geothermal! conditions in the basin 


Geothermal areas in the Onik6be basin are divided into two, 
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Table 1-(A) Analyses 


Tocalty A See jl on fl ea jl Sn 
Miyazawa 100 7.4 1023 367 66 60 — 
Fukiagezawa 100 8.4 1060 397 75 19 33 
Megama, Ogama 97 2.4 — 1054 624 — — 
Todoroki 87 7.4 1116 358 60 73 = 
Mitaki 54.5 6.8 1833 789 30 146 = 
Kanizawa 60 (e/a 376 185 299 510 = 
Akagawa 90 2.6 = 5 648 “3 = 
Katayama 100 2.4 = 6 870 == = 

2 65: DZ — 6 11 170 == 
” 70 2.0 — 143 1105 — — 
Nuruyu 28 8.0 — 3 14 61 — 
Nigorizawa 36 6.5 — 5 17 195 — 


Table 1-(B) Analyses of hotspring 


Temp. Content of vapour and gas vol9% 


Locality Co H,O Cas 
Fukiage 100 99.98 0.02 
Katayama 100 99.87 0.13 

2 100 99.80 0.20 


the fumarolic area and the Fukiage-Miyazawa hotspring area. 
According to the boring No 2, temperature gradient from 110°C 
to 130°C is seen between 119m. and 130m. in depth where hard 
lava flow is interbedded in agglomerate. It is noteworthy that 
in this hole agglomerate overlain by hard lava flow seems not 
to contain groundwater, assuring from the change of water level 
of the bore hole in drilling. From these facts, it seems possible 
that temperature gradient in this hole is affected by natural 
steam relating to fumaroles emitted from explosion crater. 
Boring No.3 drilled at the right bank of Fukiage-zawa shows 
the biggest temperature gradient in this area. Judging from the 
fact that the bore hole has often encountered cracks in drilling, 
it is suggestive that this tributary corresponds to a fracture zone 
caused by the movement of basement rocks, and the tempera- 
ture gradient in this hole may be due to hot water ascending 
through the fractures. Fukiage-Miyazawa hotsprings must be the 
same origin as this hot water, and geysers may be formed by 
the hot water mixing with groundwater flowing through the 


niet. t 
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of hotsprings 


Nahin (Ke pe aAle't pete cate Mg HBO, H,si0j;2C0,. 00S 
mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/l mg/] 
229 18 9 0.3 17 1.3 — 163 ふ isa 
269 14 6 0.2 16 ley — 201 — 122 
€03 144 = — 119 53 86 = = 0:0 
226 22 3 0.3 15 1.5 — 357 LOR eo 
404 65 = — 110 tr 49 249 30 = 
226 22 3 0.3 15 1.5 —- 130 196 — 

28 15 — 

38 10 = = 78 17 29 
ーー = == 8 = 
116 17 = — 39 14 16 — — 33.9 
as im 4 = 
a aa 65 a 


and fumarolic gases 


Composition of gas vol% 


HS CO SO On astaN; 
15.5 56.9 tr 0 27.6 
49.7 49.2 tr 0 iy 
32.6 60.4 tr 0 7.4 


porous agglomerate as seen in the boring No.1. 

From the above-mentioned matters, geothermal conditions 
are divided into two types, one is natural steam zone, which 
forms a fumarolic area as shallow facies and is reserved in the 
fractured zone of basement rocks underlain by agglomerate and 
tuff, the other is hot water area along Fukiage-zawa and Miya- 
zawa where ground water percolating through cracks is heated 
by natural steam and ascends through fractuces of lake deposits 
and basement rocks. In hotspring areas, it is expected that the 
hot water is reserved in the fractured zone of basement rocks 
as in the fumarolic area. 


Correlation to other geothermal areas 


Most fumarolic ateas in Japan are situated in the Quaternary 
volcanic regions. Most areas are suitable for utilization from the 
point of view for the properties of fumarolic gases, except volcanic 
gases which are emitted from craters and domes of active volcanoes 
and characterized by high temperature above 400°C, but by strong 
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Fig. 2. Lithologic and tempe- Fig. 3. Lithologic, resistivity and 
rature log of boring No. 1 temperature log of boring No. 2 
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acidities due to HCl and SO;. However most geothermal areas in 
Japan are scatteringly distributed around volcanoes. In some 
areas, for example, Beppu, Oita Pref. > and Yunono, Kagoshima 
Pref.», though natural steam were emitted from the bore holes 
(160m. and 80m. in depth at Beppu and Yunono respectively), it 
seems difficult to develop such areas industrially, unless the areas 
have geologically adequate condition like that of Tuscany District 
in Italy *® where fractured bed rocks corresponding to the reservoirs 


1) Agency of Industrial Science and Technology : Report on tests of 
natural steam for electric power in Beppu, Oita Prefecture, 1952. 

2) Geotheremal investigations group : Geothermal research in Kirishima 
investigations district, Kagoshima Prefecture, Bull. Geol. Surv. Japan, 
6, 1955. 


3) Manzoni A. : The steam vent of Tuscany and the Larderello plant, 
1948. 
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of ok steam are cov- Fig. 4. Lithologic, resistivity and 

ered by compact mud- temperature log of boring No. 3 

stone. It seems prime Temperature. Resisliowy, 

importance for the geo- Ho PO) fae) SEI 

thermal exploitation in aE 2 
OM = 


Japan whether the geolo- 
gical conditions in which 
natural steam would be 
occutred in the porous 
beds or the fractures over- 
Jain by hard and com- 
pact lavas existing among 
volcanic materials, are | 
present or not. This is 10 
the reason that the Oni- 

kdbe basin is put under 
consideration. 

Some other hotsp- = 150 
ring areas in Japan are 
similar to geologic con- 
ditions of those in Wai- 
rakei of New Zealand». 
For example, Narugo hot- 
spring® in the south of the Onikdbe basin consists of porous, 
sandy, and conglomeratic beds which are underlain by Tertiary 
green tuff and granite and is reserved by hot water containing 
CO,, H.S and CH, gases. According to the geothermal research 
made by Tone Boring Co. several years ago, the maximum tem- 
perature at Kamijigoku* reached 170°C at 220m. in depth, and 
natural steam mixed with hot water was emitted from several 
bore holes drilled 100m. to 220m. in depth. 

Fig. 5 shows the relation of depth to temperature measured in 
bore holes drilled in some geothermal areas of Japan. Among 
them, Matsukawa hotspring, Iwate Pref. situated in Hachimantai 
volcanic region reveals characteristic temperature gradient between 
140m. and 160m. in depth. This area consists of younger andesites 
underlain by Tertiary formation and would be expected as a type 

1) Grange, L. I. : Geothermal steam for power in NewZealand, D.S. 
LR Bulk oh 7eet 950; 
2) Nakamura H. and Maeda K. : Bull. Geol. Surv. Japan, 10, 1959. 

* Hot areas in Narugo are divided into two; Kamijigoku and 

Hachimanjigoku, 
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Fig. 5. Temperature-depth curve of some geothermal areas in Japan 
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having cover rocks such as in Onikobe**. 

Though unsoluble problems remain yet, it is concluded that 
geologic structure of the Onikdbe basin has an intimate relation to 
the occurrences of natural steam and hot water and furthermore, 
especially, agglomerate plays as a cover rock for natural steam, 
which is expected to be reserved in the fractures of basement 
rocks. The geothermal conditions of the Onikébe basin will give 
a valuable suggestion for researchs and exploitations of geothermal 
areas in Japan. 
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i 要 

宮城 県 処 首 盆地 は , FSA RS k UES AL TAB LO, 盆地 
内 の 噴気 ・ 温 泉 群 は 大 別して , 片山 の 噴気 地帯 と , 吹上 ・ 宮 沢 の 高温 々 泉 地帯 と に 分 か た 
れる 。 天然 燕 気 の 存在 状態 と 地質 構造 と の 関係 を 知る 目的 で 行 つ た 3 本 の 構造 試 鑑 の 結 
果 に よる と , 噴気 地帯 に 近い 赤沢 上 流 附近 で は 滑 成 層 中 の 集 塊 岩 の 一 部 を 帽 岩 と し , shay 
内 の 破砕 部 分 に 天然 共 気 が 貯 注 され て いる 可能 性 が みい だ され た 。 ま た , 吹上 ・ 宮沢 温 泉 
附近 で は , 基 走 お よび 沿 成 層 中 の 破砕 部 分 に 沿 つ て 高温 泉 が 上 昇 し , 湧出 する と 差 え られ 
る 。 湖 成 層 が 帽 岩 の 役 割 を 果す こと は 注目 すべ き 事 柄 で あり , BHAA OBEN Ee 
は 今後 , 日本 の 地熱 の 研究 ・ 開 発 に た 大きな 手 掛り を 与え る も の と 結論 され る 。 


tok 


Geothermal research in this area has been carried on by the members 
of Geological Survey of Japan since 1958, 
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鉱物 学 及 び 結 唱 学 


8187, BANY OL: SL-RRBE, 
Sahama, G. Th., Hytonen, K. 

Mg, SiO,-CaMg SiO,-Ca Fe SiO,-Fe, 
SiO, 領域 の 内 で Fo-Fa は 完全 に 固 深 
体 を 作る が , Fe。SiO』-CaFeSiO。 お よび 
CaMgSiO,-CaFeSiO, も また 連続 的 な 
Solid solubility を 有する こと が 知ら れ て 
来 た 。 著 者 は 適当 な 化学 組成 を 有する 岩 
石 に 於 て は CaMgSiO,-CaFeSiO, と Fo 
-Fa 両 系 の 中 間 領 域 ( 即 も augitic clino- 
pyroxene に 相当 する 領域 ) の Fa 寄り 
に る も 一 成分 相 の 林 要 石 の 存在 が 可能 で あ 
ZAU~Le AHL. Belgian Congo, 
Northkivu の Nyiragongo 地域 の 
melilite-nephelinites は 種々 の Mg/Fe 
値 を 有 し , その 中 に Fe,SiO, 38.9, Mn, 
SiO, 1.9, Mg,SiO, 16.6, Ca,SiO, 42.6 
を 成分 と する sub-calcium olivine と 呼 
ぶ 可 きも の を 始め , 多く の 含 灰 ・ 苦 土 - 
SEA ee SU Lo これ 等 は 何れ も 
X 線 実 験 で は 均一 相 を 示し て いる 。 更に 
今 迄 行わ れ て きた i139) Spacing RU 
屈折 率 に よる 李 概 石 成分 の 同定 法 を これ 
ら に 当て は め て みた が , 両方 の 結果 に 大 
x MAMBO SLO tz. (Am. Min., 43, 
9~10, 862~871, 1958) CBS 


8188, SABAR-REB-ATNVYE 
3 Wys, E.-C., Foster, W: R. 
急冷 法 に より 表記 三成 分 系 の BRICK 
ける 状態 図 を 完成 し た 。 この 系 は 簡単 な 
eutectic system に 属し , その 共 融 点 は 
1226°, 成分 は 透 輝 大 (CaMgSi。O。) 9, 
REG (CaAl,Si,O,) 44, オケ ルマン 石 


録 


(CagMg Si。0,) 47 CHS (重量 比 ) 。 + 
TUMPVYANK SEY COME E CLE 
定 で あり , 上 品 出 する 灰 長石 は 全て 三 斜 弄 
の も の で あつ た 。 (Min. Mag., 31, 736 
~743, 1958) 【 長 谷川 〕 


8189, PRAYER (IV) 高温 型 ソ ヂ 
ウム 長石 の 冷却 経歴 Smith, J. V., 
MacKenzie, W. S. 

TYREE A AV ソ ポ ウム 長石 に 種々 
DAMES TIA, その 振動 写真 か ら 分 離 
Na- 相 の 成分 を 求め る 事 に 依 つ て, HL 
い solvus を 決定 し た 。 こ れ は 畠 に Bo- 
wen 等 が (201) 法 を 基 に し て 求め た も 
の に 上 比べ, 極め て 厳密 な 安定 平衡 関係 を 
示す も の で ある 。 著 者 等 は 此 の 図 に 単 斜 
- 三 斜 転位 の 状態 線 を 加え た も の を 基 に 
Lt, 振動 写真 に 示さ れる 分 離 Na- 相 の 
双 品 状態 及び K- 相 の 唱 出 方 位 等 か ら , 
これ 等 分 離 相 の 生成 時 期 を 論ずる 事 に 依 
り , 長石 の cooling history を 明快 に 解 
RH SKS BEAL. OREM Cebolla 
Creek pER#HOAME Na- 相 は 三谷 転位 
に 際 し て 双 上 唱 を 形成 し て いる が , 約 400° 
C 以下 の 三 斜 域 で の unmixing は 見 ら 
れず , Azores, Grande Caldeira 産 試 
料 は 殆 ん ど unmixing を 起 さ ず に 冷却 
し , 約 100°C と いう 低い 温度 で 三谷 転 
Mees Ric 双 品 を 形成 し , 基 の 後に 大 
部 分 の unmixing が 行わ れ た と 解 さ れ 
る 。 Mt. Franklin 産 試料 は 三谷 転位 点 
以下 の か な り 低 い 温 度 で 始め て unmixi- 
ng を 起 し て いる が , 此 の 成分 で の sol- 
vus は 相当 高温 度 ( 約 450°C DLE) に 
ある の で 試料 の 一 部 に は 分 離 相 を 示さ な 
いも の る ゃ も 存する 。 BW, BAN Victoria 産 
試料 で は 転位 線 と solvus の 交 双 点 近く 


#510 a i GK YD BK PR FE BE 


の 成分 を 有 有 し, 三谷 転位 直後 に unmixi- 
ng を 起 し た と 考え られ る が , その 際 , 優 
Barr Na- 相 の 結 唱 方 位 が K- 相 に 構造 的 
な 歪 を 与え て いる 様子 が 見 られ る 。 (Am. 
Min., 43, 872~ 889, 1958) (Ba) 


8190, =FAFSYEANBEULBPOM 
=E48) Butler, J) RK: 

MAMe 主 成分 と し て 含有 する Nb- 
Ta 酸 塩 鉄 物 14 個 に つい て , AMAT 
素 の 含 基 を 分 光 分 株 に よ つ て 求め た 。 
Priorite P2a—7eyvyA-KVT7VAG 
系 鉄 物 の よう な TiO。 を 15% 以上 含む 
GMB TE Y。O。 が 全 移 土 酸化 物 
(Y,0;+1n,03+ ThO,) の 約 半 量 を 占め 
(45~ 60%), 残り の ラン タ ノ ン 元素 (Ln) 
に つい て は , La, Ce, Pr 等 の 原子 量 
小さ いも の より , Dy, Er, Tm, Yb 等 
の 原子 量 の 大 きい 元素 の 方 が 多く 含ま れ 
て いる 。 TiO, 4% 以下 で (Y, Ln),0; 
30% INFORM (サマ ルス ク 石 に 相当 ) 
で は , 同じ く Y20。 が 全 稀 土 の 約 半 © 量 
瑞 め る が (44 マ 5806) 月 フン タイン TH 
に つい て は 原子 量 が 中 間 で ある Gd, Th, 
Dy の 酸化 物 が , 他 の 元素 の 酸化 物 の 倉 
量 に 比 し て は る か に 多い 。 (Min. Mag., 
31, 763~780, 1958) (EAN 


8191, カリ フラ オル 三 ヤ 州 Pass WoO 
Cerite Glass, J.J., Howard, T.E. 
jJr., Carron, M. K., Hildebrand, 
AS 

Pass 山地 方 は , 先 カ ン ブ リ アン eR 
Mak OY, Cerite を 含む 脈 は この 変 
成 岩 中 の shonkinite HOSEA 
Bo 共 出 鉄 物 は , 重 品 石 ・ バ スネ ス 石 ・ 
方 解 石 ・ 玉 身 ・ 方 鉛 鉄 ・ 煙 石 ・ 石 英 CH 
Bo cerite は 濃 茶 色 で 破片 は 薄紫 褐色 用 
至 無 色 , 塊状 又は 結晶 で 産出 する 。 結 品 
の 大 き さ は 2~7 mm OM) HK, 断 ロ 
は 不平 坦 , 樹脂 状 光沢 を 示す 。 硬度 5~ 


5.5, 上 比重 4.7520.11, 光学 的 性 質 は , 
al(a) 1.806, y(8) 1.808, y-«¢=0.00~ 
0.002, (+)2V=0 又は 非常 に 小さ い 。 

ARF R R3c (D852), 又は R3c 
(C8。) で Nordenski61d OR LRA 
方 唱 系 より る も, BHAA と する 方 が 良 
い 。 方 格子 a=10.78+0.08A, co= 
38.03 エ 0.27, 逆 面体 格子 ap—14.12+ 
0.11A, w=45° 07′ エ 57′ 格子 体積 (E 
面体 格子 ) 1280 ェ +16A3, Bie a: c= 
1 : 3.527, py=4.072, 結晶 面 <{000 
3}, e{0112}, 分 析 の 結果 , 化学 式 は 
(Mg, Ca), (RE)。 CSIOA) 72:2(FCO2) 2 
(COH) z(H20) 3-7] で ある 。 (Am, 

Min., 43, 460~475, 1958) [芦田 


8192, Beryl 其 の 他 の 鉱物 に 於 ける 
He 及び Ar の 過剰 含有 量 に つい て 
Damon Pave sacl en) eles 

Beryl, cordierite 及び tourmaline 
等 鉱物 で は 収 射 性 物質 の 崩壊 で は 説明 出 
来 な い 過 剰 の He お よび Ar の 存在 が 確 
認 さ れる 。 こ れ 等 は 同一 ベ ペグ マタ イト 産 
の 試料 で も 勿論 , 同一 試料 中 で る 局部 的 
に 相当 異 る 含有 量 を 示す が , 時 代 的 な 相 
違 に 比べ る と 取る に 足ら ちず , 古い も の に 
その 量 が 多い 。 これ 等 鉄 物 は 夫々 SiO, 
六 員 環 を 骨子 と する 結 品 構造 を 持つ が , 
He お よび Ar SO gas は , 鉄 物 生成 時 
CEOS 閉 ゼ お こめ られ た も の と 考え 
られ る の で , 古い 時 代 に は He お よび 
Ar の 生成 量 が 多く , 且 その 地殻 中 で の 
流動 現象 も 閉 し かつ た と 解 さ れ ね ば な ら 
な い 。 BIS 当時 は BONAIRE UAT, 
広汎 に し て 多量 の inert gas が 放出 され 
THY, BIRR 大 で ぁ つ た の で あろ 
う 。 こ の よう な 現象 は 他 に る も 角 阿 石 や 基 
{LOR CY BCH O, 更に 研究 すべ 
き 余 地 を 多く 残し て いる 。 (Am. Min., 
43, 433~455, 1958) CBS) 


ib 
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8193, FRE BLS VV=S9 4 Whi- 
te. Shaw, bak Corwin, Jb: 
GeO,-H,O 系 で 石英 型 酸化 ゲ ダルマ = 
ッ ツ ム 及 び その 繊維 状 変 種 を 合成 する こと 
が 出来 た 。 石英 型 の 形態 は cube に 近い 
BHARU 六方 杜 を 有する 石英 型 鞭 面体 
で ある 。 光学 的 に は , 一 軸 正 号 o=1.697 
+0.001, €=1.724+0.03, 複 司 折 : 0. 
027+0.002 及び +elongation で ある 。 
ERAN FEA HER CRITE, 
RECAP DIRE AT 0 FRE 直 消 光 で ある 
が 時 に 30° 迄 の 斜 消 光 が 見 られ , 繊維 方 
向 に 渋 動 消 光 を 示す も の も ある 。 屈折 率 
は 1.653 及び 1.633 CHARBHA IE 
が あぁ あり, 中 に は 繊維 方 向 で 右 英 型 の 避 折 
率 に 迄 変化 する も の も ある 。 色 は BRAM 
WHEE CHSDIR EMS 一 般 に 福 
色 を 量 す る が , 高 屈折 率 で ある 程 色 は 明 
る く な り , 鉱物 の 組織 と 対応 する か に 見 
える 。 即ち 此 の 福 色 は 玉 秀 型 物質 に は 
submicroscopic な 和 孔 際 が あつ て 青色 光 
DEERE LAL & 77 9 He CHSI9—. 比重 は 
屈折 率 と 化学 組成 か ら 算出 され , 石英 型 
で 428, EHC 3.9 CHS. EHH 
D*6FIERNX hexagonal : ay=4.96A, 
Co=8.65 で あぁ る 。 赤外線 吸収 スペ クト ル 
で は 石英 型 と 玉 艇 型 に 本 質 的 な 差異 は 見 
られ な い 。 (Am. Min., 43, 580~555, 
1958) [ 関 ) 
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8194, Central Washington の 
Teanaway jSin## Foster, R. J. 

Teanaway 岩 脈 群 は カス ケー ド 出 脈 の 
東側 面 , Wanatchee 市 の 西方 45 pByc 
在 る 。 こ の 平行 岩 脈 群 の 各々 は 一 般 に 市 
5~60 OR, RSMECHS. これ ら は す 
で に 橋 曲 し た 古 第 三 紀 ? の Swauk 7E ha 


aaa? Crk 0 HMORBARCHA 
し て いる 。 BIRO Lic Bx 3000~ 
5000 ROMBRURBED 6 2B Tea- 
naway 玄武 岩 が 存在 し 更に その 上 位 に 
距 新 世 の Roslyn {Ef SADR OE 
に 存在 する 。 

岩 脈 群 は Swauk {maa POH 
Fic ROC 生じ た AA BAL CWS 
が , 岩 脈 群 の 方 向 性 が Swauk ER ee 
We ORS dhe 略 々 直交 し て いる こと は 
この 方 向 性 が も つと る も 圧縮 力 の 少 い 方 向 
EOC RED SNRILE RR 
Bo KL AMC L CBI ORT AAS 
垂直 に 分 布 す る こと は (CSA 水平 的 に 
長 護 離 に わた つて 移動 し た こと を 老 え な 
Wiis) ABBAS 岩 脈 群 と 略 々 同じ 市 を 
持つ て いた こと に な る 。 附近 に 産出 する 
PED AE 恐らく この 岩 此 体 の 一 部 で あろ 
Ds 

著者 は RA, Mite, PERE ORML 
学 的 ; 鉱物 学 的 性 質 を 比較 し て これ ら 三 
者 は 成因 的 に 互 に 関係 を 有する と し , 更 
に Teanaway の 火成岩 は ソレ アイ ト 換 
支 武 岩 に 属す る も の で ある が , 附近 の 
flood SRBACHAA ささ 2 滞 の S20 
アァ イト 質 玄武 岩 と 相当 に 異 つ て いる と し 
て いる 。 こ の 平行 岩 脈 群 は 他 の 岩 脈 群 と 
比較 する と 小 規 模 で ある が , WA DO 
は その 長 さ ょ り む し ろ そ の 巾 に ある 。 
(Am. Jour. Sci., 256, 644~ 653, 
1958) (KE) 


8195, オン タリ オ 州 , Hastings Cou- 
nty, Wollaston 7EHB TUL hy Osw 
学 的 , 化学 的 変化 Ajit Kumar Saha 
ォ オォ ンタ リオ 州 の 薬 片 状 構 造 の 良く 発達 
し た 黒雲 母 一 角 図 石 花 韻 岩 体 は 結 品 質 石 
Iza, FRE RE ERE, 石灰 質 准 庁 麻 岩 
中 に 存在 し , BRAT RED Cam? 
NMHTAVYT VY) を 多く 有 じ て いる 


pplz 岩石 鉱物 鉱床 学会 誌 


の 岩 体 の 周縁 部 や 岩 酸 状 岩 脈 は 正常 的 な 
i> & EERE LL CER RU 草 達 に 富む が 加 
里 と 有色 鉱 物 に 芝 し い 。 そ し て 周縁 部 に 
HAW SEER LEO alk 接触 部 に 近づく 
に 従 つ て 急激 に 増加 する 。 一 方 岩 脈 の 接 
IER ICISO CHT 6 黒雲 母 准 片 麻 岩 中 
で は 接触 部 に 近づく に つれ て EER te 
は 減少 する 。 

上 述 の 現象 の 解明 と し て HatAB OM 
化 作 用 , 周縁 部 の 草 長 石化 作用 , 周縁 部 
に 向 つ て 後期 の 岩 此 が BALK Lik 
る 岩 此 分 化 作 用 な ど が 考え られ る が , 著 
者 は これ 等 の 解明 は 何れ も 不適 当 , ATE 
分 で ある と 述べ 次 の 事 を 示唆 する も の で 
ある と し て いる 。 即ち BROMMIEAO 
初期 に 於 て 熱せ られ た 黒雲 母 准 上 麻 岩 よ 
0 4EmMeZE~N & aqueous solution に 依 
0, BRL 曹達 の 拡散 が 行わ れ , 更に こ 
の 過程 が 花 賠 岩 に 接する 被 導 入 岩 中 或 は 
包含 物 中 の 所 調 basic front の 発達 に 依 
つて 証明 され る と 述べ て いる 。 

更に 著者 は UAC L GEAR LD 
間 の 物質 の 移動 に 次 の =O OBE & AE 
し て いる 。 1. 前 期 は BAO ABBOT 
VAY, GER, 水 の 富 化 を 伴う HRDEAGS 
の 塩基 性 化 作用 。 2. 第 期 は AC BRIA 
岩 に 稚 長 石化 , 理化 , 熱 水 変質 を も た ら 
す 酸 性 化 作 用 で , この 作用 は AOE 
性 化 作 用 を 打 消 す も の で ある 。 

以上 の 仮説 は , BRtAce 2 6 REE RS 
AES aqueous solution の 拡散 の 理論 
的 な 可能 性 が 更に 実験 に 依 つ て 証拠 づけ 
られ , RRB SD BRS MA ORR 
KOS < OBE AS SUM SH SREUK 確立 さ 
NEYO LUBR EN? (Am. Jour. 
Sci., 256, 609~619, 1958) [KE 


8196, North Carolina, Bakers- 
ville-Roan Mountain #7502 #88 
MHS SARRE Wilcox, R.E., Polder- 


vaart, A. 

FeV TT ROFL RS 岩 脈 群 は 
北 Carolina, Roan Mountain か ら 
Bakersville へ 拡がる Cranberry }r fk 
BmyPEAL CwHo Cranberry & 
Roan 層 群 の 内 の 境界 の Toecane 近く 
に 露出 する 正 角 隊 岩 は Cranberry RR 
岩 中 に 導入 し て いる 次 粗 潤 玄 武 岩 と 同一 
の も の で あぁ ある 。 化学 組成 か ら これ ら の 岩 
脈 は 典型 的 な HOEK ER CH Y- 
Wager の 中 期 一 晩期 玄武 岩 に 相当 する 。 
EAN tS 7 ARABS 化学 組成 か ら 区 
別 忠 来 32 Cu, Ga, Ba, Ni, Co, 
Cr OH D5 % 区 別 出来 な か つた が , Sr 
DED SAI SHARKS. 変成 作用 は 
FAINT CHOP. 温度 は 450~ 500°C 
で あろ 3 う 。 subophitic ARAMA L 
granoblastic 斜 長石 一 角 際 石 岩 脈 の 間 の 
相違 は 同一 の 温度 及び 全 圧 下 で 再 結 晶 作 
用 を 行う 間 に 水 の 量 の 違い に よる 。 玄武 
岩 質 岩 石 の 変成 再 結晶 作用 の 異常 な gra- 
nulitic trend (k7kKOKZORCHSZ. 
この 型 の 再 結 品 作用 は ZAR O ARS 
Ht ANIC LS BAH SRS. (Bull. 
Geol. Soc. Am., 69, 1323~1368, 
1958) [青木 


8197, 変成 組合 せ 中 の 共存 輝 戸 の 成分 
Mi Dov CE 

粒状 岩 , 片 麻 岩 , ホル ン フ ェ ル OBE 

岩 5 種 中 の 倖 方 , MAME AOL 
化学 分 析 値 及び 光学 的 常 数 を 決定 し た 。 
それ 等 と 既 発表 の * ラ ッ ウェア の 変成 去 武 
BRU 79 TIVE ORE TORAD 
成分 を CaSiO,;-MgSiO,-FeSiO, 三角 図 
に 点 示 し , 塩基 性 深成岩 類 の それ 等 と 比 
較 し た 。 各 変成 岩 類 中 の THIER & HESS 
線 の 方 向 は 深成岩 中 の も の と 一 致す る 。 
Hess (1949) 及び Muir (1951) の 図表 
を 使用 し て , 光学 的 常 数 か ら Rw oA 


vena 
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の 成分 は 化学 分 析 値 か ら 算 定 し た 成分 と 
多少 相違 する 。 こ れ は 種々 の 避 成 分 (Al, 
Ti, alkali etc.) RU BRAM (HA, 磁 
BR) の 存在 に よる と 考え られ る 。 FEO 
Cc Ca: Mg: Fe =ROMICRARL. 2 
RD 6b AD MAD & ait TS OVE 適当 
で は な い 。 HAE ZENS PRA & FES} 
の に 就き , RT SMEARU ADA 
の Mg 分 を 比較 する 。 5 例 の うち 2 HI 
(Ardnamurchan の 粒状 岩 , Skye の 
Cuillin 夷 煽 岩 に 伴う 再 結晶 玄武 岩 ) は 
BAO Mg Asa POtHN LYS 
WA, [ED 3 例 は その 逆 で ある 。 前 例 は 
完全 に 再 結 品 し た 談 成 組合 せ に 相当 し , 
後 例 は BIRR ICEL RO GRIMS 
る 。 (Geol. Mag., 95, 403~ 408, 1958) 

(FEE 


8198, New York }j|,4¢7§ Adiron- 
dack WHITKIt ZA paragneiss の 
増進 変成 作用 と TeRIBILIEA Engel, 
A Hugely CG: 

35 WHO fe X IO CHE quartz- 
micafeldspar-garnet paragneiss # D 
変成 作用 と 局部 的 花 賠 岩 化 作用 に 就 て 
125 個 の 化学 分 析 , 400 個 の 微量 分 析 , 
400 個 の モー ド 分 析 を 行 つ て 詳細 に 述べ 
た も の で , 変性 作用 の 温度 は その 変成 帯 
の 南西 端 で 約 500°C, 山塊 の 周辺 部 近く 
CH 600°C で あぁ る と いう 。 Bair Ova 
の 温度 の 低い 場所 に 於 ける 最低 変成 度 の 
Fr RREt& quartz-biotite-oligoclase-mu- 
scovite gneiss で あぁ つて, 之 が 変成 温度 
の 増大 と 共に 鉄 物 組成 及び 化学 成分 に 次 
の 如き 変化 が 見 られ る 。 即 ち 白雲 母 の 消 
&, garnet の 出現 , AR AIHW 4 
An 成分 及び 量 の 増加 , BROKE, 
Al, Fett, Fet++, Mg, Ca, Cr, Ga, Ni, 
is Ve Ome, errr, HO, 
Ba の 減少 , gneiss の この ‘‘degraniti- 


zation”’ 又は “bas 折 cation” は 約 550 °C 
Chat 600°C C38L (7% 4. gneiss 
の 局部 的 花 賠 岩 化 作用 は K RAO et 
RAD Ab 成分 の 増大 , 及び 黒雲 母 , 斜 
RA, 右 英 の 量 の 減少 を 伴い , BRS 
BANE THC K ORR, Ti, Fett, 

Fet+, Mg, Ca, H,O, Na-K [ED j> 
を 伴う 。 gneiss の 花 賠 岩 化 作用 を 受け 
た 部 分 で は 微量 成分 の Ba, Pb が 増加 
i Coy Gr Ni St Stalin Vain aes 
見 (Bul. Geol. Soc. Am., 

69, 1369~1413, 1958) CAG 
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8199, 南 阿 Cape, Kuruman 地方 
産 の 満 供 鉱 戸 Frankel, J. J. 

Kuruman 地方 は Kalahari 砂漠 の 
東南 端 に あり , precambrian age の 
Transvaal 系 の Upper Griquatown 
ironstones WAHL, この 中 に 含 満 俺 石 
灰 岩 を POETS. この Bie et 走向 
NS, 平均 15^ の W fG8e75L, ae 
は 70 REIASo 

SAM Mt braunite, cryptomelane, 
hausmannite で 少量 の jacobsite を も 
伴い , 鉱 体 中 に は 方 解 石 脈 , 繊維 状 cry- 
ptomelane JK, AGRA MADER Sh 
られ る 。 BKPRILHDEIE ¢ CR SAIK & FB 
する が , 下部 で は 次 第 に 食 鉄 と な り , 途 
に は 含 満 俺 石灰 岩 に 変る 。 

鉱石 は 大 別して braunite に 富む も の と 
cryptomelane に 知 む も の と あ り , 他 に 
braunite 中 の hausmannite の 薄 悦 , 
hausmannite の 結 品 質 塊 鉱 , jacobsite 
の 小 塊 が ある 。 braunite に 富む も の の 
中 に 整 層 面 に 平行 又は 横 ぎ つて cross- 
fiber vein が ある 。 鏡 下 で braunite は 
cryptomelane を 含み , AGRE SES HE 


拡 14 SO GK BRR St eG 


有 片 状 磁 鉄 鉄 が 存在 する 。 braunite 1Lzk 
酸 に 富み , これ は braunite と 結合 じ て 
存在 する 。 cryptomelane は 細 粒 で 頁岩 
様 叉 は oolitic で , この 中 に は 一 部 mar- 
tite に 変っ た 磁 鉄 鉄 粒 が あり , hausman- 
nite が 残存 鉱物 と し て 見 られ , pyrolu- 
site, 赤 鉄 鉱 , Wie, <v wv Ete 
在 す る 。 hausmannite OMB vy x 
状 を る も る 量 し , RBM, braunite 
中 に 著しい 。cryptomelane, pyrolusite 
を 不 規則 に 有 し , 9.959 の 水分 を 含む 。 
一 般 に は cryptomelane に 交代 され た 
も の は 4.4~6.0% の 水分 と , 0.8% の 
K, 1.2596 の Na #42>, yh haus- 
mannite は し ば し ば 双 品 を 示し , psilo- 
melane, cryptomelane, pyrolusite に 
交代 され , MAGE BHR SL ja- 
cobsite (mle LON, その 塊状 の も の 
は hausmannite と 共生 する が , vre- 
denburgite の 様 な 邊 接 な 関係 は な い 。 
繊維 状 cryptomelane は 石綿 を 交代 し 
た 様 に 見 え , 1~2 時 の 巾 で 整 層 面 に 平 
行 又 は これ を 功 つ て 存在 する 。 青 石綿 中 
に 見 ちら れる 様相 と 似 て お り , 地表 近く で 
は cryptomelane 48 pyrolusite 仮 
the 示す 。 この 繊維 状 cryptomelane 
va, FRR EK の び た patch か ら な 
る 方 解 石 を 交代 し て 生じ た も の で , 脈 の 
周辺 か ら 成 長 し て いる 。 この 化学 分 析 の 
結果 cryptomelane は 従来 の 分 子 式 は 
K,Mn,O,, と され て いる が , KRMn,O;。 
の 方 が 適当 と 考え られ る 。 
この 鉄 床 は , 地表 部 に 近い 部 分 で は 
hausmannite に 富む Huh MOMS 形 
成す る が , GOA 3 下部 で は 満 
俺 の 量 を 減じ て 含 満 俺 石灰 岩 と な る 。 ED 
ち 初 生 的 な も の は AME AIS, ゆ 
る い Fah & RAM HOT, それ に 続く 
atmospheric condition に より Mn の 
移動 濃縮 が 行わ れ た 。 K お よび Na は 


含 満 俺 層 よ りゃ も 下位 に ある 安山岩 燈 岩 よ 
り も た ら さ れ , Pa LY MELO 
に 吸収 され た 。 初生 の pyrolusite と 満 
MEE L, GO diagenesis に よ 
yfizk L7zo hausmannite と braunite 
は 500°C 以下 の 温度 で 還元 性 環境 下 で 
生成 し た 。cryptomelane に は 初生 的 な 
の か , hausmannite の ARASKMD 不明 
の も の が ある が , も し MRERO MED 
BETA 520°C Wk Rone 
が な い 事 を 示す 。 磁 鉄鉱 の 生成 時 期 は 不 
明 で ある が , 満 俺 鉄 物 よ り る も 初期 の 様 に 
思わ れる 。 jacobsite は hausmannite 
と 同時 で ある 。 要する に この 鉱床 は 天水 
の 循 還 が 満 俺 鉄 床 を も た らし た 。 (Econ. 

Geol., 35. 577~597, 1958) [鈴木 〕 


8200, 硫黄 同位 元素 と WRBISTS 
床 の 成 因 Jensen, M. L. 

Colorado 人 台地 及び Wyoming に お 
ける 砂岩 型 ウラ ン 鉱 床 に 伴う 硫黄 同位 元 
素 に 就 て S33/S34 を 求め た 。 それ 等 は 
Canon Diablo 随 石 中 の 単 硫 鉄 鉄 を 標準 
ELT, 各 試 料 を 比較 し じ し た 。 尺 その 変化 
は 次 式 に まる 110 0 0 表 めし ee 

5 S34%。 = S32/S34 (pate) 

$8 S240 (SS (faiv48) _ SYS ese 

sh) ) (S23 /S34 (aE) } x 1,000 

試料 は 黄 鉄 鉱 , 白 鉄 鉱 が 主 で 他 に HERA 
Gk TARE, PEEK DSA, Ya Fi, 
Sal, 第 三 紀 に 属す る 各 水 成 岩 か ら 集 
め ら れ た 。 それ 等 は ウラ ン を 伴う る の 
(>0.019 UO0。) と 然 ら ざる も の (2Z0. 
0196 U0。) と に 分 けら れる 。 

その 結果 POPE SB BU CINE BOE 
鉄鉱 に 比 し , 一 般 に S82 に 富み (S32/S34 
の 最高 値 23.32), RERMO FBR, Se の 
量 的 変化 7 7 vy OBMEVEISED BBS 
認め られ な い 。 単 硫 鉄 鉄 の S33/S34 は 平 
均 22.21 で 甚だ 一 様 で あり , 地球 内 部 の 


スペ 


i> 
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SKOWTOAAA-—CHS50 UBS 
RENMICELEY 7 VWI Stk, 
より 軽い S に 富む 事 に な る が , それ は こ 
の S は 有機 源 の I。S に より 生成 され た 
次 と 考え られ る 。 

同一 鉄 床 で 同一 時 期 に 生成 し た 硫化 物 
間 に は , S32/S34 は 一 般 に 高く と も か な 
り の 差 が ある 。 こ れ は 関係 する 有機 源 の 
硫化 水素 に お いて , その 比 に 差 が あり , 
叉 硫酸 鉄 と LS の 反応 に より 硫化 鉄 が 
VBL, 重い S を 伴う 硫酸 塩 jon は 海 
中 に 解離 し た 事 に よる 。 即ち 含有 有機 物質 
HD anerobic SS TT UE TERS HS 
は 可 沙 性 硫酸 塩 を NARUC MIC 
Ao 一 般 に 硫酸 塩 は S34 に , 硫化 物 は 
S@yzah, Bex HLS mAEBELS 
れ た 様 に 思わ れ , 海水 中 の 硫酸 塩 の S は 
Bre ¢ Ct, 21.76 RL, RHDBO?% 
TF KX S? cat HLS ta74H 
が 知ら れ て いる 。 

何れ に せよ 硫酸 老 は 有機 物 に より 層 元 
Sn, 廿 。S が 遊離 し , 初期 に は 砂岩 及び 
頁岩 中 を 移動 し ," も し 硫酸 鉄 の BRAD 
れ ば 硫化 物 を 生成 し た 。 し か し 大 部 分 の 
HS は ずつ と 後期 の , その 堆積 物 の 上 部 
の 大 山 灰 に 富む 地層 か ら 絞 り 出 され る 含 
ウラ ン 落 液 が Ye L CHS ECHO, そ 
こ で 反応 し て 可 薄 性 U+6 は 不溶 性 U+4 
に 居 元 され , 硫酸 塩 か ら MERE & HI L 
た 。 も し その 溶液 が Cu に 富 め ば その 硫 
化物 を も 沈 源 する 。 HC RADE ウラ 
ン を 伴う が , 炭 質 物 を 有 し な い ウ ラン は , 
anerobic バク テリ マヤ に 必要 な 有機 物 の 
あつ た 所 か ら 移動 し た HLS の 存在 に よ 
り 説 有明 され る 。 (Econ. Geol., 53, 598 
~616, 1958) [鈴木 


8201, Bacu Locci M44 « HHL 
$A Zucchetti, S.C. 


当地 域 の 地質 は 古生代 の 頁岩 , 絹 雲 母 


片 麻 岩 , 糧 斑 岩 よ りな り , SKIS 前 記 斉 
右 中 に 肥 胎 する 録 脈 型 鉄 床 で , 母 岩 は SE 
し いい 粘土 化 , 絹 雲 母 化 及 び BELPER & Be 
つて いる 。 BAGIMAT GSK, 硫化 鉄鉱, 
HESRERAS CG, これ ら は 更に 2 次 的 鉱床 を 
形成 し て いる 。 即ち 最上 部 (BUM) SC 
(RG, DR MIS, PH (酸化 
帯 ) で は TH, ASGk, PRIAGK, A 
ゲ ナ イト , PAGS, FLEE, 藍 銅鉱 , 水 
FES, 福 鉄 鉱 , TSS, PES ( 富 化 帯 ) 
CSE, HI, 自然 鋼 帯 で ある 。 当 
鉱床 は , 古生代 の 火成岩 衝 入 後 の Herc- 
ynian 造山 作用 に よ つ て 生成 され た 破砕 
fr Pic, 中 温度 の 熱 水 溶液 の 上昇 を み , 

現在 の 鉱床 が 生成 され た も の と 思わ れ 
Bo (Econ. Geol., 53, 867~876, 

1958) [阿部 宏 ] 
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8202, 海底 堆積 物 中 の ガス Emery, 
K.O., Hoggan, D. 

南部 カリ フォ オル ニ = ニア 沖の Santa Mori- 
na, Santa Catalina, Santa Barbara 
basins 及び Newport Bay, Seal Beach 
marshes の 海底 (深度 3500~3700 AR) 
堆積 物 中 か ら 抽 出し た ガス の mass-spe- 
ctrometer に よる 分 本 を 行 つ た 。 結果 は 
酸素 , BK, アル ゴン 以外 の ガス は その . 
ERMOAK AOAC T lk る か いで 多 
い 。 CO。, メタ ン は 堆積 物 の 深 さ と 共に 
著しく 増加 し , アム モニ = ニア 及 び 硫化 水素 
に つい て 先 に 得 た 結果 と 同様 の 傾向 が あ 
yy SEL PS SEI Se OY. 
SLE ye LUNSUTL IN TET ENA 
AVEY, トル エン も また な た 深き と 共に ほ 
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WHATS. AVY EMDRICKR EDO 
関係 に つい て も , その 中 で 最も 深い コア 
ー を 香 ら れ た Santa Barbara basin で 
124~148 MORO 堆積 物 中 で は , メタ 
ン の 量 は その nonvolatile heavy hyd- 
rocarbon の 総量 に ほ ば 近く LL を 示す 。 
メタ ンー エタ ン 比 は 1~100,000 ce, そ 
の 特に 大 きい 点 で は , 油 田 の それ の 平均 
4 と は 相反 し , この こと は MAAR 
因 ど な る こと を 暗示 し て いる (Bull 

Am. Assoc. Petrol. Geol., 42, 2174 
~2188, 1958) [加藤 ] 


8203, 堆積 過程 指示 者 と し て の Th/U 
tk Adams, J. A.S., Weaver, C.E. 
yy 線 分 光波 及び ツラ ン @ BOEDHIED 
両方 を 用 い , 200 ヶ 以 上 の 堆積 岩 試 料 に 
OvtD Th, UOHAWwzAH, Th/ 
U 比 が 求め られ た 。 堆積 岩 の Th/U 紫 
は , よく 堆積 過程 と 堆積 環境 の 指示 考 と 
な り , Th/U が 約 7 より 高い も の は , FH 
分 に 酸化 され た 陸 成 の 頁岩 及び ボー キサ 
4 }>SG, Th/U ftezs2 bY &Wawis 
値 の も の は , TEBHERCA C 黒色 頁岩 な ど 
が 含ま れる 。 中 間 値 を 示す も の は , UDO 
風化 が 不 完全 で あぁ る か , 或 は は Th/U Ho 
低 へ ~ 高 度 の 材料 が 混 じ た も の で ある 。 
堆積 岩 中 の Th と U の 一 般 的 分 布 は , 
3 へ 4 の Th/U 比 と 10-15 ppm OF 
有 量 を も つ 初生 火成岩 を 基準 と し で, 海 
水 (Th/U ft 0.0002), 高い ThyU pe 
と Th 含有 量 も 持つ hydrolyzate (ボー 
キサ ザイ 107 Kick), RU BW Th/U ft 
と 高い Th 含有 量 を も つ resistate ( 風 
化 に より 化学 的 分 解き を 受け な か つ な た 残留 
堆積 物 一 砂岩 等 が 含ま れる ) の 三 者 を 項 
大 ずる 三 狂 が 0772 光 220CR す で で が 
出来 る 。 

まま 途 の こと か Bae Ese, Th/U 
比 は な , 海 成 と 陸 成 堆積 岩 を 区 別 し 得る 故 , 


特に 化石 土 壊 の ある 不 整 合 の 位置 を 知る 
の に 役立ち , RM 各 玲 積 柱状 図 の 対比 に も 
用 いら れる 。 (Bull. Am. Assoc. Petrol. 
Geol., 42, 387~430, 1958) [HAI 


8204, Illinois 盆地 に 於 ける Ches- 
ter WISER BOAM Potter, P.E., 
Nosow, E.,. Smith, N. M., Swann, 
D.H., Walker, F.H. 

Illinois 盆地 に 発達 し て いる Chester 
砂岩 に つい て , 砂岩 ・ 位 層 の 方 向 性 と 砂 
岩 の 起源 に 関し て 研究 を 進め て いる 。 符 
地内 の 450 MHD Chester 露頭 に 沿 つ て 
471 Bib 1347 位 層 を 選ん で その 方 
向 性 を 調べ た 。 上 部 Mississippian の 
Chester 砂岩 を 下部 より Aux Vases- 
Yankeetown 砂岩 , Bethel-Cypress 7% 
‘&, Big Clifty-Hardinsburg 砂岩 , Tar 
Springs-Waltersburg 砂岩 の 生 区 分 に 
分 け , 又 試 料 採 取 地 区 を 37 地区 に 分け 
各地 区 別 の Chester Hig BOF le 
図示 し て お り , この 測定 結果 か ら 砂 岩 と 
位 層 と の 方 向 の 閣 に は 良い 地域 的 関係 の 
ある こと が 認め られ , 標準 の Chester FH 
岩 は 走向 が 北東 一 南西 方 向 で SBS 
方 向 に 傾 鍵 し て いる こと が わか つた 。 K 
地 の 南 縁辺 に 関し て は Chester Mp O §E 
頭 に 於 ける 直接 詳細 な 構造 を 研究 する こ 
EN EOC BHU MO We OF PO 
び を 予言 する こと が 出来 る 。 RM Chester 
砂岩 の 大 部 分 は AGRA dD 6 EHC ADT 
堆積 し た も の で ある こと が わか つた 。 
(Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 
42, 1013~1046; 1958) 【 阿 部 〕 


会 員 動静 GRAS) 土井 和己 (東京 都 千 代田 区 平河 町 2 の 7, 原子 燃料 公社 探 鍼 部 ), 
渡辺 卓 (札幌 市 南 20 条 西 6 丁目 玉水 方 ), MAS (大 阪 府 豊中 市 服部 南町 2 の 92), 早 
衛 田 大 学生 活 協 同 組 合 書 籍 部 (東京 都 新 宿 区 戸塚 1 丁目 ) 

[転勤 及 び 転 居 〕 甲田 三男 (長野 県 小 県 郡 滋 野村 小学 校 ), 鈴木 重 人 (名 古屋 市 東 区 大 
幸 町 愛知 学芸 大 学名 古屋 分 校 ) , BEES (東京 都 千 代田 区 大 手 町 1 の 6, アラ ビ マ 石油 
株 式 会 社 ) 

会 費 納 入 の 件 本 年 度 会 費 500 円 を 本 会 (振替 仙人 台 8825 番 ) 移 至 急 御 納め 下さ い 。 
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